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変更 対象箇所

章の内容の説明を追加し ま し た。 ix ページの 「はじめに」

フ ァームウ ェ ア DUP の既知の問題について記し た次の

注記を追加し ま し た。

「Integrated Dell Remote Access Controller
（iDRAC） または Lifecycle Controller （LC） で DUP 
を使用し てフ ァームウ ェ アをア ッ プデー ト する場合、
QLogic Fibre Channel アダプ ター MBI バージ ョ ン と

し て FFV を表示し ます。 この問題は、 フ ァームウ ェ ア 
DUP を初めて実行し たと きにのみ起こ り ます。 再起動

後は、 DUP による以降のフ ァームウ ェ アア ッ プデー ト

で FFV は正し く 表示されます。」

33 ページの 「Dell フ ァームウ ェ アのア ッ プデー ト 」

QConvergeConsole ヘルプシステムの説明を更新し

ま し た。

125 ページの 「QConvergeConsole ヘルプシステム

の内容」
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はじめに

この導入の章では、 取り上げるモデルのリ ス ト 、 このガイ ドの対象読者と内容の説明、
関連文書および文書規約、 製品の機能および特徴の説明、 サポー ト する OS の一覧を記

載し ます。

このユーザーズガイ ド の対象製品は次のとお り です。 

 QLogic® QLE2660-DEL シングルポー ト 、 ロープロ フ ァ イルアダプ ター

（フルハイ ト ブ ラケ ッ ト ）

 QLogic QLE2662-DEL デュアルポー ト 、 ロープロ フ ァ イルアダプ ター

（フルハイ ト ブ ラケ ッ ト ）

 QLogic QME2662-DEL デュアルポー ト メザニンアダプ ター

 QLogic QLE2690-DEL シングルポー ト 、 ロープロ フ ァ イルアダプ ター

（フルハイ ト ブ ラケ ッ ト ）

 QLogic QLE2690L-DEL シングルポー ト 、 ロープロ フ ァ イルアダプ ター

（ロープロ フ ァ イルブ ラケ ッ ト ）

 QLogic QLE2692-DEL デュアルポー ト 、 ロープロ フ ァ イルアダプ ター

（フルハイ ト ブ ラケ ッ ト ）

 QLogic QLE2692L-DEL デュアルポー ト 、 ロープロ フ ァ イルアダプ ター

（ロープロ フ ァ イルブ ラケ ッ ト ）

本ガイ ド は、 アダプ ターの取り付けおよび設定方法、 アダプ ターのさ まざまな使用方法
および機能の詳細説明などの、 アダプ ターに関する技術情報を提供し ます。

対象となる読者
本ガイ ド は、 Windows®、 Linux®、 または VMware® 環境の Dell® PowerEdge® サー

バーに取り付けられたアダプ ターの設定と管理を担当するシステム管理者やその他の技
術ス タ ッ フ メ ンバーを対象と し ています。

メモ

本書全体において、 アダプ ターとい う用語はこれらのいずれか、 またはすべての
製品を指し ます。
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ユーザーズガイドの内容
本ガイ ド は、 次の章および付録内で情報を提供し ます。

 「1 章 ハー ド ウ ェ アの取り付け」 では、 ハー ド ウ ェ アおよびソ フ ト ウ ェ ア要件、 安

全上の注意、 取り付け前チ ェ ッ ク リ ス ト 、 PCI Express® （PCIe®） スロ ッ ト に関

する考慮事項、 ならびにアダプ ターの取り付けおよびアダプ ターのネ ッ ト ワーク
への接続について説明し ます。

 「2 章 ド ラ イバのイ ンス ト ールと設定」 では、 Windows、 Linux、 および 
VMware のアダプ ターに含まれる ド ラ イバのイ ンス ト ールについて説明し ます。

 「3 章 フ ァ イバーチャネル設定」 では、 フ ァ イバーチャネルアダプ ターのパラ メ ー

タ、 固定バイ ンデ ィ ング、 起動デバイスの設定、 N_Port ID 仮想化 （NPIV)、 お

よび ド ラ イバパラ メ ータの設定、 ならびにアウ ト オブオーダーフ レームのリ アセ
ンブ リのためのマルチブー ト イ メ ージ （フ ァ イバーチャネルアダプ ター機能設定
ユーテ ィ リ テ ィ ） と手順についての情報を提供し ます。

 「付録 A ト ラ ブルシューテ ィ ング」 では、 フ ァ イバーチャネルの診断およびフ ァ イ

バーチャネルの ト ラ ブルシューテ ィ ングダイアグラムについて説明し ます。

 「付録 B 仕様」 では、 物理特性および電力要件を定義し、 サポー ト される規格、 イ

ン タ フ ェ ース、 および環境仕様を リ ス ト し ます。

 「付録 C QConvergeConsole GUI」 では、 QConvergeConsole ウ ェ ブ管理イ ン

タ フ ェースの概要について説明し ます。

 「付録 D 規制情報」 は、 保証、 規制および互換性情報を提供し ます。

関連資料
詳細については、 次の QLogic マニュアルを参照し て く だ さい。

 QConvergeConsole GUI から使用できる 『QConvergeConsole Help』 は、

QConvergeConsole GUI を使用し たホス ト サーバーと アダプ ターの設定と管理

についてのヘルプ ト ピ ッ ク を提供し ます。

 『Installation Guide—QConvergeConsole GUI (part number SN0051105-00)』
（イ ンス ト ールガイ ド  - QConvergeConsole GUI （部品番号 SN0051105-00） ) に

は、 QConvergeConsole GUI のイ ンス ト ールと起動の手順が記載されています。

 『User’s Guide—QConvergeConsole CLI (part number SN0054667-00)』
（ユーザーズガイ ド  - QConvergeConsole CLI （部品番号 SN0054667-00）） に

は、 イ ン タ ラ ク テ ィ ブ と非イ ン タ ラ ク テ ィ ブ両モー ド での具体的なコ マン ド ラ イ
ンの使用法が記載されています。
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 『User’s Guide—QConvergeConsole Plug-ins for VMware vSphere (part 
number SN0054677-00) 』 （ユーザーズガイ ド  - VMware vSphere 向け 
QConvergeConsole Plug-ins （部品番号 SN0054677-00）） には、

QConvergeConsole VMware vCenter Server Plug-in および 
QConvergeConsole VMware vSphere Web Client Plug-in の使用についての参

照資料が記載されています。

表記上の規則
本ガイ ド では次の表記上の規則を使用し ます。

  追加情報を提供し ます。

  警告記号が付いていない場合、 装置への損傷、 またはデータの

喪失の原因と なる可能性がある危険の存在を示し ます。

 青色フ ォ ン ト のテキス ト は、 本ガイ ド内の図、 表、 または項へのハイパーリ ン ク

（ジャ ンプ） を示し、 ウ ェ ブサイ ト へのリ ン クは下線付きの青色で表示されていま
す。 例 ：

 表 9-2 には、 ユーザーイ ン タ フ ェース と リ モー ト エージ ェ ン ト に関する問題

がリ ス ト されています。
 3 ～ 6 ページの 「取り付けチ ェ ッ ク リ ス ト 」 を参照し て く だ さい。

 詳細については、 www.qlogic.com にアクセス し て く だ さい。

 太字 フ ォ ン ト のテキス ト は、 メ ニューアイテム、 ボタ ン、 チ ェ ッ クボ ッ クス、 ま

たは列の見出し などのイ ン タ フ ェース要素を示し ます。 例 ：

 ス ター ト  を ク リ ッ ク し、 プログラム、 アクセサリ と進んで コマンドプロン

プト を ク リ ッ ク し ます。 

 通知オプション で 警告アラーム チ ェ ッ クボ ッ ク スを選択し ます。

 Courier フ ォ ン ト のテキス ト は、 フ ァ イル名、 デ ィ レ ク ト リパス、 またはコ マン

ド ラ イ ンテキス ト を示し ます。 例 ：

 フ ァ イル構造の任意の場所からルー ト デ ィ レ ク ト リ に戻るには、 cd /root 
と入力し てから  ENTER キーを押し ます。 

 次のコ マン ド を発行し ます ：  # sh ./install.bin

メモ

QLogic マニュアルにア クセスするには、 www.qlogic.com にア クセス し てから  
Downloads （ダウンロー ド） を ク リ ッ ク し て く だ さい。

メモ

注意

http://www.qlogic.com/Pages/default.aspx


はじめに

表記上の規則

xii CU0354604-04  L

 キー名とキース ト ロークは大文字で表記されます。

 CTRL+P キーを押し ます。

 上矢印キーを押し ます。

 斜体のテキス ト は、 用語、 強調、 変数、 または文書のタ イ ト ルを示し ます。 例 ：

 使用許諾契約書の完全な リ ス ト については、 『QLogic ソ フ ト ウ ェ アエン ド

ユーザー使用許諾契約書』 を参照し て く だ さい。

 シ ョ ー ト カ ッ ト キーとは ?

 日付を入力するには、 mm/dd/yyyy を入力し ます （こ こ で、 mm は月、 dd 
は日、 yyyy は年です）。

 かぎ括弧で囲まれた ト ピ ッ ク タ イ ト ルは、 本マニュアル、 またはオン ラ イ ンヘル

プ （本書では 『QConvergeConsole Help』 と も呼ばれています） のいずれかに

ある関連 ト ピ ッ ク を指し ています。

 QConvergeConsole CLI 非イ ン タ ラ ク テ ィ ブ コマン ドの構文表記規則は、 次の

とお り です。

 プレーンテキス ト は、 次にあるよ う に入力が必須なアイテムを示し ます。 例 ： 

 qaucli -pr nic -ei

 < > （山かっ こ） は、 ユーザーが指定する必要のある変数を示し ます。 例 ： 

 <hba instance>

 [ ] （角括弧） は、 オプシ ョ ンパラ メ ータ を示し ます。 例 ：

 [<file_name>] は、 フ ァ イル名を指定、 または省略し てデフ ォル

ト のフ ァ イル名を選択する こ と を意味し ます。

 | （垂直バー） は、 相互排他的な選択肢を意味し ます。 1 つのオプシ ョ ンの

みを選択し ます。 例 ：

 on|off
 1|2|3|4

 ... （省略記号） は、 先行のアイテムを繰り返せる こ と を示し ます。 例 ：

 x... は、 x のひとつ、 または複数のイ ンス タ ンスを意味し ます。

 [x...] は、 x のゼロ、 またはそれを超える イ ンス タ ンスを意味し ます。

メモ

CLI コ マン ド に限り、 変数名は常に斜体ではな く 山かっ こ を使用し て

表記されます。
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 ( ) （丸かっ こ） および { } （中かっ こ） は、 論理的なあいまいさ を回避す

るために使用されます。 例 ：

 a|b c はあいまいです

 {(a|b) c} は、 a または b のあ とに c が続 く こ と を意味し ます。

 {a|(b c)} は、 a または b c のどち らかを意味し ます。 

特長と機能
この項では次の情報を提供し ます。

 機能の説明 

 主な機能

 対応オペレーテ ィ ングシステム 

機能の説明
アダプ ターの機能の説明は、 次のとお り です。

 QLE2660-DEL ： ロープロ フ ァ イル、 Gen5 16Gb、 シングルポー ト フ ァ イバー

チャネル PCIe アダプ ター。 

 QLE2662-DEL ： ロープロ フ ァ イル、 Gen5 16Gb、 デュアルポー ト フ ァ イバー

チャネル PCIe アダプ ター。

 QME2662-DEL ： ブレー ドサーバー環境用の Gen5 16Gb、 デュアルポー ト フ ァ

イバーチャネルメザニンアダプ ター。

 QLE2690-DEL ： フルハイ ト ブ ラケ ッ ト が取り付けられた、 ロープロ フ ァ イル、

拡張 Gen5 16Gb、 シングルポー ト フ ァ イバーチャネル ・ ツー ・ PCIe アダプ ター。

 QLE2690L-DEL ： ロープロ フ ァ イルブ ラケ ッ ト が取り付けられたロープロ フ ァ

イル、 拡張 Gen5 16Gb、 シングルポー ト フ ァ イバーチャネル ・ ツー ・ PCIe アダ

プ ター。

 QLE2692-DEL ： フルハイ ト ブ ラケ ッ ト が取り付けられたロープロ フ ァ イル、 拡

張 Gen5 16Gb、 デュアルポー ト フ ァ イバーチャネル ・ ツー ・ PCIe アダプ ター。

 QLE2692L-DEL ： ロープロ フ ァ イルブ ラケ ッ ト が取り付けられたロープロ フ ァ

イル、 拡張 Gen5 16Gb、 デュアルポー ト フ ァ イバーチャネル ・ ツー ・ PCIe アダ

プ ター。 

主な機能
アダプ ターの主な機能は次のとお り です。

 一元化された SAN 向けデバイス管理 
 16Gb/8Gb/4Gb1 フ ァ イバーチャネルネ ッ ト ワークへの接続性 
 PCIe 3.0 x8 および PCIe 2.0 x8

1 4Gb は QME2662-DEL には該当し ません。
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 フ ァ イバーチャネルプロ ト コルのためのフルハー ド ウ ェ アオフ ロー ド

 メ ッ セージシグナル割り込み （MSI-X） およびレガシー割り込み （INT-X）
 NPIV
 SAN からの起動
 2600 Series Adapter の高度管理機能は次のとお り です。

 Windows または Linux を実行し ている場合は、 QConvergeConsole
（GUI および CLI） が使用可能。

 VMware ESX を実行し ている場合は、 QConvergeConsole VMware 
vCenter Server Plug-in が使用可能です。

対応オペレーティングシステム

アダプ ターは次の OS をサポー ト し ます。 詳細な最新リ ス ト については、 製品

リ リース ノ ー ト を参照し て く だ さい。

Windows

 Windows Server® 2016
 Windows Server 2012 R2
 Windows Server 2012

Linux
 Red Hat® Enterprise Linux (RHEL®) 7.4
 RHEL 7.3
 RHEL 7.2
 RHEL 6.9
 RHEL 6.8
 SUSE® Linux Enterprise Server (SLES®) 12 SP2
 SLES 12 SP1
 SLES 11 SP4

VMware

 vSphere® ： VMware ESXi 6.5/6.5 U1
 vSphere ： VMware ESXi 6.0 U2/U3

Citrix XenServer

 Citrix® XenServer® 7.1
 Citrix XenServer 7.0
 Citrix XenServer 6.5

メモ

『Dell Update Packages Version xx.xx.xxx User’s Guide』 は、 フ ァ イバ

チャネルアダプ タの本ユーザーガイ ド と同じサイ クルで更新されていないため、 本
項に記載されたオペレーテ ィ ングシステムを最新のものとみな し て く だ さい。
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メモ

アダプ ターでサポー ト される最も新しいバージ ョ ンの OS と ド ラ イバについては、

リ リース ノ ー ト フ ァ イル （release.txt） を参照し て く だ さい。 
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1 ハードウェアの取り付け

本章では、 ハー ド ウ ェ アおよびソ フ ト ウ ェ ア要件、 安全上の注意、 取り付け前チ ェ ッ ク
リ ス ト 、 PCIe スロ ッ ト に関する考慮事項、 ならびにアダプ ターの取り付けと アダプ

ターのネ ッ ト ワークへの接続について説明し ます。

ハードウェアおよびソフトウェア要件
アダプ ターを取り付ける前に、 システムが次のハー ド ウ ェ アおよびソ フ ト ウ ェ ア要件を
満た し ている こ と を確認し て下さい。

 ハードウェア： 

 QLE2660-DEL、 QLE2662-DEL、 QLE2690-DEL、 QLE2690L-DEL、

QLE2692-DEL、 および QLE2692L-DEL アダプ ターポー ト と スロ ッ ト の

割り当てについては、 お使いの Dell PowerEdge サーバーの 『ハー ド ウ ェ

アオーナーズマニュアル』 にある 「拡張カー ド」 の項を参照し て く だ さい。

 QME2662-DEL アダプ ターポー ト と スロ ッ ト の割り当てについては、『Dell 
PowerEdge M1000e システム構成ガイ ド』 にあるブレー ド および 
M1000e シャーシの図を参照し て く だ さい。

 ソフトウェア：サポー ト されているオペレーテ ィ ングシステム、 フ ァームウ ェ ア

バージ ョ ン、 アダプ ター ド ラ イバ、 およびユーテ ィ リ テ ィ については、 製品のリ
リース ノ ー ト を参照し て下さい。

安全上の注意

安全のため、 次の注意事項に従って く だ さい。

 手や手首に着けている金属製品または装飾品等をすべて外し て下さい。 

 絶縁されている、 または非導電性の工具のみを使用し て下さい。

 内部のコ ンポーネン ト に触れる前に、 システムの電源がオフになってお り、 コ ン

セン ト から電源ケーブルが抜かれている こ と を確認し て下さい。

! 警告

このアダプ ターは、 死亡事故につながる恐れのある電圧で動作するシステム内に
取り付けられています。 ご自身の安全を守り、 システムコ ンポーネン ト への損傷
を防ぐため、 システムのケースを開ける前に次の注意事項に従っ て く だ さい。
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 アダプ ターの取り付けまたは取り外しは、 静電気が発生し ない環境で行って下さ

い。 適切にアース された リ ス ト ス ト ラ ッ プまたは他の個人用静電防止機器、 およ
び静電マ ッ ト のご使用を強 く お勧めし ます。

取り付け前チェックリスト
1. お使いのシステムのハー ド ウ ェ ア と システムが 1 ページの 「ハー ド ウ ェ アおよび

ソ フ ト ウ ェ ア要件」 に リ ス ト されているハー ド ウ ェ アおよびソ フ ト ウ ェ アの要件を

満た し ている こ と を確認し て下さい。 

2. お使いのシステムが最新の BIOS を使用し ている こ と を確認し て く だ さい。

3. アダプ ターを目で見て、 損傷がないかチ ェ ッ ク し ます。 損傷し たアダプ ターは取
り付けないで く だ さい。

PCIe バススロットに関する考慮事項
アダプ ターを取り付ける PCIe バススロ ッ ト のサイズは、 速度スループ ッ ト に影響を与

えます。 表 1-1 は、 各バススロ ッ ト サイズに対するおおよその速度スループ ッ ト のリ ス

ト です。

メモ

アダプ ターソ フ ト ウ ェ アをデ ィ スク または Dell サポー ト ウ ェ ブサイ ト

（http://support.dell.com） から入手し た場合は、 アダプ ター ド ラ イバフ ァ

イルへのパスを確認し て下さい。

表 1-1. バススロットサイズごとのおおよその速度スループット

スロット
サイズ

PCIe 世代（速度）スループット

PCIe Gen1 （2.5 GT/s） PCIe 2.0（5 GT/s） PCIe 3.0（8 GT/s）

x8 
スロ ッ ト

～ 20GFC （2.58） ～ 40GFC （58） ～ 64GFC （88）

x16 
スロ ッ ト

～ 40GFC （2.516） ～ 80GFC （516） ～ 128GFC （816）

x32 
スロ ッ ト

～ 80GFC （2.532） ～ 160GFC 
（532）

～ 256GFC （832）

http://support.dell.com


1- ハー ド ウ ェ アの取り付け

アダプ ターの取り付け

3 CU0354604-04  L

表 1-2 は、 ラ イ ンレー ト を達成するために必要なスループ ッ ト のリ ス ト です。

アダプターの取り付け
お使いのアダプ ターのモデル番号に対応する手順に従っ て下さい。

QLE2660-DEL、 QLE2662-DEL、 QLE2690-DEL、 QLE2690L-DEL、
QLE2692-DEL、 および QLE2692L-DEL

QLE26xx-DEL および QLE26xxL-DEL アダプターの取り付けには、次の手順を実行

します。

1. コ ンピ ュータおよび接続し ているモニ タ、 プ リ ン タ、 および外部コ ンポーネン ト
等のデバイスの電源を切って下さい。 

2. 電源ケーブルを外し ます。 

3. コ ンピ ュータのカバーを取り外し、 空いている PCIe バススロ ッ ト を見つけます。

バススロ ッ ト の選択についての詳細に関し ては、 2 ページの 「PCIe バススロ ッ ト

に関する考慮事項」 を参照し て く だ さい。

4. スロ ッ ト カバーを引き出し ます （存在する場合）。 

5. アダプ ターの上部を持ち、 適切なスロ ッ ト にし っかり取り付けます。 

6. アダプ ターの固定ブ ラケ ッ ト を付け直し ます。 

7. コ ンピ ュータのカバーを閉じ ます。 

8. フ ァ イバーチャネルのケーブルをアダプ ターに差し込みます。 

9. 電源ケーブルを差し込み、 コ ンピ ュータの電源を入れます。 

詳細については、 お使いの Dell PowerEdge サーバーの 『Hardware Owner’s 
Manual』 （ハー ド ウ ェ アオーナーズマニュアル） を参照し て下さい。 

表 1-2. ラインレートを達成するためのスループット要件

16G FC 
ポートの数

モデル番号
ラインレートを達成する

ための PCIe 
スループット要件

最小 PCIe Gen および
スロット構成

1
QLE2660_DEL、
QLE2690-DEL、
QLE2690L-DEL

16GFC （116GFC）
PCIe 2.0 x8 以上

PCIe 3.0 x8 以上

2
QLE2662-DEL、
QLE2692-DEL、
QLE2692L-DEL

32GFC （216GFC）
PCIe 2.0 x8 以上

PCIe 3.0 x8 以上
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QME2662-DEL
取り付け手順については、 以下のリ ン クにある 『Dell PowerEdge Modular Systems 
Hardware Owner’s Manual』 （Dell PowerEdge モジュ ラーシステムハー ド ウ ェ アオー

ナーズマニュアル） で 「I/O モジュールメザニン カー ド 」 および 「 I/O モジュールの取

り付けのためのガイ ド ラ イ ン」 の各項を参照し て く だ さい ：

ftp://ftp.dell.com/Manuals/all-products/esuprt_ser_stor_net/esuprt_poweredge/
poweredge-m610x_Owner%27s%20Manual_en-us.pdf

SAN への接続
お使いのアダプ ターのモデル番号に対応する手順に従っ て下さい。

QLE2660-DEL、 QLE2662-DEL、 QLE2690-DEL、 QLE2690L-DEL、
QLE2692-DEL、 および QLE2692L-DEL
SAN に接続するには、 お使いの Dell PowerEdge サーバーの 『ハー ド ウ ェ アオーナー

ズマニュアル』 を参照し て下さい。

QME2662-DEL
SAN に接続するには、 以下のリ ン クにある 『Dell PowerEdge Modular Systems 
Hardware Owner’s Manual』 （Dell PowerEdge モジュ ラーシステムハー ド ウ ェ ア

オーナーズマニュアル） で 「I/O モジュールの取り付けのためのガイ ド ラ イ ン」 の項を

参照し て く だ さ い ： 

ftp://ftp.dell.com/Manuals/all-products/esuprt_ser_stor_net/esuprt_poweredge/
poweredge-m610x_Owner%27s%20Manual_en-us.pdf

ftp://ftp.dell.com/Manuals/all-products/esuprt_ser_stor_net/esuprt_poweredge/poweredge-m610x_Owner%27s%20Manual_en-us.pdf
ftp://ftp.dell.com/Manuals/all-products/esuprt_ser_stor_net/esuprt_poweredge/poweredge-m610x_Owner%27s%20Manual_en-us.pdf
ftp://ftp.dell.com/Manuals/all-products/esuprt_ser_stor_net/esuprt_poweredge/poweredge-m610x_Owner%27s%20Manual_en-us.pdf
ftp://ftp.dell.com/Manuals/all-products/esuprt_ser_stor_net/esuprt_poweredge/poweredge-m610x_Owner%27s%20Manual_en-us.pdf
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2 ドライバのインストールと設定

本章では、 本アダプ ターに含まれる ド ラ イバについて次の情報を記載し ています。

 6 ページの 「Windows ド ラ イバのイ ンス ト ールと設定」

 13 ページの 「Linux ド ラ イバのイ ンス ト ールと設定」

 17 ページの 「VMware ド ラ イバのイ ンス ト ールと設定」

メモ

複数のアダプ ターのフ ラ ッ シュ メ モ リ を同時にア ッ プデー ト する必要がある場合 ：

 QConvergeConsole GUI に関し ては、 『QConvergeConsole Help』 にある

ト ピ ッ ク、 「フ ラ ッ シュア ッ プデー ト ウ ィ ザー ド を使用し たフ ラ ッ シュのア ッ
プデー ト 」 を参照し て く だ さい。

 QConvergeConsole CLI に関し ては、 -flashsupport コ マン ド を発行し

て、 指定されたフ ァ イルにサポー ト されているすべてのカー ド でフ ラ ッ シュ メ
モ リ をア ッ プデー ト し ます。 例 ：
qaucli -pr nic -flashsupport -i ALL -a p3p11179.bin

メモ

QConvergeConsole エージ ェ ン ト がある Windows または Linux でフ ァーム

ウ ェ アを無効にする と （例えばフ ァームウ ェ アダンプまたはフ ァームウ ェ アア ッ
プデー ト 中）、 複数のアプ リ ケーシ ョ ン メ ッ セージが生成されます。 このメ ッ セー
ジは、 フ ァームウ ェ アが無効にされている間はアプ リ ケーシ ョ ンがアダプ ターと
通信できないために生成されます。 フ ァームウ ェ アを再度有効にする と、 エ ラー
は消えます。
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Windows ドライバのインストールと設定

ソ フ ト ウ ェ アまたはド ラ イバの Dell Update Package （DUP） は、 次の 2 通りの方法

で実行する こ とができます。

 GUI での Dell Update Package の実行

 コ マン ド ラ イ ンからの Dell Update Package の実行

GUI での Dell Update Package の実行
作業を始める前に、 『Dell Update Packages Version xx.xx.xxx User’s Guide』 の

「Prerequisites and Features for Systems Running Windows」 （Windows を実行す

るシステムのための前提条件および機能） の項を参照し て く だ さい。

DUP を GUI で実行するには、次の手順を実行します。

1. DUP フ ァ イルのアイ コ ンをダブルク リ ッ ク し ます。 

メモ

2600 Series Adapter を使用し て Windows Server 2008 R2/SP1 または 
Windows Server 2012 環境内のス ト レージから起動する場合、 アダプ ター ド ラ

イバの初回ロー ド時に、 お使いのアダプ ターがス ト レージ ターゲ ッ ト および LAN 
を認識し ない場合があ り ます。 アダプ ターにス ト レージ と  LUN を認識させるに

は、 アダプ ター ド ラ イバを も う一度ロー ド する必要があ り ます。

メモ

DUP の実際のフ ァ イル名は異なる場合があ り ます。
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2. Dell Update Package ウ ィ ン ド ウ （図 2-1） で、 Install （イ ンス ト ール） を ク

リ ッ ク し ます。

図 2-1. Dell Update Package ウィンドウ

3. QLogic Super Installer—InstallShield® ウ ィ ザー ドの Welcome （よ う こそ）

（図 2-2） ウ ィ ン ド ウで、 Next （次へ） を ク リ ッ ク し ます。

図 2-2. QLogic InstallShield ウィザード： ようこそウィンドウ
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4. ウ ィ ザー ドの License Agreement （使用許諾契約書） ウ ィ ン ド ウ （8 ページの

図 2-3） で、 次の手順を実行し ます。

a. QLogic End User Software License Agreement （QLogic ソ フ ト ウ ェ ア

エン ド ユーザー使用許諾契約書） を読みます。

b. 続行するには、 I accept the terms in the license agreement （使用許

諾契約に同意し ます） を選択し ます。

c. Next （次へ） を ク リ ッ ク し ます。

図 2-3. QLogic InstallShield ウィザード： 使用許諾契約書ウィンドウ

5. ウ ィ ザー ドの Setup Type （セ ッ ト ア ッ プ タ イプ） ウ ィ ン ド ウ （図 2-4） を次のよ

う に完了し ます。

a. 次のセ ッ ト ア ッ プ タ イプのいずれか 1 つを選し て く だ さい。

 Complete （完全） を ク リ ッ ク し て、 すべてのプログラム機能を イ ン

ス ト ールし ます。 

 Custom （カス タム） を ク リ ッ ク し て、 イ ンス ト ールする機能を手動

で選択し ます。

b. 続行するには、 Next （次へ） を ク リ ッ ク し ます。 
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Complete （完全） を選択し た場合は、 直接ステ ッ プ 6 b に進みます。 

図 2-4. InstallShield ウィザード： セットアップタイプウィンドウ

6. ステ ッ プ 5 で Custom （カス タム） を選択し た場合は、 Custom Setup （カス タ

ムセ ッ ト ア ッ プ） ウ ィ ン ド ウ （10 ページの図 2-5） を次のよ う に完了し ます。

a. イ ンス ト ールする機能を選択し ます。 すべての機能がデフ ォル ト で選択され
ています。 機能のイ ンス ト ール設定を変更するには、 その横にあるアイ コ ン
を ク リ ッ ク し てから次のいずれかのオプシ ョ ンを選択し ます。

 This feature will be installed on the local hard drive （この機能

がローカルハー ド ド ラ イブにイ ンス ト ールされます） — この設定は、

機能のどのサブ機能にも影響する こ と な く 、 機能を イ ンス ト ール用に
マーク付けし ます。

 This feature, and all subfeatures, will be installed on the 
local hard drive （この機能とすべてのサブ機能がローカルハー ド ド

ラ イブにイ ンス ト ールされます） — この設定は、 機能と そのサブ機能

すべてを イ ンス ト ール用にマーク付けし ます。

 This feature will not be available （この機能は使用不可にな り ま

す） — この設定では、 機能がイ ンス ト ールされません。
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b. Next （次へ） を ク リ ッ ク し て続行し ます。

図 2-5. InstallShield ウィザード： カスタムセットアップウィンドウ

7. InstallShield ウ ィ ザー ドの Ready To Install （イ ンス ト ールの準備ができま し た）

ウ ィ ン ド ウ （図 2-6） で、 Install （イ ンス ト ール） を ク リ ッ ク し ます。

図 2-6. InstallShield ウィザード： プログラムのインストールの準備ができましたウィンドウ
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InstallShield ウ ィ ザー ドが QLogic Adapter ド ラ イバと  Management Software 
Installer を イ ンス ト ールし ます。

8. イ ンス ト ールが完了する と、 InstallShield Wizard Completed （InstallShield 
ウ ィ ザー ド完了） ウ ィ ン ド ウ （図 2-7） が表示されます。 Finish （終了） を ク

リ ッ ク し てイ ンス ト ーラ を終了し ます。

図 2-7. InstallShield ウィザード： 完了ウィンドウ

9. Dell Update Package （DUP） ウ ィ ン ド ウ （12 ページの図 2-8） にイ ンス ト ー

ルが正常に行われたこ と を示す 「Complete」 （完了） が表示されます。 

 （オプシ ョ ン） ログフ ァ イルを開 く には、 View Log （ログの表示） を ク

リ ッ ク し ます。 ログフ ァ イルに、 DUP のイ ンス ト ールの進行状況、 以前に

イ ンス ト ール済みのバージ ョ ン、 エ ラー メ ッ セージ、 およびイ ンス ト ールに
関するその他の情報が表示されます。

 Update Package ウ ィ ン ド ウを閉じ るには、 OK を ク リ ッ ク し ます。



2- ド ラ イバのイ ンス ト ールと設定

Windows ド ラ イバのイ ンス ト ールと設定

12 CU0354604-04  L

図 2-8. Dell Update Package ウィンドウ

コマンドラインからの Dell Update Package の実行
Windows を実行するシステムの CLI オプシ ョ ンのリ ス ト 、 各オプシ ョ ンの説明、 コ マ

ン ドの構文については、 『Dell Update Packages Version xx.xx.xxx User’s Guide』 の

「Windows CLI Options」 （Windows CLI オプシ ョ ン） の項を参照し て く だ さい。

コ マン ド ラ イ ンからの DUP 実行は、 オプシ ョ ンが指定されていない状態では DUP の
アイ コ ンをダブルク リ ッ ク し た場合と同様に動作し ます。 

コ マン ド ラ イ ンから  DUP を実行する

C:\><DUP_file_name>.EXE

次のコ マン ドは、 Dell Update Package のイ ンス ト ール動作を カス タ マイズするための

オプシ ョ ンを指定する構文を示し ています。

<DUP_file_name>.exe [/<option1>[=<value1>]] [/<option2>[=<value2>]]...

ガイ ド付き イ ンス ト ール、 ア ッ プデー ト 、 または抽出のための GUI を表示するには、 オ

プシ ョ ンを使用し ないで く だ さい。

例

システムをサイ レン ト にア ッ プデー ト する ：

<DUP_file_name>.exe /s

ア ッ プデー ト の内容を C:\mydir\  デ ィ レ ク ト リ に抽出する ：

<DUP_file_name>.exe /s /e=C:\mydir

メモ

DUP の実際のフ ァ イル名は異なる場合があ り ます。
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ド ラ イバコ ンポーネン ト を C:\mydir\  デ ィ レ ク ト リ に抽出する ：

<DUP_file_name>.exe /s /drivers=C:\mydir

ド ラ イバコ ンポーネン ト のみを イ ンス ト ールする ：

<DUP_file_name>.exe /s /driveronly

デフ ォル ト のログの場所を C:\my path with spaces\log.txt に変更する ：

<DUP_file_name>.exe /l="C:\my path with spaces\log.txt"

Linux ドライバのインストールと設定
本項では、 Linux システムに ド ラ イバを イ ンス ト ールするための次の手順について説明

し ます。

 イ ンス ト ールの概要

 Linux フ ァ イバーチャネルド ラ イバのイ ンス ト ール

インストールの概要
Linux システムにアダプ ター ド ラ イバを イ ンス ト ールし て設定するには、 パッ ケージに

含まれている ド ラ イバリ リース ノ ー ト 、 Readme、 およびイ ンス ト ール指示を参照し て

く だ さい。 

Linux ファイバーチャネルドライバのインストール
本項では、 次のオペレーテ ィ ングシステム用の Linux  フ ァ イバチャネルド ラ イバを イ ン

ス ト ールする手順を説明し ます。

 RHEL 6.x および 7.x ド ラ イバの構築

メモ

Red Hat Package Manager （RPM） を イ ンス ト ールするには、 root ユーザーと

し て次のコマン ド を発行し ます。

# rpm -Uvh <rpm name>

例 ：

# rpm -Uvh qla2xxx-kmp-default-
<driver-version_kernel-version>-<release>.x86_64.rpm

RPM をアン イ ンス ト ールするには、 root ユーザーと し て次のコ マン ド を発行し

ます。

# rpm -e <rpm>

例 ：

# rpm -e qla2xxx-kmp-default-
<driver-version_kernel-version>-<release> 
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 SLES 11 用のド ラ イバの構築

 SLES 12 用のド ラ イバの構築

RHEL 6.x および 7.x ドライバの構築

1. ソース ド ラ イバフ ァ イルを含むデ ィ レ ク ト リ、
qla2xxx-src-vx.xx.xx.xx.06.x-k.tar.gz から、 お使いの Linux バー

ジ ョ ンに適切な コマン ド を発行し ます。

RHEL 6.x

# tar -xzvf qla2xxx-src-vx.xx.xx.xx.06.x-k.tar.gz

# cd qla2xxx-src-vx.xx.xx.xx.06.x-k

RHEL 7.x

# tar -xzvf qla2xxx-src-vx.xx.xx.xx.07.x-k.tar.gz

# cd qla2xxx-src-vx.xx.xx.xx.07.x-k

2. 次のよ う に build.sh スク リ プ ト を実行し て、 ソースコー ドから ド ラ イバモ

ジュールを構築し てイ ンス ト ールし ます。 

# ./extras/build.sh install

build.sh スク リ プ ト によ って行われる処理は次のとお り です。

 ド ラ イバの .ko フ ァ イルを構築する。 

 .ko フ ァ イルを適切な /lib/modules/<kernel 
version>/extra/qlgc-qla2xxx デ ィ レ ク ト リ にコ ピーする。 

 適切なデ ィ レ ク テ ィ ブを modprobe.conf に追加する （該当する場合）。

3. （オプシ ョ ン） 手動で ド ラ イバをロー ド するには、 insmod または modprobe コ
マン ド を発行し ます。 

 ローカルビルド デ ィ レ ク ト リから直接ド ラ イバをロー ド するには、 次の

insmod コ マン ド を順序どお り に発行し ます。

# modprobe scsi_tgt.ko （まだロー ド し ていない場合）

# modprobe scsi_transport_fc.ko
# insmod qla2xxx.ko

メモ

オプシ ョ ンで、 この手順のステ ッ プ 3 と ステ ッ プ 4 の一方または両方を実

行する こ とができます。
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 modprobe を使用し て ド ラ イバをロー ド するには、 次のコ マン ド を発行し

ます。

# modprobe -v qla2xxx

 modprobe を使用し て ド ラ イバをアンロー ド するには、 次のコ マン ド を発

行し ます。

# modprobe -r qla2xxx

4. （オプシ ョ ン） システムが起動するたびに ド ラ イバを自動でロー ド するには、 ド ラ
イバを含めるよ う  RAM デ ィ スク を次のよ う に再構築し ます。 

a. 次のコ マン ド を発行し て RAMDISK イ メ ージのバッ クア ッ プを作成し ます。 

# cd /boot
# cp initramfs-[kernel version].img initramfs-[kernel 
version].img.bak

b. 次のコ マン ド を発行し て、 新しい RAMDISK を作成し ます。 

# dracut -f

c. ド ラ イバをロー ド するには、 ホス ト を再起動し ます。 

SLES 11 用のドライバの構築

1. ソース ド ラ イバフ ァ イル、 qla2xxx-src-vx.xx.xx.xx.11.x-k.tgz を含

むデ ィ レ ク ト リから、 次のコ マン ド を発行し ます。

# tar -xzvf qla2xxx-src-vx.xx.xx.xx.11.x-k.tgz

# cd qla2xxx-x.xx.xx.xx.xx.xx-k4

こ こ で、 x.xx.xx.xx.xx.xx は該当するバージ ョ ン番号です。

2. 次のよ う に build.sh スク リ プ ト を実行し、 ソース コー ドから ド ラ イバモジュー

ルを構築し てイ ンス ト ールし ます。 

# ./extras/build.sh install

build.sh スク リ プ ト によ って行われる処理は次のとお り です。

 ド ラ イバの .ko フ ァ イルを構築する。 

 .ko フ ァ イルを該当する /lib/modules/3.x.../updates デ ィ レ ク

ト リ にコ ピーする。 

 適切なデ ィ レ ク テ ィ ブを modprobe.conf フ ァ イルに追加する （該当する

場合）。 

メモ

オプシ ョ ンで、 この手順のステ ッ プ 3 と ステ ッ プ 4 の一方または両方を実

行する こ とができます。



2- ド ラ イバのイ ンス ト ールと設定

Linux ド ラ イバのイ ンス ト ールと設定

16 CU0354604-04  L

3. （オプシ ョ ン） 手動で Linux 用の ド ラ イバをロー ド し ます。 

 /etc/modprobe.d/unsupported_modules フ ァ イルを編集し て、

次の変更を行います。 

allow_unsupported_modules 1 （ 0 を 1 に置き換える）

 modprobe を使用し て ド ラ イバをロー ド するには、 次のコ マン ド を発行し

ます。 

# modprobe -v qla2xxx

 modprobe を使用し て ド ラ イバをアンロー ド するには、 次のコマン ド を発

行し ます。

# modprobe -r qla2xxx

4. （オプシ ョ ン） ド ラ イバを含めるよ う に RAM デ ィ スク を再構築する こ とによ っ て

新しい ド ラ イバを自動的にロー ド し ます。 

次のコ マン ド を発行し て現行の RAMDISK のコ ピーを作成し ます。 

# cd /boot

# cp initrd-[kernel version].img initrd-[kernel 
version].img.bak

# mkinitrd

5. ド ラ イバをロー ド するには、 ホス ト を再起動し ます。 

SLES 12 用のドライバの構築

1. ソース ド ラ イバフ ァ イル、 qla2xxx-src-vx.xx.xx.xx.12.x-k.tgz を含

むデ ィ レ ク ト リから、 次のコ マン ド を発行し ます。

# tar -xzvf qla2xxx-src-vx.xx.xx.xx.12.x-k.tgz

# cd qla2xxx-x.xx.xx.xx.xx.xx-k4

こ こ で、 x.xx.xx.xx.xx.xx は該当するバージ ョ ン番号です。

2. 次のよ う に build.sh スク リ プ ト を実行し、 ソース コー ドから ド ラ イバモジュー

ルを構築し てイ ンス ト ールし ます。 

# ./extras/build.sh install

build.sh スク リ プ ト によ って行われる処理は次のとお り です。

 ド ラ イバの .ko フ ァ イルを構築する。 

メモ

サーバーハー ド ウ ェ アによ っ ては、 RAMDISK フ ァ イル名が異なる場合が

あ り ます。
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 .ko フ ァ イルを該当する /lib/modules/3.x.../updates デ ィ レ ク

ト リ にコ ピーする。 

 適切なデ ィ レ ク テ ィ ブを modprobe.conf フ ァ イルに追加する （該当する

場合）。 

3. （オプシ ョ ン） 手動で Linux 用の ド ラ イバをロー ド し ます。 

 /etc/modprobe.d/unsupported_modules フ ァ イルを編集し て、

次の変更を行います。 

allow_unsupported_modules 1 （ 0 を 1 に置き換える）

 modprobe を使用し て ド ラ イバをロー ド するには、 次のコ マン ド を発行し

ます。 

# modprobe -v qla2xxx

 modprobe を使用し て ド ラ イバをアンロー ド するには、 次のコマン ド を発

行し ます。

# modprobe -r qla2xxx

4. （オプシ ョ ン） システムが起動するたびに ド ラ イバを自動でロー ド するには、 ド ラ
イバを含めるよ う  RAM デ ィ スク を次のよ う に再構築し ます。 

a. 次のコ マン ド を発行し て RAMDISK イ メ ージのバッ クア ッ プを作成し ます。 

# cd /boot

# cp initramfs-[kernel version].img initramfs-[kernel 
version].img.bak

b. 次のコ マン ド を発行し て、 新しい RAMDISK を作成し ます。

# dracut -f

5. ド ラ イバをロー ド するには、 ホス ト を再起動し ます。 

VMware ドライバのインストールと設定
本項では、 VMware システムシステムに ド ラ イバを イ ンス ト ールするための次の手順に

ついて説明し ます。

 イ ンス ト ールの概要

 ESXi 6.5 および 6.0 U2 フ ァ イバチャネルド ラ イバのイ ンス ト ール

メモ

オプシ ョ ンで、 この手順のステ ッ プ 3 と ステ ッ プ 4 の一方または両方を実

行する こ とができます。
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 QConvergeConsole VMware vCenter Server Plug-in のイ ンス ト ール

 QConvergeConsole VMware vSphere Web Client Plug-in のイ ンス ト ール

インストールの概要
VMware システムにおけるアダプ ター ド ラ イバのイ ンス ト ールおよび設定手順について

は、 パッ ケージに同梱されている ド ラ イバのリ リース ノ ー ト および readme フ ァ イルを

参照し て く だ さい。

ESXi 6.5 および 6.0 U2 ファイバチャネルドライバのインス
トール

オペレーテ ィ ングシステムがド ラ イバのイ ンス ト ールプロセスを管理し、 コ ン ト ロール
し ます。 ESXi ド ラ イバを イ ンス ト ールするには、 本項の手順に従っ て く だ さい。 

本項では以下の手順を説明し ます。 

 18 ページの 「esxcli を使用し た既存 ESXi 6.5 または 6.0 U2/U3 イ ンス ト ール用

の既存ド ラ イバのア ッ プデー ト または新規ド ラ イバのイ ンス ト ール」

 19 ページの 「イ ンス ト ールされた ド ラ イバのバージ ョ ンの確認」

esxcli を使用した既存 ESXi 6.5 または 6.0 U2/U3 インストール用の既存ドライバのアップ
デートまたは新規ドライバのインストール

ドライババンドル（<offline-bundle>.zip）を使用するには、次の手順を実行します。

1. ド ラ イババン ドル （<offline-bundle>.zip） を ESXi ホス ト にコ ピーし ます。

2. 次の手順で、 ド ラ イババン ド ル （<offline-bundle>.zip） を イ ンス ト ール

し ます。

a. 一時デ ィ レ ク ト リ を作成するには、 次のコ マン ド を発行し ます。 

mkdir /install

cd /install

b. 一時デ ィ レ ク ト リ に ド ラ イババン ド ルを解凍し ます。

/install : unzip <offline-bundle>.zip

c. 次のコ マン ド を発行し ます。

esxcli software vib install -n qlnativefc -d /install

メモ

本項では、 ド ラ イバを インス ト ールおよびア ッ プデー ト するための最も一般的な方
法について説明し ます。 その他のインス ト ール手順については、 オペレーテ ィ ング
システムのマニュアルおよび ド ラ イバの Readme フ ァ イルを参照し て く ださい。
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ドライバ VIB を使用するには、次の手順を実行します。

1. 次のコ マン ド を発行し、 ド ラ イバ VIB を この ESXi ホス ト にコ ピーし ます。

qlnativefc-<driver-version>-1OEM.<esx-build>.x86_64.vib

2. 次の esxcli コ マン ド を使用し て、 ド ラ イバ VIB を イ ンス ト ールし ます。

a. 一時デ ィ レ ク ト リ を作成するには、 次のコ マン ド を発行し ます。 

mkdir /install

cd /install

b. 次のコ マン ド を発行し ます。 

esxcli software vib install -v /install/<driver-vib>

インストールされたドライバのバージョンの確認

システムにイ ンス ト ールされたパッ ケージを確認するには、 次のコ マン ド を発行し ます。

esxcli software vib list | grep qlnativefc

ド ラ イババージ ョ ンは VIB バージ ョ ンに埋め込まれています。

例えば、 出力内容は、 次のよ う にな り ます。 

# esxcli software vib list | grep qlnativefc

qlnativefc                     2.1.50.0-1OEM.600.0.0.2768847         
QLogic  VMwareCertified   2017-01-19

QConvergeConsole VMware vCenter Server Plug-in のインス
トール

QConvergeConsole VMware vCenter Server Plug-in を使用するには、 次のソ フ ト

ウ ェ アを この順序でイ ンス ト ールし ます。

1. QConvergeConsole VMware vCenter Server Plug-in vCenter Server に

2. ESXi サーバーに QLogic Adapter CIM Provider

以下の項では、 必要なソ フ ト ウ ェ アを イ ンス ト ールおよびアン イ ンス ト ールする方法を
説明し ます。

 20 ページの 「イ ンス ト ールパッ ケージの内容」

 20 ページの 「QConvergeConsole VMware vCenter Server Plug-in のイ ンス

ト ール」

 25 ページの 「手動イ ンス ト ールし たプ ラグイ ンの登録解除」

 26 ページの 「QConvergeConsole VMware vCenter Server Plug-in のアン イ ン

ス ト ール」
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 26 ページの 「QLogic Adapter CIM Provider のイ ンス ト ール」

 29 ページの 「QLogic Adapter CIM Provider のアン イ ンス ト ール」

プ ラグイ ンのイ ンス ト ールについての情報は、 20 ページの 「QConvergeConsole 
VMware vCenter Server Plug-in のイ ンス ト ール」 を参照し て く だ さい。

インストールパッケージの内容

QLogic Adapter CIM Provider および QConvergeConsole VMware vCenter Server 
Plug-in パッ ケージの最新バージ ョ ンには、 Plug-in と  CIM Provider の両方のイ ンス

ト ールに必要なフ ァ イルが含まれています。 必須フ ィ ールド には次が含まれます
（x_x_x はバージ ョ ン番号を表し ます）。

 QLogic_Adapter_VI_Plugin_x_x_x.exe — このフ ァ イルは 
QConvergeConsole VMware vCenter Server Plug-in のイ ンス ト ールパッ ケー

ジです。

 qlogic_adapter_provider_vmware_esx55_60-x.x.x — このフ ァ イ

ルには ESXi 6.0 U2/U3 用の QLogic Adapter CIM Provider イ ンス ト ールパッ

ケージが含まれてお り  、 x.x.x は CIM Provider のバージ ョ ンです。

 qlogic_adapter_provider_vmware_esx65-x.x.x — このフ ァ イルに

は ESXi 6.5 および ESXi 6.5 U1 用の QLogic Adapter CIM Provider イ ンス

ト ールパッ ケージが含まれてお り、 x.x.x  は CIM Provider のバージ ョ ンです。

 readme.txt — このフ ァ イルは Readme 文書で、 ハー ド ウ ェ アおよびソ フ ト

ウ ェ アの要件、 オペレーテ ィ ングシステムサポー ト 、 サポー ト されている機能、
イ ンス ト ールと削除手順、 既知の問題と回避策、 およびサポー ト の問い合わせ先
情報が含まれています。

 release_notes.txt — このフ ァ イルはリ リース ノ ー ト 文書で、 変更、 修正、

既知の問題、 およびリ リースの詳細が記載されています。

QConvergeConsole VMware vCenter Server Plug-in のイ ンス ト ールの詳細について

は、 20 ページの 「QConvergeConsole VMware vCenter Server Plug-in のイ ンス

ト ール」 を参照し て く だ さい。 

CIM Provider のイ ンス ト ールの詳細については、 26 ページの 「QLogic Adapter CIM 
Provider のイ ンス ト ール」 を参照し て く だ さい。

QConvergeConsole VMware vCenter Server Plug-in のインストール

QConvergeConsole VMware vCenter Server Plug-in をインストールするには、次の

手順を実行します。

1. QLogic_Adapter_VI_Plugin_x_x_x.exe フ ァ イルをダウンロー ド し ます

（x_x_x はバージ ョ ン番号）。 

2. .exe フ ァ イルをダブルク リ ッ クするか、 .exe フ ァ イルの名前を Run （フ ァ イ

ル名を指定し て実行） ウ ィ ン ド ウに入力するか、 または Browse （参照） を ク

リ ッ ク し て .exe フ ァ イルを見つけ、 イ ンス ト ールを開始し ます。
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図 2-9 に示す InstallAnywhere 
ウ ィ ザー ドが開きます。

図 2-9. InstallAnywhere 初期ウィンドウ

3. QLogic Adapter VI プ ラグイ ンウ ィ ザー ド の Introduction （概要） ウ ィ ン ド ウ

（図 2-10 参照） で、 Next （次へ） を ク リ ッ ク し ます。

図 2-10. QLogic Adapter VI プラグインウィザード： 概要
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ウ ィ ザー ド でプ ラグイ ンが登録されるまで待ちます （図 2-11 を参照）。

図 2-11. QLogic Adapter VI プラグインウィザード： プラグインの設定

4. イ ンス ト ール先のデ ィ レ ク ト リ を選択し て Install （イ ンス ト ール） を ク リ ッ ク し

ます （図 2-12 を参照）。

図 2-12. QLogic Adapter VI プラグインウィザード： インストール先フォルダの選択
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ウ ィ ザー ド でイ ンス ト ールが実行されるのを待ちます （図 2-13 を参照）。

図 2-13. QLogic Adapter VI プラグインウィザード： プラグインのインストール

5. 要求された情報をボ ッ クスに入力し て Next （次へ） を ク リ ッ ク し ます （図 2-14 
を参照）。

図 2-14. QLogic Adapter VI プラグインウィザード： ユーザー入力
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ウ ィ ザー ド でプ ラグイ ンの設定が終了するまで待ちます （図 2-15 を参照）。

図 2-15. QLogic Adapter VI プラグインウィザード： 設定進行中

6. Registration Result （登録結果） ウ ィ ン ド ウ （図 2-16） が表示されたら、

Finish （終了） を ク リ ッ ク し て終了し ます。

図 2-16. QLogic Adapter VI プラグインウィザード： 登録結果

 

 



2- ド ラ イバのイ ンス ト ールと設定

VMware ド ラ イバのイ ンス ト ールと設定

25 CU0354604-04  L

7. イ ンス ト ールが完了し たら、 TomcatTM サービスを次のとお り再起動し ます。

 VMware vCenter Server にプ ラグイ ンがイ ンス ト ールされている場合、

VMware Virtual Center Management Web サービスを再起動し ます。 

 vCenter Server 以外のサーバーにプ ラグイ ンがイ ンス ト ールされている場

合、 Apache Tomcat サービスを再起動し ます。

手動インストールしたプラグインの登録解除

QConvergeConsole VMware vCenter Server Plug-in を手動でイ ンス ト ールし た場

合、 プ ラグイ ンのイ ンス ト ールウ ィ ザー ド を実行する前に手動でアン イ ンス ト ールする
必要があ り ます。

VMware はプ ラグイ ン登録 （および登録解除） のための 2 種類のスク リ プ ト をを提供し

ています。

 PowerShell スク リ プ ト 用 ：

http://communities.vmware.com/docs/DOC-4521

 Perl® 用 ：

http://communities.vmware.com/docs/DOC-4530

スク リ プ ト を使用する前に、 VMware から該当する VI SDK をダウンロー ド する必要が

あ り ます。

 Perl VI SDK の場合、 vSphere SDK for Perl をダウンロー ド し ます。

http://www.vmware.com/support/developer/viperltoolkit/

 PowerShell の場合、 vSphere PowerCLI をダウンロー ド し ます。

http://communities.vmware.com/community/vmtn/vsphere/automationtools/
powercli

SDK をダウンロー ド し てイ ンス ト ールし、 スク リ プ ト を登録し た後、 VMware の手順

に従っ てプ ラグイ ンの登録を解除し ます。 例えば、 Perl の登録解除コ マン ドは次のとお

り です。

perl registerPlugin.pl --server="127.0.0.1" 
-username="administrator" --password="password" 
--key="com.qlogic.QLogicAdapterVIPlugIn" --action="remove"

vCenter Server にログイ ンするには、 administrator および password を正しい

情報に入れ替えます。
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QConvergeConsole VMware vCenter Server Plug-in のアンインストール

QConvergeConsole VMware vCenter Server Plug-in を削除するには、次の手順

を実行します。

1. Windows のコ ン ト ロールパネルで プログラムと機能 を選択し ます。

2. Add or Remove Programs （プログラムの追加と削除） ダイアログボ ッ ク スで、

QConvergeConsole VMware vCenter Server Plug-in を選択し て 
Change/Remove （変更と削除） を ク リ ッ ク し ます。

3. プ ラグイ ンを削除するには、 QConvergeConsole VMware vCenter Server 
Plug-in イ ンス ト ーラの手順に従います。

QLogic Adapter CIM Provider のインストール

本項では、 VMware ESXi 用の QLogic Adapter CIM Provider のイ ンス ト ール、 起動、

および削除方法について説明し ます。 複数の zip パッ ケージがあるため、 お使いの環境

（ESXi 6.5、 および ESXi 6.0 U2） に適し た zip パッ ケージを選択するよ う にし て く ださ

い。

初回インストール方法

CIM Provider の初回イ ンス ト ール方法は次のとお り です。

 オンライン ： 26 ページの 「ESXi 6.5 または 6.0 U2/U3 ホス ト への CIM プロバイ

ダのイ ンス ト ール」 を参照し て く だ さい。

 オフライン ： 27 ページの 「VMware Update Manager を使用し た既存の ESXi 
のイ ンス ト ール」 を参照し て く だ さい。

 リモート ： 28 ページの 「ESXi ホス ト への CIM Provider のリ モー ト イ ンス ト ー

ル」 を参照し て く だ さい。

ESXi 6.5 または 6.0 U2/U3 ホストへの CIM プロバイダのインストール

1. 次のフ ァ イルを ESXi 6.5 システムのルー ト デ ィ レ ク ト リ （/） にコ ピーし ます。

QLGC-ESX-5.5.0-qlogic-adapter-provider-x.x.xx.xxxxxxx-
offline_bundle-xxxxxxx.zip

メモ

VMware ESXi 向け QLogic Adapter CIM Provider は VIB フ ァ イルと し て生成

されています。 VIB には、 VMware ESXi にプロバイダを イ ンス ト ールするため

に必要なフ ァ イルとバイナ リの完全なセ ッ ト が含まれています。 フ ァ イル 
offline-bundle.zip には、 VMware ESXi にプロバイダを イ ンス ト ールす

るための VIB と必要な メ タデータが含まれています。



2- ド ラ イバのイ ンス ト ールと設定

VMware ド ラ イバのイ ンス ト ールと設定

27 CU0354604-04  L

2. 以下のよ う に esxcli コ マン ド を発行し ます。 

# cd /

# esxcli software acceptance set --level=CommunitySupported

# esxcli software vib install -d 

file://<offline bundle>.zip --maintenance-mode

3. 必要に応じ てシステムを再起動し ます。

VMware Update Manager を使用した既存の ESXi のインストール

既存の ESXi ホス ト には、 VMware Update Manager （VUM） を使用し てイ ンス ト ー

ルされた非同期ド ラ イバがあ り ます。 詳細については、 『vSphere Installation and 
Setup Guide』 （vSphere イ ンス ト ールおよびセ ッ ト ア ッ プガイ ド） にある 「Using 
vSphere ESXi Image Builder CLI」 （vSphere ESX/ESXi Image Builder CLI の使用）

を参照し て く だ さい。

http://www.vmware.com/support/pubs/vsphere-esxi-vcenter-server-pubs.html 

非同期ドライバをインストールするには、次の手順を実行します。

1. 非同期ド ラ イバの zip フ ァ イルを抽出し ます。

2. offline-bundle.zip フ ァ イル （1 つまたは複数） を見つけます。

3. vCenter サーバーで Home （ホーム） に移動し て、 Update Manager を選択し

ます。

4. Patch Repository （パッ チ リポジ ト リ） タ ブを ク リ ッ ク し ます。

5. ウ ィ ン ド ウ右上の Import Patches （パッ チのイ ンポー ト ） リ ン ク を ク リ ッ ク し

ます。

6. Finish （終了） を ク リ ッ ク し ます。

これで非同期ド ラ イバがパッ チ リ ポジ ト リ に追加されま し た。

7. ベースラ イ ン を作成し て ESXi ホス ト を修復し ます。 詳細については、 以下のリ ン ク

から 『Installing and Administering VMware vSphere Update Manager』
（VMware vSphere Update Manager のイ ンス ト ールと管理） を参照し て く だ さい。

http://www.vmware.com/support/pubs/vum_pubs.html

メモ

ESXi 6.0 U2/U3 ホス ト の場合は、 代わりのそのバージ ョ ンの .zip フ ァ イ

ルを選択し ます。

http://www.vmware.com/support/pubs/vsphere-esxi-vcenter-server-pubs.html?rct=j&q=vsphere%20installation%20and%20setup%20guide&source=web&cd=2&ved=0CEoQFjAB&url=http://www.vmware.com/go/support-pubs-vsphere&ei=X48qUNi7GOmoiQKwsIDwCQ&usg=AFQjCNGXtIiO0Z1fajLgAxEYdJ3VXGQBcA
http://www.vmware.com/support/pubs/vum_pubs.html
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ESXi ホストへの CIM Provider のリモートインストール

1. vSphere CLI パッ ケージがイ ンス ト ールされている、 または vSphere 
Management Assistant （vMA） がホス ト されているホス ト の任意の場所に 
offline-bundle.zip フ ァ イルを コ ピーし ます。

2. offline-bundle.zip フ ァ イルの場所に移動し ます。

3. オフ ラ イ ンバン ドルを イ ンス ト ールするには、 次のよ う に vihostupdate を発

行し ます。

# vihostupdate.pl <conn_options> --install --bundle 
offline-bundle.zip --nosigcheck

4. 画面上の指示に従い、 イ ンス ト ールを完了し ます。 ESXi システムの再起動が必要

になる場合があ り ます。

後続アップデートのインストール

以前の VIB のイ ンス ト ールの後に QLogic Adapter CIM Provider をア ッ プデー ト する

には、 29 ページの 「QLogic Adapter CIM Provider のアン イ ンス ト ール」 の手順に

従って既存の VIB を削除し ます。 VIB の削除が完了し た後、 26 ページの 「初回イ ンス

ト ール方法」 と同じ手順に従って新しい VIB を イ ンス ト ールし ます。

QLogic Adapter CIM Provider の起動 
システムの起動後、 ESXi システムの SFCB （Small Footprint CIM Broker） CIMOM
（CIM Object Manager） が自動的に起動し、 必要に応じ て QLogic Adapter CIM 
Provider をロー ド し ます。

CIM Provider が自動で起動し ない場合、 次のコ マン ド を発行し て SFCB CIMOM を手

動で停止、 起動、 または再起動できます。 

メモ

本手順を実行する前に、 リ モー ト  ESXi システムがメ ンテナンスモー ド になって

いる こ と を確認し て く だ さい。 vSphere Client を使用し て これを確認するには、

Inventory （資源管理情報） を選択し、 Host （ホス ト ） を選択し て、 Enter 
Maintenance Mode （メ ンテナンスモー ド に切り替える） を選択し ます。

メモ

vihostupdate コ マン ドの詳細については、 次のリ ン クにある 『vSphere 
Command-Line Interface Installation and Reference Guide』 （vSphere コ マ

ン ド ラ イ ン イ ン タ フ ェ ースのイ ンス ト ールおよび リ フ ァ レンスガイ ド） を参照し
て く だ さい。

http://www.vmware.com/pdf/vsphere4/r40/vsp_40_vcli.pdf

http://www.vmware.com/pdf/vsphere4/r40/vsp_40_vcli.pdf
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 SFCB CIMOM と  QLogic Adapter CIM Provider を停止する ： 

# /etc/init.d/sfcbd-watchdog stop

 SFCB CIMOM と  QLogic Adapter CIM Provider を起動する ： 

# /etc/init.d/sfcbd-watchdog start

 SFCB CIMOM と  QLogic Adapter CIM Provider を再起動する ： 

# /etc/init.d/sfcbd-watchdog restart

SFCB CIMOM を起動し た後、 QLogic Adapter CIM Provider から情報を ク エ リする

には CIM ク ラ イアン ト ユーテ ィ リ テ ィ を使用し ます。

QLogic Adapter CIM Provider のアンインストール

お使いのバージ ョ ンの VMware では、 QLogic Adapter CIM Provider をアン イ ンス

ト ールする こ とができます。 リ モー ト ホス ト 経由での QLogic Adapter CIM Provider 
の削除の詳細については、 QLogic Adapter CIM Provider and vCenter Plug-in for 
VMware ESX/ESXi Readme （VMware ESX/ESXi 向け QLogic アダプ タ  CIM プロ

バイダおよび vCenter Plug-in Readme） フ ァ イルを参照し て く だ さい。

ESXi 5.x ホストから CIM Provider をアンインストールするには、次の手順を実行します。

1. VIB リ ス ト を表示するには、 次のコ マン ド を発行し ます。

# esxcli software vib list

2. QLogic Adapter CIM Provider を削除するには、 次のコ マン ド を発行し ます。

# esxcli software vib remove --vibname qlogic-adapter-provider 
--maintenance-mode –f

リモートホストから CIM Provider をアンインストールするには、次の手順を実行します。

1. vSphere CLI パッ ケージがイ ンス ト ールされているか vMA がホス ト されている

ホス ト のコ ン ソールで、 既存プロバイダの Bulletin ID を照会し て見つけます。

# vihostupdate.pl <conn_options> --query

2. 次のコ マン ド を発行し て、 既存の VIB を削除し ます。

# vihostupdate.pl <conn_options> --remove --bulletin 
<bulletinID>

メモ

本手順を実行する前に、 ESXi システムがメ ンテナンスモー ド になっ ている こ と を

確認し て く だ さい。 vSphere Client を使用し てこれを確認するには、 Inventory
（資源管理情報） を選択し、 Host （ホス ト ） を選択し て、 Enter Maintenance 
Mode （メ ンテナンスモー ド に切り替える） を選択し ます。



2- ド ラ イバのイ ンス ト ールと設定

VMware ド ラ イバのイ ンス ト ールと設定

30 CU0354604-04  L

QConvergeConsole VMware vSphere Web Client Plug-in の
インストール

1. イ ンス ト ールに必要な情報を集めます。 これには次が含まれます。

 vCenter Server の IP ア ド レス

 vCenter Server 資格情報 （ユーザー名およびパスワー ド）

 QConvergeConsole VMware vSphere Web Client Plug-in をホス ト する

場所 （vCenter Server またはその他サーバー）

vCenter Server 以外で QConvergeConsole VMware vSphere Web 
Client Plug-in をホス ト し ている場合、 サーバーがサービス と し て Tomcat 
を実行し てお り、 Tomcat イ ンス タ ンスの IP ア ド レスが使用可能状態であ

る こ と を確認し て く だ さい。 また、 Tomcat CATALINA_HOME 環境変数が

適切なデ ィ レ ク ト リ に設定されている こ と を確認し て く だ さい。

2. Tomcat サービスを提供し ているサーバーでイ ンス ト ーラ を実行し ます。 イ ンス

ト ーラによ って要求された情報を入力し ます。

 Windows では、 イ ンス ト ーラ をダブルク リ ッ ク し て、 表示された GUI の
指示に従います。

 Linux の場合 ：

a. ユーザーがルー ト ユーザーである （あるいはルー ト 特権を有し ている）
よ う にし て く だ さい。

b. イ ンス ト ーラ実行可能フ ァ イルがない場合は、 それを作成し ます。 シ
ステム （32 ビ ッ ト または 64 ビ ッ ト ） 用のイ ンス ト ーラ を選択し て、

次のコ マン ド を発行し ます。

chmod +x <installer>

<installer> はイ ンス ト ーラのフ ァ イル名です。

c. 次のコ マン ド を発行し てイ ンス ト ーラ を実行し ます ：

./<installer>

<installer> はイ ンス ト ーラのフ ァ イル名です。 

d. イ ンス ト ーラによ って提供される指示に従います。

メモ

vihostupdate の詳細については、 次の場所にある 『vSphere 
Command-Line Interface  Installation and Reference Guide』 （vSphere コ マ

ン ド ラ イ ン イ ン タ フ ェ ースのイ ンス ト ールおよび リ フ ァ レンスガイ ド） を参照し
て く だ さい。

http://www.vmware.com/pdf/vsphere4/r40/vsp_40_vcli.pdf

http://www.vmware.com/pdf/vsphere4/r40/vsp_40_vcli.pdf
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3. Tomcat サービスを再起動し ます。

QConvergeConsole VMware vCenter Server Plug-in が vCenter Server でホ

ス ト されている場合、 VMware Virtual Center Management Web サービスを再

起動する必要があ り ます。

 Windows の場合は、 Administrative Tools （管理ツール） メ ニューに移

動し、 Services （サービス） を選択し てから  VMware Virtual Center 
Management Web サービスを再起動し ます。 

 vCenter Server Appliance （Linux） で次のコ マン ド を発行し ます ：

/etc/init.d/vmware-vpxd tomcat-restart

4. vSphere Web Client セ ッ シ ョ ンを再起動し ます。 

前のバージ ョ ンの QConvergeConsole VMware vCenter Server Plug-in をア ッ

プデー ト し ている場合は、 次のよ う に vSphere Web Client サービスを再起動し

ます。

 Windows の場合は、 Administrative Tools （管理ツール） メ ニューに移

動し、 Services （サービス） を選択し てから、 VMware vSphere Web 
Client を再起動し ます。 

 vCenter Server Appliance （Linux） で次のコ マン ド を発行し ます ：

/etc/init.d/vsphere-client restart

QConvergeConsole VMware vCenter Server Plug-in のアンインストール

QConvergeConsole VMware vCenter Server Plug-in をアン イ ンス ト ールするには、

Windows または Linux 向けの手順を参照し て く だ さい。

 Windows の場合 Windows コ ン ト ロールパネルのアン イ ンス ト ールプログラム

ウ ィ ン ド ウを使用し て、 Windows から  QConvergeConsole VMware vCenter 
Server Plug-in をアン イ ンス ト ールし ます。 アン イ ンス ト ーラのユーザーイ ン タ

フ ェ ースに従っ て、 プ ラグイ ンを削除し ます。

 Linux の場合コ マン ド プロンプ ト で次のコ マン ド を発行し て、 Linux から  
QConvergeConsole VMware vCenter Server Plug-in をアン イ ンス ト ールし ま

す。

/opt/qlogic/QLogic\ Adapter\ Web\ Client\ 
Plugin/Uninstall_QLogic\ Adapter\ Web\ Client\ 
Plugin/Uninstall\ QLogic\ Adapter\ Web\ Client\ Plugin

プロンプ ト （ユーザーイ ン ターフ ェースまたはコ ン ソールコ マン ド） に従い、
ルー ト ユーザーによ っ てプ ラグイ ンをアン イ ンス ト ールし ます。 
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3 フ ァ イバーチャネル設定

本章では、 フ ァ イバーチャネルの設定に関する次の情報について説明し ます。

 33 ページの 「Dell フ ァームウ ェ アのア ッ プデー ト 」

 37 ページの 「カス タム設定のための Fast!UTIL の使用」

 44 ページの 「フ ァ イバーチャネルアダプ ターパラ メ ータの設定」

 45 ページの 「ターゲ ッ ト の固定バイ ンデ ィ ングの設定」

 47 ページの 「起動デバイスの設定」

 49 ページの 「仮想ポー ト の設定 （NPIV）」

 55 ページの 「フ ァ イバーチャネルド ラ イバパラ メ ータの設定」

 57 ページの 「選択的な LUN の設定」

 57 ページの 「OoOFR の設定」

 58 ページの 「UEFI ド ラ イバの設定」

 66 ページの 「FA-PWWN の設定」

 72 ページの 「FA-BLD の設定と検証」

 78 ページの 「フ ァ ブ リ ッ ク割り当てのブー ト  LUN の使用」

 80 ページの 「診断の実行 — フ ァ イバーチャネル Ping と ト レースルー ト 」

 86 ページの 「CS_CTL QoS の設定」

 89 ページの 「エン ド ツーエン ド  CS_CTL QoS の設定」

 96 ページの 「FDMI の設定」

 100 ページの 「QLogic 前方誤り訂正の有効化」

 101 ページの 「拡張リ ン クサービス コ マン ドの実行」
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Dell ファームウェアのアップデート
フ ァームウ ェ アの Dell Update Package （DUP） はフ ラ ッ シュア ッ プデー ト ユーテ ィ

リ テ ィ 限定です。 アダプ ター設定に使用される ものではあ り ません。 フ ァームウ ェ ア 
DUP を実行するには、 実行可能フ ァ イルをダブルク リ ッ ク し ます。 または、 複数のコ マ

ン ド ラ イ ンオプシ ョ ンをサポー ト する コ マン ド ラ イ ンから、 フ ァームウ ェ アの DUP を
実行し ます。

ダブルクリックでのファームウェアアップデートの実行
詳細については、 『Dell Update Packages Version xx.xx.xxx User’s Guide』 の 
「Using Dell Update Packages」 （Dell ア ッ プデー ト パッ ケージの使用） の項を参照し

て く だ さい。

メモ

VMware vCenter Server を使用し たフ ァ イバーチャネルアダプ ターの設定につ

いての情報は、 次の場所にある 『User’s Guide—QConvergeConsole Plug-ins 
for VMware vSphere (part number SN0054677-00)』 （ユーザーズガイ ド  - 
VMware vSphere 向け QConvergeConsole Plug-ins （部品番号 
SN0054677-00）） を参照し て く だ さい。

http://driverdownloads.qlogic.com

メモ

Integrated Dell Remote Access Controller （iDRAC） または Lifecycle 
Controller （LC） で DUP を使用し てフ ァームウ ェ アをア ッ プデー ト する場合、

QLogic Fibre Channel アダプ ター MBI バージ ョ ン と し て FFV を表示し ます。

この問題は、 フ ァームウ ェ ア DUP を初めて実行し た と きにのみ起こ り ます。 再起

動後は、 DUP での以降のフ ァームウ ェ アア ッ プデー ト で FFV は正し く 表示され

ます。

http://driverdownloads.qlogic.com


3- フ ァ イバーチャネル設定

Dell フ ァームウ ェ アのア ッ プデー ト

34 CU0354604-04  L

実行可能ファイルをダブルクリックして、ファームウェア DUP を実行するには次の手

順を実行します。

1. フ ァームウ ェ ア DUP フ ァ イルのアイ コ ンをダブルク リ ッ ク し ます。 DUP のスプ

ラ ッ シュスク リーン （図 3-1） が表示されたら、 Install （イ ンス ト ール） を ク

リ ッ ク し て続行し ます。

図 3-1. Dell Update Package のスプラッシュスクリーン

2. イ ンス ト ール手順に従います。 警告メ ッ セージ （図 3-2） が表示されたら、 Yes
（はい） を ク リ ッ ク し てイ ンス ト ールを続行し ます。

図 3-2. Dell Update Package インストールの続行
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イ ンス ト ーラが、 新しいフ ァームウ ェ アをロー ド し ている こ と を表示し ます
（図 3-3）。

図 3-3. 新しいファームウェアのロード

3. 完了する と、 イ ンス ト ーラがイ ンス ト ールの結果を表示し ます （図 3-4）。 Yes
（はい） を ク リ ッ ク し て再起動を選択し ます。

図 3-4. インストールの結果
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4. イ ンス ト ールを完了するには、 Finish （終了） （図 3-5） を ク リ ッ ク し ます。

図 3-5. インストールの終了

コマンドラインからのファームウェアアップデートの実行
コ マン ド ラ イ ンからのフ ァームウ ェ ア DUP の実行は、 オプシ ョ ンが指定されていない

状態では DUP アイ コ ンをダブルク リ ッ ク し た場合と同様に動作し ます。 実際の DUP 
のフ ァ イル名は異なる場合があるので注意し て く だ さい。

C:\> Network_Firmware_2T12N_WN32_<version>_X16.EXE
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図 3-6 は、 DUP のイ ンス ト ール動作を カス タ マイズするために使用できるオプシ ョ ン

を示し ています。

図 3-6. コマンドラインオプション

カスタム設定のための Fast!UTIL の使用
本項では、 OS 起動前の環境で、 Fast!UTIL （QLogic フ ァ イバーチャネルアダプ ター 
BIOS ユーテ ィ リ テ ィ ） を使用し てアダプ ターと接続されたデバイスを カス タム設定す

る上級ユーザー向けの詳細設定情報を提供し ます。

Fast!UTIL を使用してアダプターを設定するには、次の手順を実行します。

1. ホス ト バスアダプ ター BIOS 初期化中に ALT+Q または CTRL+Q を押し ます。

Fast!UTIL メ ニューが表示されるまでには数秒かかる場合があ り ます。

2. Select Host Adapter （ホス ト バスアダプ ターの選択） ウ ィ ン ド ウが表示された

ら、 アダプ タータ イプを選択し ます。

3. Adapter Settings （アダプ ター設定） （38 ページの 「アダプ ター設定」 参照） で、

アダプ ターの設定を行います。 

4. コ ン フ ィ ギュ レーシ ョ ン設定が変更されたこ と を示す メ ッ セージが表示されます。
Save changes （変更内容を保存する） を選択し ます。
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5. 新しいパラ メ ータ をロー ド するには、 システムを再起動し ます。

Fast!UTIL Options （オプシ ョ ン） メ ニューには、 次のオプシ ョ ンが表示されます。

 コ ン フ ィ ギュ レーシ ョ ン設定

 フ ァ イバーデバイスのスキャ ン

 フ ァ イバーデ ィ スクユーテ ィ リ テ ィ

 ループバッ クデータ テス ト

 アダプ ターの選択

 Fast!UTIL の終了

コンフィギュレーション設定
以下の項では、 Fast!UTIL にある 2600 Series Adapter の Configuration Settings
（コ ン フ ィ ギュ レーシ ョ ン設定） メ ニューオプシ ョ ンを示し、 説明し ています。

 アダプ ター設定

 選択可能起動の設定

 デフ ォル ト 設定の復元

 未処理の NVRAM データ

 アダプ ターの詳細設定

アダプター設定

表 3-1 では、 アダプ ターの設定を説明し ています。

注意

コ ン フ ィ ギュ レーシ ョ ン設定が正し く ない場合は、 2600 Series Adapter が正常

に機能し ないこ とがあ り ます。

表 3-1. アダプター設定

設定 値 デフォルト 説明

Host Bus 
Adapter BIOS
（ホス ト バスアダ
プ タ  BIOS）

有効、
無効

無効 この設定を無効にする と、 2600 Series Adapter 上の ROM 
BIOS が無効にな り、 上位メ モ リの容量が解放されます。

2600 Series Adapter に接続し たフ ァ イバーチャネルデ ィ スク

ド ラ イブから起動し ている場合は、 この設定を有効にする必要
があ り ます。 起動デバイスの指定の詳細に関し ては、 40 ペー

ジの 「選択可能起動の設定」 を参照し て く だ さい。 
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Frame Size
（フ レームサイズ）

512、

1024、

2048

2048 この設定では、 2600 Series Adapter がサポー ト する最大フ

レーム長を指定し ます。 

Loop Reset 
Delay
（ループ リ セ ッ ト
遅延）

0 ～ 60 秒 5 秒 ループを リセ ッ ト したあと、 フ ァームウェ アは、 このフ ィ ールド
に設定された秒数の間、 ループのアクテ ィ ビテ ィ を中止し ます。 

Adapter Hard 
Loop ID
（アダプ ターの
ハー ドループ ID)

有効、 無効 無効 Adapter Hard Loop ID （アダプ ターのハー ドループ ID） 設定

を有効にする と、 アダプ ターはこの設定に指定された Hard 
Loop ID の使用を試みます。 

Hard Loop ID
（ハー ドループ ID）

0 ～ 125 0 Adapter Hard Loop ID （アダプ ターのハー ドループ ID） を有

効にする と、 アダプ ターはこの設定に指定された ID の使用を

試みます。

Connection 
Options
（接続オプシ ョ ン）

0、 1、 2 2 この設定は接続のタ イプを定義し ます。

 0 — ループのみ （データ転送速度 4Gb および 8Gb）

 1 — ポイ ン ト ツーポイ ン ト のみ （データ転送速度 4Gb、

8Gb、 および 16Gb）

 2 — ループ優先、 次にポイ ン ト ツーポイ ン ト （データ転送

速度 4Gb、 8Gb、 および 16Gb）

Fibre 
Channel Tape 
Support
（フ ァ イバーチャ
ネルループサポー
ト ）

有効、 無効 有効 この設定は、 FCP-2 復元を有効にし ます。 

Data Rate
（データ レー ト ）

2, 3, 4, 5 2 この設定では、 データ転送速度を指定し ます。

 2 — アダプ ターがオー ト ネゴシエーシ ョ ンによ りデータ転

送速度を決定。 

 3 — アダプ タが 4GFC で動作 1。

 4 — アダプ タが 8GFC で動作。 

 5 — アダプ タが 16GFC で動作。 ループモー ドはサポー ト

されません。

1 QME2662-DEL では 4GFC のデータ レー ト をサポー ト し ていません。

表 3-1. アダプター設定（続き）

設定 値 デフォルト 説明
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選択可能起動の設定

Configuration Settings （コ ン フ ィ ギュ レーシ ョ ン設定） メ ニューは、 Selectable 
Boot Settings （選択可能起動の設定） オプシ ョ ンへのアクセスを提供し ます。 アダプ

ター設定で Host Bus Adapter BIOS （ホス ト バスアダプ ター BIOS） を有効にする と、

表 3-2 に リ ス ト されている起動デバイスを選択できます。

Selectable Boot Settings （選択可能起動の設定） オプシ ョ ンでは、 最大 4 つの 
WWPN または LUN を起動デバイス と し て指定できます。 

Selectable Boot（選択可能起動）オプションを有効にして起動デバイスの場所にデバ

イスを挿入するには、次の手順を実行します。

1. Configuration Settings （コ ン フ ィ ギュ レーシ ョ ン設定） メ ニューで、 Host 
Adapter Settings （ホス ト アダプ ター設定） を選択し ます。 

2. Host Bus Adapter BIOS （ホス ト バスアダプ ター BIOS） を有効に し、 ESC 
キーを押し て Configuration Settings （コ ン フ ィ ギュ レーシ ョ ン設定） メ

ニューに戻り ます。 

3. Configuration Settings （コ ン フ ィ ギュ レーシ ョ ン設定） メ ニューで、

Selectable Boot Settings （選択可能起動の設定） を選択し ます。 

4. Selectable Boot （選択可能起動） オプシ ョ ンを有効または無効にする （切り替

える） には、 ENTER キーを押し ます。 Selectable Boot List （選択可能起動）

メ ニューのプ ラ イマ リ場所に移動するには、 下矢印キーを押し ます。 

5. ア クセス可能なデバイスのリ ス ト （Select Fibre Channel Device （フ ァ イバー

チャネルデバイスの選択） メ ニュー内） を表示するには、 ENTER を押し ます。 

6. 上矢印と下矢印キー、 または PAGE UP と  PAGE DOWN キーを押し て ド ラ イブ

を選択し、 Selectable Boot （選択可能起動） メ ニューリ ス ト に入れるデバイス

にスク ロールし ます。 その後 ENTER を押し て要求し たデバイスを選択し、 これ

を Selectable Boot （選択可能起動） メ ニューリ ス ト にロー ド し ます。 

表 3-2. 選択可能起動の設定

選択可能起
動が有効

ブート 
WWPN / 

LUN
デバイス起動

いいえ — BIOS で最初に検出されたデ ィ スク ド ラ イブを起動デバイス と し

て設定。

はい 指定な し BIOS で最初に検出された LUN 0 のデ ィ スク ド ラ イブを起動デ

バイス と し て設定。

はい 指定あ り BIOS が指定された起動ワールド ワイ ド ポー ト 名 （WWPN） お

よび LUN リ ス ト をスキャ ン し てデ ィ スク ド ラ イブを検出。 この

ド ラ イブは起動デバイス と し て設定されます。
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7. 2600 Series Adapter で代替起動デバイスを指定するには、 矢印キーを使用し て

次の選択可能なエン ト リ に移動し、 ENTER を押し ます。 希望のデ ィ スク ド ラ イ

ブを選択し たら、 再度 ENTER を押し ます。 この方法で、 最大 3 つの代替起動デ

バイスを指定する こ とができます。

デフォルト設定の復元

Restore Defaults （デフ ォル ト の復元） オプシ ョ ンで、 BIOS 設定をデフ ォル ト に戻し

ます。

未処理の NVRAM データ 
Raw NVRAM Data （未処理の NVRAM データ） オプシ ョ ンには、 2600 Series 
Adapter の NVRAM の内容が 16 進フ ォーマ ッ ト で表示されます。 このオプシ ョ ンは 
QLogic の ト ラ ブルシューテ ィ ングツールです。 未処理の NVRAM データ を変更する こ

とはできません。

アダプターの詳細設定

Fast!UTIL の Configuration Settings （コ ン フ ィ ギュ レーシ ョ ン設定） メ ニューで、

Advanced Adapter Settings （アダプ タの詳細設定） を選択し ます。 表 3-3 は、

2600 Series Adapter のデフ ォル ト 設定を説明し ています。

メモ

システム BIOS 互換性 ： マルチブー ト システム BIOS 搭載のコ ンピ ュータ システ

ムで QLogic ホス ト  2600 Series Adapter から起動するには、 システムの Boot
（起動） メ ニュー内の起動可能デバイスのリ ス ト に 2600 Series Adapter が含ま

れている必要があ り ます。

表 3-3. アダプターの詳細設定

設定 値 デフォルト 説明 

LUNs per 
Target
（ターゲッ ト あ
た りの LUN）

0、 8、 16、

32、 64、

128、 256

128 この設定では、 ターゲッ ト が 「LUN の報告」 コマン ド をサポー

ト し ていない場合に、 ターゲッ ト ご とにサポー ト する LUN の数

を指定し ます。 LUN を使用し て ド ラ イブをマ ッ プする RAID
（Redundant Array of Independent Disk） ボ ッ クスでは、 複数 
LUN サポー ト が標準的です。

Enable LIP 
Reset
（LIP リ セ ッ ト

を有効にする）

Yes （はい）、

No （いいえ）

No
（いいえ）

この設定は、 OS がバス リ セ ッ ト ルーチンを開始する と きに使

用されるループ初期化プロセス （LIP） リ セ ッ ト のタ イプを、 次

のよ う に決定し ます。 

 Yes （はい） = ド ラ イバはグローバル LIP リ セ ッ ト を開始し

て ターゲッ ト デバイスを リ セ ッ ト し ます。 

 No （いいえ） = ド ラ イバは、 フルログイ ンでグローバル LIP 
リ セ ッ ト を開始し ます。 
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Enable LIP 
Full Login
（LIP フルログ

イ ンを有効に
する）

Yes （はい）、

No （いいえ）

Yes （はい） この設定が Yes （はい） の場合、 2600 Series Adapter の縮小

命令セ ッ ト コ ンピ ュータ （RISC） コ ン ト ローラが LIP 後にすべ

てのポー ト にログイ ン し ます。 

Enable 
Target 
Reset
（ターゲッ ト リ
セ ッ ト を有効
にする）

Yes （はい）、

No （いいえ）

Yes （はい） この設定を Yes （はい） にし た場合、 ド ラ イバは、 SCSI バス

リ セ ッ ト コマン ドの呼び出し時にループ上のすべてのデバイス
に対し て ターゲッ ト リ セ ッ ト コマン ド を発行し ます。 

Login 
Retry 
Count （ログ

イ ン リ ト ラ イ
回数）

0 ～ 255 8 この設定では、 ソ フ ト ウェ アがデバイスへのログイ ンを試みる
回数を指定し ます。

Port Down 
Retry 
Count
（ポー ト ダウン
リ ト ラ イ秒数）

0 ～ 255 秒 30 秒 この設定は、 ダウン し ている こ と を示すステータ スを持つポー
ト にコマン ド を再送信するまでにソ フ ト ウェ アが待機する秒数
を指定し ます。

Link Down 
Timeout
（リ ン クダウン
のタ イムアウ
ト ）

0 ～ 255 秒 30 秒 この設定は、 ダウン し ている リ ン クが復帰するまでソ フ ト ウ ェ
アが待機する秒数を指定し ます。

Operation 
Mode
（操作モー ド）

0、 5、 6 6 この設定は、 RIO （Reduced Interrupt Operation） モー ドがソ

フ ト ウ ェ ア ド ラ イバでサポー ト されている場合に指定し ます。
RIO モー ド では、 1 回の割込みで複数のコマン ドの完了を通知

できます。 この設定は、 次のモー ド をサポー ト し ます。 

 0 —  I/O 完了ご とに割込み

 5 —  割込み遅延タ イマーが切れた と きに割込み

 6 — 割込み遅延タ イマーが切れた と き、またはアク テ ィ ブな 
IO がないと きに割込み

Interrupt 
Delay 
Timer
（遅延タ イマー
の割り込み）

0 ～ 255
（100µs 単位）

2 （200µs） この設定には、 割込みを生成するまでの待機時間を設定するた
めにタ イマーが使用する値が含まれます。 

表 3-3. アダプターの詳細設定（続き）

設定 値 デフォルト 説明 
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ファイバーデバイスのスキャン
Scan Fibre Devices （フ ァ イバーデバイスのスキャ ン） オプシ ョ ンは、 フ ァ イバー

チャネルループをスキャ ン し、 接続されているすべてのデバイスをループ ID ご とに表

示し ます。 これには、 各デバイスの情報がリ ス ト されます。 例えば、 ベンダー名や製品
名、 リ ビジ ョ ンなどです。 この情報は、 お使いの 2600 Series Adapter と、 接続されて

いるデバイスの設定時に役立ちます。

ファイバーディスクユーティリティ
Fibre Disk Utility （フ ァ イバーデ ィ スクユーテ ィ リ テ ィ ） オプシ ョ ンは、 フ ァ イバー

チャネルループをスキャ ン し、 接続されているすべてのデバイスをループ ID ご とに表

示し ます。 フ ァ イバーチャネルのハー ド デ ィ スク を選択し て、 次のいずれかのタ スク を
実行する こ とができます。 

 ローレベルフ ォーマ ッ ト の実行

 デ ィ スク メ デ ィ アの検証

 デ ィ スクデータの確認 （この機能をサポー ト し ていないターゲ ッ ト もあ り ます） 
 デ ィ スクデバイスの選択

ループバックデータテスト
Loopback Data Test （ループバッ クデータ テス ト ） オプシ ョ ンでは、 次のループバッ

ク テス ト を実行できます。

 外部ループバッ クデータ テス ト

Enable 
Interrupt
（割込みを有効
にする）

Yes （はい）、

No （いいえ）

No
（いいえ）

この設定で、 割込みを有効または無効にし ます。 

 Yes （はい） — この設定によ り、 2600 Series Adapter に割

り当てられた割込み要求 （IRQ） を BIOS が使用できるよ う

にな り ます。

 No （いいえ） — BIOS は、 2600 Series Adapter の RISC 
コ ン ト ローラ メ ールボ ッ クスコマン ド の完了ステータ スを
ポーリ ングし ます。

注意

ローレベルフ ォーマ ッ ト を実行する と、 デ ィ スク上のすべてのデータが破壊され
ます。

表 3-3. アダプターの詳細設定（続き）

設定 値 デフォルト 説明 
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 内部ループバッ クデータ テス ト

アダプターの選択
お使いのシステムにマルチポー ト または複数の 2600 Series Adapter がある場合、

Select Adapter （アダプ ターの選択） オプシ ョ ンを使用し て、 特定の 2600 Series 
Adapter、 またはそのポー ト のいずれかの設定を選択し てから設定、 または表示し ます。

Fast!UTIL の終了
Exit Fast!UTIL （BIOS ユーテ ィ リ テ ィ の終了） オプシ ョ ンでは、 ユーテ ィ リ テ ィ を終

了し てシステムを再起動する こ とができます。 Fast!UTIL で 2600 Series Adapter に変

更を行った後は、 システムを再起動する前に変更内容を保存するよ う にし て く だ さい。

ファイバーチャネルアダプターパラメータの設定
QConvergeConsole を使用し てフ ァ イバーチャネルアダプ ターのパラ メ ータ を設定し

ます。

 QConvergeConsole GUI を使用し たフ ァ イバーチャネルアダプ ターパラ メ ータ

の設定

 イ ン タ ラ ク テ ィ ブ QConvergeConsole CLI を使用し たフ ァ イバーチャネルアダ

プ ターパラ メ ータの設定

 非イ ン タ ラ ク テ ィ ブ QConvergeConsole CLI を使用し た Fibre Channel 
Adapter パラ メ ータの設定

QConvergeConsole GUI を使用したファイバーチャネルアダプ
ターパラメータの設定

QConvergeConsole GUI を使用し たフ ァ イバーチャネルアダプ ターパラ メ ータの設定

方法については、 『QConvergeConsole Help』 で、 フ ァ イバーチャネルおよびフ ァ イ

バーチャネルオーバーイーサネ ッ ト （FCoE） アダプ ターポー ト の管理についての ト

ピ ッ ク を参照し て く だ さい。

メモ

外部ループバッ クデータ テス ト を実行する と きは、 テス ト を開始する前に、
フ ァ イバーチャネルリ ン クがア ッ プ状態である、 またはループバッ ク プ ラグが 
2600 Series Adapter に接続されている こ と を確認し て く だ さい。 
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インタラクティブ QConvergeConsole CLI を使用したファイバー
チャネルアダプターパラメータの設定

インタラクティブ QConvergeConsole CLI を使用してファイバーチャネルアダプ

ターパラメータを設定するには、次の手順を実行します。

1. Fibre Channel Adapter の Configuration （設定） メ ニューで、 HBA 
Parameters （HBA パラ メ ータ） を選択し ます。

2. Port （ポー ト ） メ ニューでポー ト を選択し て、 HBA Parameters （HBA パラ

メ ータ） メ ニューを開きます。

3. HBA Parameters （HBA パラ メ ータ） メ ニューで、 Configure HBA 
Parameters （HBA パラ メ ータの設定） オプシ ョ ンを選択し て Configure 
Parameters （パラ メ ータの設定） メ ニューを開きます。

詳細については、 『User’s Guide—QConvergeConsole CLI (part number 
SN0054667-00)』 （ユーザーズガイ ド  - QConvergeConsole CLI （部品番号 
SN0054667-00）） にある フ ァ イバーチャネルのイ ン タ ラ ク テ ィ ブ コマン ド に関する項

を参照し て く だ さい。 

非インタラクティブ QConvergeConsole CLI を使用した Fibre 
Channel Adapter パラメータの設定

非イ ン タ ラ ク テ ィ ブモー ドの QConvergeConsole CLI を使用し たフ ァ イバーチャネル

アダプ ターのパラ メ ータの設定方法については、『User’s Guide—QConvergeConsole 
CLI (part number SN0054667-00)』 （ユーザーズガイ ド  - QConvergeConsole CLI
（部品番号 SN0054667-00）） で、 フ ァ イバーチャネルの非イ ン タ ラ ク テ ィ ブ コマン ド

に関する項を参照し て く だ さい。 

ターゲットの固定バインディングの設定

QConvergeConsole を使用し て、 ターゲ ッ ト 固定のバイ ンデ ィ ングを設定し ます。

 QConvergeConsole GUI を使用し た固定バイ ンデ ィ ングの設定

 イ ン タ ラ ク テ ィ ブ QConvergeConsole CLI を使用し た固定バイ ンデ ィ ングの

設定

 非イ ン タ ラ ク テ ィ ブ QConvergeConsole CLI を使用し た固定バイ ンデ ィ ングの

設定

メモ

ターゲ ッ ト の固定バイ ンデ ィ ングは Windows のみでサポー ト されています。
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QConvergeConsole GUI を使用した固定バインディングの設定

QConvergeConsole GUI を使用してアダプターポートに接続されたターゲットデバ

イスをバインドするには、次の手順を実行します。

1. システムツ リーで、 フ ァ イバーチャネルノ ー ド を展開し ます。

2. 2600 Series Adapter のシステムツ リーで、 物理ポー ト 番号を選択し ます。

3. Targets （ターゲ ッ ト ） タ ブを ク リ ッ ク し て Target Persistent Binding （ター

ゲ ッ ト の固定バイ ンデ ィ ング） タ ブを ク リ ッ ク し ます。

4. バイ ンデ ィ ングオプシ ョ ンを選択し ます。

 Bind All （すべてをバイ ン ド する） チ ェ ッ クボ ッ ク スを選択する と、 アダプ

ターポー ト に リ ス ト されたすべてのデバイスをバイ ン ド し ます。

 特定のポー ト を設定し て、 それを Target ID （ターゲ ッ ト  ID） リ ス ト から

選択し た ターゲ ッ ト  ID にバイ ン ド する場合は、 Bind （バイ ン ド する）

チ ェ ッ クボ ッ ク スを選択し ます。 ポー ト を設定し ない場合は、 チ ェ ッ クボ ッ
ク スを ク リ ア し ます。 チ ェ ッ クボ ッ ク スを ク リ アする と、 該当するポー ト が
未設定にな り ます。 

5. 変更の変更を保存するには、 Save （保存） を ク リ ッ ク し ます。 

6. Security Check （セキュ リ テ ィ チ ェ ッ ク） ダイアログボ ッ ク スが表示されたら、

Enter Password （パスワー ドの入力） ボ ッ ク スにパスワー ド を入力し て、 OK 
を ク リ ッ ク し ます。

7. 現在のアダプ タ用に以前に保存された設定が上書き され、 メ ッ セージボ ッ ク スが
表示されます。 OK を ク リ ッ ク し て メ ッ セージボ ッ クスを閉じ ます。

詳細については、 『QConvergeConsole Help』 にある ターゲ ッ ト デバイスのバイ ン

デ ィ ングに関する ト ピ ッ ク を参照し て く だ さい。

インタラクティブ QConvergeConsole CLI を使用した固定バイン
ディングの設定

インタラクティブ QConvergeConsole CLI を使用してターゲットをバインドするに

は、次の手順を実行します。

1. Fibre Channel Adapter Configuration （フ ァ イバーチャネルアダプ タ設定）

メ ニューで、 Target Persistent Bindings （ターゲ ッ ト の固定バイ ンデ ィ ング）

を選択し ます。

2. Port （ポー ト ） メ ニューでポー ト を選択し、 Bind Target(s) （ターゲ ッ ト をバイ

ン ド する） を選択し て ターゲ ッ ト をポー ト にバイ ン ド し ます。

3. Target Persistent Binding – FC Port Configuration （ターゲ ッ ト の固定バイ

ンデ ィ ング－ FC ポー ト 設定） メ ニューを開いて、 追加ターゲ ッ ト の選択、 変更

の保存、 またはバイ ンデ ィ ング操作のキャ ンセルを行う には、 ターゲ ッ ト を選択
し て ターゲ ッ ト  ID を指定し ます。
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詳細については、 『User’s Guide—QConvergeConsole CLI (part number 
SN0054667-00)』 （ユーザーズガイ ド  - QConvergeConsole CLI （部品番号 
SN0054667-00）） にある フ ァ イバーチャネルのイ ン タ ラ ク テ ィ ブ コマン ド に関する項

を参照し て く だ さい。 

非インタラクティブ QConvergeConsole CLI を使用した固定バイ
ンディングの設定

非イ ン タ ラ ク テ ィ ブモー ドの QConvergeConsole CLI を使用し て、 選択し た ターゲ ッ

ト を特定のアダプ ターにバイ ン ド するには、 次のコ マン ド を発行し ます。

# qaucli -pr fc -p (<hba instance> | <hba wwpn>) (<target wwnn> 
<target wwpn> <target port id> <target id>)

このコ マン ドの内訳は次のとお り です。

詳細については、 『User’s Guide—QConvergeConsole CLI (part number 
SN0054667-00)』 （ユーザーズガイ ド  - QConvergeConsole CLI （部品番号 
SN0054667-00）） にある フ ァ イバーチャネルの非イ ン タ ラ ク テ ィ ブ コ マン ド に関する

項を参照し て く だ さい。

起動デバイスの設定
QConvergeConsole または Fast!UTIL を使用し て、 起動デバイスを設定し ます。

 QConvergeConsole GUI を使用し た起動デバイスの設定

 イ ン タ ラ ク テ ィ ブ QConvergeConsole CLI を使用し た起動デバイスの設定

 非イ ン タ ラ ク テ ィ ブ QConvergeConsole CLI を使用し た起動デバイスの設定

 BIOS を使用し た起動デバイスの設定

QConvergeConsole GUI を使用した起動デバイスの設定
QConvergeConsole GUI を使用し た起動デバイスの設定の詳細については、

『QConvergeConsole Help』 で HBA パラ メ ータ、 ポー ト パラ メ ータの確認または変

更、 および起動デバイスの選択に関する ト ピ ッ ク を参照し て く だ さい。

hba instance = アダプ ター番号 （-g コ マン ド を使用し て検索）

hba wwnn = アダプ ターのワールド ワイ ド ノ ー ド 名

hba wwpn = アダプ ターのワールド ワイ ド ポー ト 名

target wwnn = ターゲ ッ ト のワールド ワイ ド ノ ー ド 名

target wwpn = ターゲ ッ ト のワールド ワイ ド ポー ト 名

target port id = ターゲ ッ ト のポー ト  ID

target id = ターゲ ッ ト がバイ ン ド されている ID
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インタラクティブ QConvergeConsole CLI を使用した起動デバイ
スの設定

Fibre Channel Adapter Configuration （フ ァ イバーチャネルアダプ ター設定） メ

ニューで、 Boot Devices Configuration （起動デバイス設定） を選択し て、 起動デバ

イスを表示および設定するオプシ ョ ンがある Boot Device Settings （起動デバイス設

定） メ ニューを開きます。

詳細については、 『User’s Guide—QConvergeConsole CLI (part number 
SN0054667-00)』 （ユーザーズガイ ド  - QConvergeConsole CLI （部品番号 
SN0054667-00）） にある フ ァ イバーチャネルのイ ン タ ラ ク テ ィ ブ コマン ド に関する項

を参照し て く だ さい。 

非インタラクティブ QConvergeConsole CLI を使用した起動デバ
イスの設定

特定のアダプ タ に対し て特定のターゲ ッ ト を起動デバイス と し て設定するには、 次のコ
マン ド を入力し ます。

# qaucli -pr fc -e (<hba instance> | <hba wwpn>) <target wwnn> 
<target wwpn> <target id> <lun id>

このコ マン ドの内訳は次のとお り です。

詳細については、 『User’s Guide—QConvergeConsole CLI (part number 
SN0054667-00)』 （ユーザーズガイ ド  - QConvergeConsole CLI （部品番号 
SN0054667-00）） にある 「フ ァ イバーチャネルの非イ ン タ ラ ク テ ィ ブ コ マン ド 」 の項

を参照し て く だ さい。 

BIOS を使用した起動デバイスの設定
Fast!UTIL BIOS ユーテ ィ リ テ ィ を使用し た起動デバイスの設定についての情報は、

37 ページの 「カス タム設定のための Fast!UTIL の使用」 を参照し て く だ さい。

hba instance = アダプ ター番号 （-g コ マン ド を使用し て検索）

hba wwpn = アダプ ターのワールド ワイ ド ポー ト 名

target wwnn = ターゲ ッ ト のワールド ワイ ド ノ ー ド 名

target wwpn = ターゲ ッ ト のワールド ワイ ド ポー ト 名

target id = ターゲ ッ ト がバイ ン ド されている ID

lun id = LUN の ID
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仮想ポートの設定（NPIV）
QConvergeConsole を使用し て、 N_Port ID 仮想化およびサービス品質のための仮想

ポー ト を設定し ます。

 QConvergeConsole GUI を使用し た NPIV の設定

 イ ン タ ラ ク テ ィ ブ QConvergeConsole CLI を使用し た NPIV の設定

 非イ ン タ ラ ク テ ィ ブ QConvergeConsole CLI での NPIV の設定

 NPIV のサービス品質の設定

QConvergeConsole GUI を使用した NPIV の設定
QConvergeConsole GUI での仮想化 （NPIV） の使用については、

『QConvergeConsole Help』 を参照し て く だ さい。 

GUI ユーテ ィ リ テ ィ 実行中に 『QConvergeConsole Help』 システムにア クセスするに

は、 歯車アイ コ ン 、 Help （ヘルプ） とポイ ン ト し て、 Browse Contents （内容を

参照） を ク リ ッ ク し ます。 QConvergeConsole GUI を イ ンス ト ールするには、

122 ページの 「QConvergeConsole GUI のイ ンス ト ール」 を参照し て く だ さい。

インタラクティブ QConvergeConsole CLI を使用した NPIV の設定
イ ン タ ラ ク テ ィ ブモー ドの QConvergeConsole CLI での仮想化 （NPIV） の使用につ

いての情報は、 『User’s Guide—QConvergeConsole CLI (part number 
SN0054667-00)』 （ユーザーズガイ ド  - QConvergeConsole CLI （部品番号 
SN0054667-00）） を参照し て く だ さい。 ガイ ド をダウンロー ド するには、

www.qlogic.com にアクセス し、 Downloads （ダウンロー ド） を ク リ ッ ク し ます。

非インタラクティブ QConvergeConsole CLI での NPIV の設定 
非イ ン タ ラ ク テ ィ ブモー ドの QConvergeConsole CLI を使用し て自動 WWPN で仮想

ポー ト を作成するには、 次のコマン ド を発行し ます。

# qaucli -pr fc -vp (<hba instance> | <hba wwpn>) create auto

このコ マン ドの内訳は次のとお り です。

詳細については、 『User’s Guide—QConvergeConsole CLI (part number 
SN0054667-00)』 （ユーザーズガイ ド  - QConvergeConsole CLI （部品番号 
SN0054667-00）） にある フ ァ イバーチャネルの非イ ン タ ラ ク テ ィ ブ コ マン ド に関する

項を参照し て く だ さい。

hba instance = アダプ ター番号 （-g コマン ド を使用し て検索）

hba wwpn = アダプ ターのワールド ワイ ド ポー ト 名

http://www.qlogic.com
http://www.qlogic.com
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NPIV のサービス品質の設定
2600 Series Adapter ソ リ ューシ ョ ンは、 規格ベースのサービス品質 （QoS） を提供

し、 優先伝送が必要なアプ リ ケーシ ョ ンのために高品質なパフ ォーマンスを確保し ます。
QLogic QoS ソ リ ューシ ョ ンは、 QoS レベルの仮想ポー ト （NPIV ポー ト ） への割り当

てをベースにし ています。 QoS は、 図 3-7 に示すとお り に、 優先順位法 または 帯域幅

法 を使用し て設定し ます。 

図 3-7. 優先順位および帯域幅に基づいた QoS

単一の物理ポー ト で、 優先順位法または帯域幅法のいずれかを使用し て QoS を設定で

きますが、 両方の方法を使用する こ とはできません。 

 優先順位法 では、 仮想ポー ト を使用するアプ リ ケーシ ョ ンまたは VM に必要な

サービス品質に基いて優先順位 （低、 中、 または高） を仮想ポー ト に割り当てま
す。 この方法は、 仮想ポー ト 全体にさ まざまなレベルのレーテンシ要件を提供し
ます。

 帯域幅法 は、 帯域幅のパーセンテージ （0 ～ 100） または帯域幅レー ト （例えば 
6GFC） を、 仮想ポー ト を使用するアプ リ ケーシ ョ ンまたは VM に割り当てます。

この方法では最小帯域幅が保証されます。 帯域幅ベースの QoS 設定は、 アプ リ

ケーシ ョ ンの合計帯域幅要件が利用可能な帯域幅を超過する場合にのみ適用され
ます。 帯域幅は特定の仮想ポー ト 用には予約されず、 未使用の帯域幅は他の仮想
ポー ト 間で共有されます。
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物理ポー ト または WWN は常に高い優先順位を持ち、 作成し た仮想ポー ト に選択された

帯域幅または優先順位スキームからは独立し ています。 作成し たすべての仮想ポー ト に 
QoS レベルを割り当てる必要はあ り ません。 QoS レベルが仮想ポー ト に割り当てられ

ていない場合、 帯域幅または優先順位スキームとは無関係にデフ ォル ト は低優先順位
（ベス ト エ フ ォー ト ） です。 このフ レキシビ リ テ ィ によ り、 重要なアプ リ ケーシ ョ ンに集
中し て最高レベルのサービスを確保する こ とができます。 QConvergeConsole CLI を
使用し て、 仮想ポー ト の QoS レベルを変更する こ とができます。

QoS レベルを変更するには、 その設定が次のハー ド ウ ェ ア と ソ フ ト ウ ェ アの要件を満た

し ている必要があ り ます。

 サーバーのオペレーテ ィ ングシステム ： Microsoft® Windows Server 2012 以降

 MSI-X のサーバーサポー ト

 QLogic 2600 Series Adapter

 最新バージ ョ ンの QLogic STOR ミ ニポー ト ド ラ イバー （Dell から取得可能）

http: //support.dell.com

 NPIV をサポー ト する フ ァ イバチャネルスイ ッ チ

 ポイ ン ト ツーポイ ン ト 接続で接続された物理ポー ト

帯域幅による QoS の設定

帯域幅による QoS の設定では、 物理ポー ト の最大 80 パーセン ト の帯域幅が仮想ポー ト

に割り当てられます。 残りの 20 パーセン ト は、 非 QoS アプ リ ケーシ ョ ンおよび仮想

ポー ト のために予約されます。

帯域幅による QoS の設定では、 各仮想ポー ト およびアプ リ ケーシ ョ ンまたはこの仮想

ポー ト に関連付けられた仮想マシン （VM） の帯域幅が保証されます。 正し く  QoS を設

定する こ とによ り、 VM がポー ト の帯域幅の確保を競う と きに発生するボ ト ルネ ッ ク を

回避できます。

アプ リ ケーシ ョ ンまたは VM のパフ ォーマンスを最大化するために必要な帯域幅を検討

し て、 QoS レベルをその値の 105 パーセン ト に設定し ます。 例えば、 VM 上の ミ ッ

シ ョ ン ク リ テ ィ カルなアプ リ ケーシ ョ ンがフ ァ ブ リ ッ ク経由でそのデータ を転送するた
めに 1Gb の帯域幅を必要とする場合、 QLogic ではその仮想ポー ト に 1.05Gb の帯域幅

を推奨し ます。

http: //support.dell.com
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または、 仮想ポー ト  QoS 値を利用可能な合計帯域幅のパーセンテージで設定する こ と

も できます。

物理ポー ト が 4 つの仮想ポー ト にパーテ ィ シ ョ ン分割されている場合、 ポー ト 帯域幅は

ト ラ フ ィ ッ クの要求に応じ てその仮想ポー ト に分割されます。

QConvergeConsole では、 仮想ポー ト ご とに物理ポー ト の帯域幅の最小および最大

パーセンテージを設定する こ とによ り、 各仮想ポー ト の QoS を設定できます。 この機

能によ っ て、 仮想ポー ト を使用し て業務継続性の確保のための ミ ッ シ ョ ン ク リ テ ィ カル
なアプ リ ケーシ ョ ンを実行するために一定の帯域幅を必要とするポー ト それぞれに、 転
送レー ト を保証する こ とが可能にな り ます。 特定の QoS の設定は、 VM がポー ト 帯域

幅の確保を競う と きに生じ るボ ト ルネ ッ ク を解決できます。

QConvergeConsole GUI を使用して帯域幅のパーセンテージで QoS を設定するに

は、次の手順を実行します。

1. QConvergeConsole の左側のシステムツ リーペイ ンで、 2600 Series Adapter
を展開し ます。

2. 仮想ポーﾄを選択し ます。

3. 右側のコ ンテンツペイ ンで、 QoS （サービス品質） タ ブを ク リ ッ ク し ます。

4. QoS Type （QoS タ イプ） ボ ッ ク スで、 Bandwidth （帯域幅） を選択し ます。

5. View By （次によ り表示） メ ニューで、 Bandwidth Percentage （帯域幅の

パーセンテージ） を選択し ます。

6. スラ イダを動かし て、 パーセンテージを 1 ～ 100 パーセン ト の範囲で選択し ま

す。 この選択は、 選択し た仮想ポー ト 経由のデータ転送に対し て保証する帯域幅
を示し ます。

メモ

帯域幅で QoS を設定する こ とによ り、 仮想ポー ト への最小帯域幅が保証されます

が、 上限は保証されません。 アプ リ ケーシ ョ ンまたは仮想ポー ト が QoS 帯域幅値

で許可されている量を超える帯域幅を必要と し てお り、 物理ポー ト に利用可能な
帯域幅がある場合は、 アプ リ ケーシ ョ ンは追加の帯域幅を受け取り ます。 ポー ト
は追加の帯域幅をオンデマン ド で最大でポー ト のキャパシテ ィ まで、 または仮想
ポー ト 間で帯域幅の競合が起こ るまで割り当てます。
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図 3-8 はその一例です。

図 3-8. 帯域幅のパーセンテージによる QoS の設定

7. Save （保存） を ク リ ッ ク し ます。

QConvergeConsole GUI を使用して帯域幅の速度で QoS を設定するには、次の手順

を実行します。

1. QConvergeConsole の左側のツ リーペイ ンで、 2600 Series Adapter を展開し

ます。

2. 仮想ポーﾄを選択し ます。 

3. 右側のコ ンテンツペイ ンで、 QoS （サービス品質） タ ブを ク リ ッ ク し ます。

4. QoS Type （QoS タ イプ） ボ ッ ク スで、 Bandwidth （帯域幅） を選択し ます。

5. View By （次によ り表示） メ ニューで、 Bandwidth Speed （帯域幅の速度） を

選択し ます。
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6. 図 3-9 にあるよ う に、 スラ イダを動かし て帯域幅の速度を選択し ます。

図 3-9. 帯域幅の速度による QoS の設定

7. Save （保存） を ク リ ッ ク し ます。

インタラクティブ QConvergeConsole CLI を使用して帯域幅の速度で QoS を設定

するには、次の手順を実行します。

1. Fibre Channel Adapter Configuration （フ ァ イバーチャネルアダプ タの設定）

メ ニューで、 QoS （サービス品質） オプシ ョ ンを選択し ます。

2. Port （ポー ト ） メ ニューからポー ト を選択し て、 QoS Type （QoS タ イプ） メ

ニューを開きます。 2: QoS Bandwidth （2 ： QoS 帯域幅） を選択し て帯域幅の

速度を設定し ます。

優先順位による QoS の設定

QConvergeConsole GUI を使用して QoS を優先順位で設定するには、次の手順を実

行します。

1. QConvergeConsole の左側のツ リーペイ ンで、 2600 Series Adapter を展開し

ます。

2. 仮想ポーﾄを選択し ます。 

3. 右側のコ ンテンツペイ ンで、 QoS （サービス品質） タ ブを ク リ ッ ク し ます。

4. QoS Type （QoS タ イプ） ボ ッ ク スで、 Priority （優先順位） を選択し ます。
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5. 図 3-10 にあるよ う に、 スラ イダを動かし て low （低）、 medium （中）、 または 
high （高） の優先順位を選択し ます。

図 3-10. 優先順位による QoS の設定

6. Save （保存） を ク リ ッ ク し ます。

インタラクティブ QConvergeConsole CLI を使用して QoS を優先順位で設定する

には、次の手順を実行します。

1. Fibre Channel Adapter Configuration （フ ァ イバーチャネルアダプ タの設定）

メ ニューから、 QoS （サービス品質） オプシ ョ ンを選択し ます。

2. Port （ポー ト ） メ ニューからポー ト を選択し て、 QoS Type （QoS タ イプ） メ

ニューを開きます。 1: QoS Priority （1 ： QoS 優先順位） を選択し て優先順位を

設定し ます。

ファイバーチャネルドライバパラメータの設定
QConvergeConsole GUI、 CLI、 または VMware Plug-In を使用し て、 フ ァ イバー

チャネルド ラ イバパラ メ ータ を設定し ます。

 QConvergeConsole GUI を使用し たフ ァ イバーチャネルド ラ イバパラ メ ータの

設定

 イ ン タ ラ ク テ ィ ブ QConvergeConsole CLI を使用し たフ ァ イバーチャネルド ラ

イバパラ メ ータの設定

 非イ ン タ ラ ク テ ィ ブ QConvergeConsole CLI を使用し たフ ァ イバーチャネルド

ラ イバパラ メ ータの設定

 QConvergeConsole VMware vCenter Server Plug-in を使用し たフ ァ イバー

チャネルド ラ イバパラ メ ータの設定
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QConvergeConsole GUI を使用したファイバーチャネルドライバ
パラメータの設定

詳細については、 『QConvergeConsole Help』 にある HBA パラ メ ータおよびポー ト パ

ラ メ ータの表示と変更に関する ト ピ ッ ク を参照し て く だ さい。

インタラクティブ QConvergeConsole CLI を使用したファイバー
チャネルドライバパラメータの設定

インタラクティブ QConvergeConsole CLI を使用してファイバーチャネルドライバ

パラメータを設定するには、次の手順を実行します。

1. Fibre Channel Adapter の Configuration （設定） メ ニューで、 HBA 
Parameters （HBA パラ メ ータ） を選択し ます。

2. Port （ポー ト ） メ ニューでポー ト を選択し て、 HBA Parameters （HBA パラ

メ ータ） メ ニューを開きます。

3. HBA Parameters （HBA パラ メ ータ） メ ニューで Configure HBA 
Parameters （HBA パラ メ ータの設定） を選択し て、 接続オプシ ョ ン、 データ

レー ト 、 フ レームサイズ、 ハー ドループ ID、 ループ リ セ ッ ト 遅延、 BIOS、 フ ァ

イバーチャネルテープサポー ト 、 動作モー ド、 割込み遅延タ イマー、 ログイ ン再
試行回数、 ポー ト ダウン再試行回数、 LIP 完全ログイ ン、 リ ン クダウン タ イムア

ウ ト 、 ターゲ ッ ト リ セ ッ ト 、 ターゲ ッ ト あた りの LUN、 およびアウ ト オブオー

ダーフ レームの受信を設定するためのオプシ ョ ンがある Configure Parameters
（パラ メ ータの設定） メ ニューを開きます。

詳細については、 『User’s Guide—QConvergeConsole CLI (part number 
SN0054667-00)』 （ユーザーズガイ ド  - QConvergeConsole CLI （部品番号 
SN0054667-00）） にある フ ァ イバーチャネルのイ ン タ ラ ク テ ィ ブ コマン ド に関する項

を参照し て く だ さい。 

非インタラクティブ QConvergeConsole CLI を使用したファイ
バーチャネルドライバパラメータの設定 

ド ラ イバ設定を行う には、 以下のコ マン ド を発行し ます。

# qaucli -pr fc -fs (<hba instance> | <hba wwpn>) {(<param name> | 
<param alias>) <param value>}

このコ マン ドの内訳は次のとお り です。

hba instance = アダプ ター番号 （-g コマン ド を使用し て検索）

hba wwpn = アダプ ターのワールド ワイ ド ポー ト 名

param name = パラ メ ータの名前

param alias = パラ メ ータのエイ リ アス

param value = パラ メ ータの新しい値
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詳細に関し ては、 『User’s Guide—QConvergeConsole CLI (part number 
SN0054667-00)』 （ユーザーズガイ ド  - QConvergeConsole CLI （部品番号 
SN0054667-00）） にある フ ァ イバーチャネルの非イ ン タ ラ ク テ ィ ブ コ マン ド に関する

項を参照し て く だ さい。 

QConvergeConsole VMware vCenter Server Plug-in を使用し
たファイバーチャネルドライバパラメータの設定

QConvergeConsole プ ラグイ ンを使用し たフ ァ イバーチャネルド ラ イバパラ メ ータの

設定の詳細については、 『User’s Guide—QConvergeConsole Plug-ins for VMware 
vSphere (part number SN0054677-00)』 （ユーザーズガイ ド  - VMware vSphere 向
け QConvergeConsole Plug-ins （部品番号 SN0054677-00）） を参照し て く だ さい。

選択的な LUN の設定
QConvergeConsole GUI は、 選択的な LUN の設定には使用できません。

イ ン タ ラ ク テ ィ ブ QConvergeConsole CLI で選択的な LUN の設定を行う には、

『User’s Guide—QConvergeConsole CLI (part number SN0054667-00)』 （ユー

ザーズガイ ド  - QConvergeConsole CLI （部品番号 SN0054667-00）） にある フ ァ イ

バーチャネルのイ ン タ ラ ク テ ィ ブ コ マン ド に関する項を参照し て く だ さい。 

非イ ン タ ラ ク テ ィ ブ QConvergeConsole CLI で選択的な LUN の設定を行う には、

『User’s Guide—QConvergeConsole CLI (part number SN0054667-00)』 （ユー

ザーズガイ ド  - QConvergeConsole CLI （部品番号 SN0054667-00）） にある フ ァ イ

バーチャネルの非イ ン タ ラ ク テ ィ ブ コ マン ド に関する項を参照し て く だ さい。

OoOFR の設定
アウ ト オブオーダーフ レームリ アセンブ リ （OoOFR） は、 アウ ト オブオーダーフ レー

ムが受信されるたびにそれら を再構成し、 フ レームおよび交換の再伝達を排除する こ と
によ っ てネ ッ ト ワークの輻そ う状態を最低限に抑えます。 OoOFR を設定するには、

QConvergeConsole GUI または CLI を使用し ます。 

QConvergeConsole GUI を使用した OoOFR の設定

OoOFR を QConvergeConsole GUI で有効化するには、次の手順を実行します。

1. 左側にある QConvergeConsole システムツ リーペイ ンで、 フ ァ イバーチャネル

ポー ト を選択し ます。

2. 右側のコ ンテンツペイ ンで、 Parameters （パラ メ ータ） を ク リ ッ ク し ます。 

3. Advanced HBA Parameters （HBA 詳細パラ メ ータ） タ ブを ク リ ッ ク し ます。

4. Enable Receive Out of Order Frame （アウ ト オブオーダーフ レームの受信を

有効にする） チ ェ ッ クボ ッ ク スを選択し ます。
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インタラクティブ QConvergeConsole CLI を使用した OoOFR 
の設定

インタラクティブ QConvergeConsole CLI を使用して OoOFR を有効にするには、

次の手順を実行します。

1. Fibre Channel Adapter の Configuration （設定） メ ニューで、 HBA 
Parameters （HBA パラ メ ータ） を選択し ます。

2. ポー ト メ ニューで、 ポー ト を選択し て HBA Parameters （HBA パラ メ ータ） メ

ニューを開きます。

3. HBA Parameters （HBA パラ メ ータ） メ ニューで、 Configure HBA 
Parameters （HBA パラ メ ータの設定） を選択し て Configure Parameters （パ

ラ メ ータの設定） メ ニューを開きます。

4. 13: Enable Receive Out Of Order Frame （13 ： アウ ト オブオーダーフ レーム

の受信を有効にする） を選択し ます。

非インタラクティブ QConvergeConsole CLI を使用した OoOFR 
の設定

OoOFR を非イ ン タ ラ ク テ ィ ブモー ドの QConvergeConsole CLI で有効にするには、

次のコ マン ド を発行し ます。

# qaucli -n <hba instance>|<hba wwpn> EnableReceiveOutOfOrderFrame 1

# qaucli -n <hba instance>|<hba wwpn> EO 1

このコ マン ドの内訳は次のとお り です。

OoOFR を非イ ン タ ラ ク テ ィ ブモー ドの QConvergeConsole CLI で無効にするには、

次のコ マン ド を発行し ます。

# qaucli -n <hba instance>|<hba wwpn> EnableReceiveOutOfOrderFrame 0

# qaucli -n <hba instance>|<hba wwpn> EO 0

UEFI ドライバの設定
本項は、 マルチブー ト イ メ ージに含まれる Unified Extensible Firmware Interface
（UEFI） ド ラ イバの設定についての情報を提供し ます。 UEFI 2.x システムは、 ヒ ューマ

ン イ ン タ フ ェースイ ン フ ラ （HII） を使用し てマザーボー ド デバイスおよびプ ラグイ ンア

ダプ ターの設定を行います。 QLogic Fibre Channel Adapter は HII を使用し てアダプ

ターパラ メ ータおよび boot-from-SAN の設定を行います。

hba instance = アダプ ター番号 （-g コマン ド を使用し て検索）

hba wwpn = アダプ ターのワールド ワイ ド ポー ト 名
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Dell 用に UEFI ドライバを設定するには、次の手順を実行します。

1. システム起動中に、 お使いのプ ラ ッ ト フ ォームに対応し たキーを押し ます。

2. Dell System Setup （Dell セ ッ ト ア ッ プユーテ ィ リ テ ィ ） ウ ィ ン ド ウで、 Device 
Settings （デバイス設定） を選択し て ENTER キーを押し ます。

Device Settings （デバイス設定） ウ ィ ン ド ウが開き、 システムに取り付けられた

デバイスのリ ス ト が表示されます。 リ ス ト されている各デバイスが HII をサポー

ト し ています。 QLogic デバイスには、 ポー ト ご とに 1 つのデバイス設定のエン

ト リがあ り ます。 各エン ト リ には、 ポー ト のアダプ ター名および WWPN があ り

ます。 図 3-11 は、 デバイス設定用のセ ッ ト ア ッ プユーテ ィ リ テ ィ ウ ィ ン ド ウの例

を示し ています。

図 3-11. Dell セットアップユーティリティ：デバイス設定

3. Device Settings （デバイス設定） ウ ィ ン ド ウで、 お使いのデバイスを選択し て 
ENTER を押し ます。
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選択し たデバイスの Main Configuration Page （メ イ ン設定ページ） が表示され

ます。 Main Configuration Page （メ イ ン設定ページ） は、 アダプ ター設定ペー

ジの最上層のメ ニューです。 図 3-12 は、 メ イ ン設定ページの例です。 

図 3-12. Dell セットアップユーティリティ：メイン設定

4. Main Configuration Page （メ イ ン設定ページ） で、 Port Configuration Page
（ポー ト 設定ページ） を選択し て ENTER を押し ます。

Port Configuration Page （ポー ト 設定ページ） が表示されます。 図 3-13 はその

一例です。 

図 3-13. Dell セットアップユーティリティ：ポート設定
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5. Port Configuration Page （ポー ト 設定ページ） を使用し て、 ポー ト 速度などのア

ダプ ターの動作パラ メ ータ を変更し ます。 ほとんどの場合はデフ ォル ト 値を使用
し ます。 表 3-4 は、 Port Configuration Page （ポー ト 設定ページ） の設定オプ

シ ョ ンを説明し ています。

6. Main Configuration Page （メ イ ン設定ページ） に戻るには、 Back （戻る） を ク

リ ッ ク し ます。

7. Main Configuration Page （メ イ ン設定ページ） で、 Firmware and Device 
Information （フ ァームウ ェ アおよびデバイスの情報） を選択し て ENTER を押

し ます。

表 3-4. ポート設定ページの設定

設定 説明

Device Name （デバイス名） アダプ ターの名前。

Port Number （ポー ト 番号） 選択し たポー ト のイ ンデ ッ ク ス （1 ～ N）。 図 3-13 で
は、 2 ポー ト アダプ ターのポー ト  1 が示されています。

Port Speed （ポー ト 速度） フ ァ イバーチャネルアダプ ターポー ト のデータ速度。
この値は、 自動または GFC で指定し ます。 アダプ

ターは 4GFC、 8GFC、 および 16GFC をサポー ト

し ています。 

Port Connection Mode
（ポー ト 接続モー ド ）

フ ァ イバーチャネルアダプ ターポー ト の接続モー ド。
アダプ ターは次のモー ド をサポー ト し ます。

 ループのみ 

 ポイ ン ト ツーポイ ン ト

 ループを優先、 それ以外はポイ ン ト ツーポイ ン ト

World Wide Node Name
（ワールド ワイ ド ノ ー ド名）

アダプ ターポー ト 固有のワールド ワイ ド ノ ー ド名
（WWNN）。

Virtual World Wide Node 
Name （仮想ワールド ワイ ド

ノ ー ド名）

アダプ ターポー ト 固有の仮想 WWNN。

World Wide Port Name
（ワールド ワイ ド ポー ト 名）

アダプ ターポー ト 固有の WWPN。

Virtual World Wide Port 
Name （仮想ワールド ワイ ド

ポー ト 名）

アダプ ターポー ト 固有の仮想 WWPN。
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Firmware and Device Information （フ ァームウ ェ アおよびデバイスの情報）

ページには、 アダプ ターおよびフ ァームウ ェ アのバージ ョ ン情報と、 ポー ト ア ド
レス情報が表示されます。 図 3-14 はその一例です。 

図 3-14. Dell セットアップユーティリティ：ファームウェアおよびデバイスの情報

表 3-5 は、 フ ァームウ ェ アおよびデバイスの情報の設定を説明し ています。

8. Main Configuration Page （メ イ ン設定ページ） に戻るには、 Back （戻る） を ク

リ ッ ク し ます。

表 3-5. ファームウェアおよびデバイスの情報の設定

設定 説明

Chip Type
（チ ッ プ タ イプ）

アダプ ターで使用されている Intelligent Storage 
Peripheral （ISP） コ ン ト ローラのタ イプ。

PCI Device ID
（PCI デバイス ID）

アダプ ターの固有 PCI デバイス ID。

Bus:Device:Function
（バス ： デバイス ： 機能）

Bus:Device:Function （BDF） の表記方法で表示されるア

ダプ タの PCI ア ド レス。

Family Firmware Version
（シ リーズのフ ァームウ ェ アバー
ジ ョ ン）

アダプ ターのフ ァームウェ アバージ ョ ンの情報。

EFI Driver Version
（EFI ド ラ イババージ ョ ン）

アダプ ターの拡張フ ァームウェ アイ ン タ フ ェース （EFI） の

ド ラ イババージ ョ ン情報。
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9. Main Configuration Page （メ イ ン設定ページ） で、 Fibre Channel Target 
Configuration （フ ァ イバーチャネルターゲ ッ ト 設定） を選択し て ENTER を押

し ます。

Fibre Channel Target Configuration （フ ァ イバーチャネルターゲ ッ ト 設定）

ページが表示されます。 図 3-15 はその一例です。 

図 3-15. ファイバーチャネルターゲット設定
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10. Fibre Channel Target Configuration （フ ァ イバーチャネルターゲ ッ ト 設定）

ページで、 SAN から起動するための SAN ス ト レージデバイスを選択し ます。 選

択可能な起動時のスキャ ンが有効になっている場合、 ターゲ ッ ト 設定によ り どの
ターゲ ッ ト  LUN をマ ッ プするかを決定し ます。 その他すべてのデバイスは無視さ

れます。 表 3-6 は、 フ ァ イバーチャネルターゲ ッ ト 設定の内容を説明し ています。

11. Main Configuration Page （メ イ ン設定ページ） に戻るには、 Back （戻る） を ク

リ ッ ク し ます。

12. Main Configuration Page （メ イ ン設定ページ） で、 HBA Configuration Page 
（HBA 設定ページ） を選択し て ENTER を押し ます。

表 3-6. ファイバーチャネルターゲット設定の内容

設定 説明

Boot Scan Selection
（起動時のスキャ ン選択）

指定されたフ ァ イバーチャネルのス ト レージ ターゲッ ト 、
またはフ ァ ブ リ ッ ク検出された ターゲッ ト からシステム
を起動するためのアダプ ターイニシエータの動作を指定
し ます。

First FC Target World Wide 
Port Name （最初の FC ターゲッ

ト のワールド ワイ ド ポー ト 名）

最初のフ ァ イバーチャネルのス ト レージ ターゲッ ト の 
WWPN を指定し ます。

First FC Target LUN
（最初の FC ターゲッ ト の LUN）

最初のフ ァ イバーチャネルのス ト レージ ターゲッ ト の 
LUN を指定し ます。

Second FC Target World Wide 
Port Name （2 番目の FC ター

ゲッ ト のワールド ワイ ド ポー ト 名）

2 番目のフ ァ イバーチャネルのス ト レージ ターゲッ ト の 
WWPN を指定し ます。

Second FC Target LUN
（2 番目の FC ターゲッ ト の LUN）

2 番目のフ ァ イバーチャネルのス ト レージ ターゲッ ト の 
LUN を指定し ます。

メモ

システム UEFI 互換性 ： マルチブー ト システム UEFI 搭載のコ ンピ ュータ システ

ムで QLogic ホス ト  2600 Series Adapter から起動するには、 システムの Boot
（起動） メ ニュー内の起動可能デバイスのリ ス ト に 2600 Series Adapter が第 1 
デバイス と し て含まれている必要があ り ます。
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HBA Configuration Page （HBA 設定ページ） が表示されます。 図 3-16 はその

一例です。 

図 3-16. Dell セットアップユーティリティ：HBA 設定

13. HBA Configuration Page （HBA 設定ページ） を使用し て、 アダプ ターの動作パ

ラ メ ータ を設定し ます。 ほとんどの場合はデフ ォル ト 値を使用し ます。 

表 3-7 は、 HBA Configuration Page （HBA 設定ページ） 内のフ ィ ールド を説明

し ています。

表 3-7. HBA 設定ページの設定

設定 説明

FC Tape Enable
（FC テープ有効）

フ ァ イバーチャネルプロ ト コル （FCP-2） 復元を有効ま

たは無効にし ます。

Loop Reset Delay
（ループ リ セ ッ ト 遅延）

ポー ト のフ ァ イバーチャネル調停ループのリ セ ッ ト 遅延
を指定し ます。 ループを リ セ ッ ト し たあと、 アダプ ター
のフ ァームウ ェ アは、 指定された秒数の間、 ループのア
ク テ ィ ビテ ィ を中止し ます。 範囲は 0 ～ 60 です。

Frame Payload Size
（フ レームのペイ ロー ドサイズ）

フ ァ イバーチャネルフ レームペイ ロー ドの最大サイズを
指定し ます。

Port Login Retry Count
（ポー ト ログイ ンのリ ト ラ イ回数）

アダプ ターフ ァームウ ェ アのイニシエータがターゲッ ト
デバイスのポー ト へのログイ ンを試みる回数を指定し ま
す。 範囲は 0 ～ 255 です。

Port Login Timeout
（ポー ト ログイ ン タ イムアウ ト ）

イニシエータがターゲッ ト デバイスのポー ト へのログイ
ン試行時に使用する、 ミ リ秒単位のタ イムアウ ト を指定
し ます。 範囲は 0 ～ 255000 です。
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14. Back （戻る） を ク リ ッ ク し て Main Configuration Page （メ イ ン設定ページ）

ウ ィ ン ド ウに戻り ます。

15. Finish （終了） を ク リ ッ ク し て変更を保存し、 終了し ます。

FA-PWWN の設定
本項では、 フ ァ ブ リ ッ ク割り当てのワールド ワイ ド ポー ト 名 （FA-PWWN） について次

の情報を提供し ます。

 アダプ ターからの FA-PWWN の設定

 Brocade スイ ッ チからの FA-PWWN の設定

アダプターからの FA-PWWN の設定
アダプ ター側から、 次のユーテ ィ リ テ ィ を使用し て FA-PWWN を設定する こ とができ

ます。

 QConvergeConsole GUI を使用し た FA-PWWN の設定

 QConvergeConsole CLI を使用し た FA-PWWN の設定

 QConvergeConsole VMware Plug-in を使用し た FA-PWWN の設定

Port Down Retry Count
（ポー ト ダウン リ ト ラ イ秒数）

ソ フ ト ウ ェ アがポー ト ダウンステータ スを返すポー
ト へコマン ド を再試行する秒数を指定し ます。 範囲
は 0 ～ 255 です。

Link Down Timeout
（リ ン クダウンのタ イムアウ ト ）

SAN フ ァ ブ リ ッ クの接続が失われ、 ア ッ プ リ ン クポー ト

がダウン し ている と マーク されている こ とがシステムに
通知されるまでに、 フ ァ イバーチャネルのア ッ プ リ ン ク
ポー ト をオフ ラ イ ンにする こ とができる、 ミ リ秒単位の
数値を指定し ます。 範囲は 1 ～ 255000 です。

表 3-7. HBA 設定ページの設定（続き）

設定 説明
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QConvergeConsole GUI を使用した FA-PWWN の設定

FA-PWWN を設定する前に、 図 3-17 の例にあるよ う に、 Port Info （ポー ト 情

報） にポー ト 名が表示されます。

図 3-17. GUI での FA-PWWN の設定前

QConvergeConsole GUI を使用して FA-PWWN を設定するには、次の手順を実行

します。

1. 左側の QConvergeConsole GUI ツ リーペイ ンでアダプ ターを選択し、 そのアダ

プ ター ノ ー ド を展開し てポー ト を選択し ます。

2. 右側のコ ンテンツペイ ンで、 Parameters （パラ メ ータ） タ ブを ク リ ッ ク し ます。

3. Parameters （パラ メ ータ） ページで、 Advanced HBA Parameters （HBA 詳
細パラ メ ータ） タ ブを ク リ ッ ク し ます。

4. Configure Port Advanced Parameters （ポー ト 詳細パラ メ ータの設定） の下

で、 Enable Fabric Assigned WWN （フ ァ ブ リ ッ ク割り当ての WWN を有効

にする） チ ェ ッ クボ ッ クスを選択し て Save （保存） を ク リ ッ ク し ます。
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Brocade® スイ ッ チの更新後、 図 3-18 にあるよ う に、 Port Info （ポー ト 情報）

ページに Port Name （ポー ト 名） が表示されます。

図 3-18. GUI 内の新しい FA-PWNN ポート名

QConvergeConsole CLI を使用した FA-PWWN の設定

QConvergeConsole CLI を使用して FA-PWWN を設定するには、次の手順を実行し

ます。

1. イ ン タ ラ ク テ ィ ブモー ドの QConvergeConsole CLI で Main Menu （メ イ ン メ

ニュー） を選択し、 Adapter Configuration （アダプ ター設定） を ク リ ッ ク し ま

す。

2. HBA Parameters （HBA パラ メ ータ） を選択し ます。

3. 該当するポー ト を選択し ます。

4. Configuration HBA Parameters （HBA 設定パラ メ ータ） を選択し ます。

5. Enable Fabric Assign WWN （フ ァ ブ リ ッ ク割り当て WWN を有効にする） を

選択し ます。

6. Enable Fabric Assign WWN Menu （フ ァ ブ リ ッ ク割り当ての WWN を有効に

する メ ニュー） で、 1: Enable （1 ： 有効にする） を選択し ます。

7. Commit Changes （変更のコ ミ ッ ト ） オプシ ョ ンを選択し ます。

次に、 FA-PWWN の設定の一例を示し ます。

HBA Desc. : QLE2672 QLogic 2-port 16Gb Fibre Channel Adapter

FW Version : 7.04.00

WWPN : 21-00-00-OE-1E-11-4A-38

WWNN : 21-00-00-OE-1E-11-4A-38

Link : Online

===============================================================
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1: Connection Options

2: Data Rate

3: Frame Size

4: Enable HBA Hard Loop ID

5: Hard Loop ID

6: Loop Reset Delay (seconds)

7: Enable BIOS

8: Enable Fibre Channel Tape Support

9: Operation Mode

10: Interrupt Delay Timer (100 microseconds)

11: Execution Throttle

12: Login Retry Count

13: Port Down Retry Count

14: Enable LIP Full Login

15: Link Down Timeout (seconds)

16: Enable Target Reset

17: LUNs per Target

18: Enable Receive Out of Order Frame

19: Enable LR

20: Enable Fabric Assign WWN

21: Commit Changes

22: Abort Changes

(p or 0: Previous Menu; m or 98: Main Menu; ex or 99: Quit)

Please enter selection: 20

QConvergeConsole

Version 1.1.3 (Build 22)

Enable Fabric Assign WWN Menu

1: Enable

2: Disable (current)

(p or 0: Previous Menu; m or 98: Main Menu; ex or 99: Quit)

Please enter selection: 1
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Brocade スイ ッ チの更新後、 次の例にあるよ う に、 Adapter Information （アダプ

ター情報） にポー ト 名が表示されます。 

QConvergeConsole

CLI - Version 1.1.3 (Build 22)

FC Adapter Information

1: FC Adapter Information

2: FC Port Information

3: FC VPD Information

4: FC Target/LUN Information

5: FC VFC Information

(p or 0: Previous Menu; m or 98: Main Menu; ex or 99: Quit)

Please enter selection: 2

QConvergeConsole

CLI - Version 1.1.3 (Build 22)

Adapter Information

HBA Model QLE2672 SN: RFE12340H08416

1: Port 1: WWPN: 21-00-00-0F-1F-11-4A-30 Link Down

2: Port 2: WWPN: 50-00-53-37-63-FA-00-05 Online

QConvergeConsole VMware Plug-in を使用した FA-PWWN の設定

QConvergeConsole VMware vCenter Server Plug-in または QConvergeConsole 
VMware vSphere Web Client Plug-in を使用し た FA-PWWN の設定については、

『User’s Guide—QConvergeConsole Plug-ins for VMware vSphere (part number 
SN0054677-00)』 （ユーザーズガイ ド  - VMware vSphere 向け QConvergeConsole 
Plug-ins （部品番号 SN0054677-00）） で 「Fibre Channel Adapter ポー ト の管理」 を

参照し て く だ さい。

Brocade スイッチからの FA-PWWN の設定
Brocade スイ ッ チから、 FA-PWWN および静的 FA-PWWN を設定する こ とができま

す。 最新情報については、 Brocade スイ ッ チマニュアルを参照し て く だ さい。
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スイッチからの FA-PWWN の設定

図 3-19 は、 Brocade スイ ッ チからの FA-PWWN 設定を示し ています。

図 3-19. Brocade スイッチからの FA-PWWN の設定

Brocade スイ ッ チの更新後、 図 3-20 にあるよ う に、 Device Port WWN （デバイス

ポー ト  WWN） が Web ツールに表示されます。

図 3-20. Brocade スイッチのデバイスポート WWN

スイッチからの静的 FA-PWWN の設定

図 3-21 は、 Brocade スイ ッ チからの静的 FA-PWWN 設定を示し ています。

図 3-21. Brocade スイッチからの静的 FA-PWWN の設定

Brocade スイ ッ チの更新後、 図 3-22 にあるよ う に、 Device Port WWN （デバイス

ポー ト  WWN） が Web ツールに表示されます。

図 3-22. Brocade スイッチのデバイスポート WWN（静的）
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FA-BLD の設定と検証
本項では、 フ ァ ブ リ ッ ク割り当てのブー ト  LUN 検出 （FA-BLD） について次の情報を提

供し ます。

 アダプ ターからの FA-BLD の設定

 FA-BLD が動作可能である こ との検証

 アダプ ター側の制限事項

アダプターからの FA-BLD の設定
アダプ ター側では、 次の手順に従っ てフ ァ ブ リ ッ ク割り当てのブー ト  LUN 検出

（FA-BLD） を QConvergeConsole GUI および QConvergeConsole CLI で設定し ます。

QConvergeConsole GUI を使用したホストバスアダプターポート BIOS とファブ
リック割り当てのブート LUN の有効化

ホストバスアダプターポート BIOS を有効にするには、次の手順を実行します。

1. QConvergeConsole GUI の左側のペイ ンで、 Host （ホス ト ） タ ブを選択し ます。

2. システムツ リーで、 アダプ ター ノ ー ド を展開し てからポー ト を選択し ます。

3. 右側のコ ンテンツペイ ンで、 Parameters （パラ メ ータ） タ ブを ク リ ッ ク し ます。

4. Parameters （パラ メ ータ） ページで、 HBA Parameters （HBA パラ メ ータ） タ

ブを ク リ ッ ク し ます。

5. HBA Parameters （HBA パラ メ ータ） ページで、 Enable HBA Port BIOS
（HBA ポー ト  BIOS を有効にする） チ ェ ッ クボ ッ ク スを選択し ます。

6. Save （保存） を ク リ ッ ク し ます。
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図 3-23 はその一例です。

図 3-23. ホストバスアダプターポート BIOS の有効化

ファブリック割り当てのブート LUN を有効にするには、次の手順を実行します。

1. QConvergeConsole GUI の左側のペイ ンで、 Host （ホス ト ） タ ブを選択し ます。

2. システムツ リーで、 アダプ ター ノ ー ド を展開し てからポー ト を選択し ます。

3. 右側のコ ンテンツペイ ンで、 Parameters （パラ メ ータ） タ ブを ク リ ッ ク し ます。

4. Parameters （パラ メ ータ） ページで、 Boot Device Selection （ブー ト デバイ

スの選択） タ ブを ク リ ッ ク し ます。

5. Boot Device Selection （起動デバイスの選択） ページで、 Enable Fabric 
Assigned Boot LUN （フ ァ ブ リ ッ ク割り当てのブー ト  LUN を有効にする）

チ ェ ッ クボ ッ ク スを選択し ます。

6. Save （保存） を ク リ ッ ク し ます。
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図 3-24 はその一例です。

図 3-24. ファブリック割り当てのブート LUN の有効化

QConvergeConsole CLI を使用したアダプターと起動デバイスの設定

アダプターと起動デバイスを設定するには、次の手順を実行します。

1. QConvergeConsole CLI で、 Adapter Configuration （アダプ ター設定） に移動

し、 HBA Parameters （HBA パラ メ ータ） を選択し ます。

2. ポー ト 番号を入力し ます。

3. Configure HBA Parameters （HBA パラ メ ータの設定） を選択し ます。

4. Enable BIOS （BIOS を有効にする） を選択し、 Enable （有効化） に設定し ます。

5. Adapter Configuration （アダプ ター設定） で、 Boot Device Configuration
（起動デバイス設定） を選択し ます。

6. ポー ト 番号を入力し ます。

7. Configure Boot Device(s) （起動デバイスの設定） を選択し ます。

8. Enable Fabric Assign Boot LUN （フ ァ ブ リ ッ ク割り当てのブー ト  LUN を有

効にする） を Enable （有効化） に設定し ます。

9. Commit Changes （変更内容を コ ミ ッ ト する） を選択し ます。
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図 3-25 は、 アダプ ターと起動デバイス設定の例を示し ています。

図 3-25. アダプターと起動デバイスの設定

Brocade スイッチでのゾーンの設定

Brocade スイッチでゾーンを設定するには、次の手順を実行します。

1. 次の手順でブー ト  LUN 設定を作成し ます。

bootluncfg --add 50:00:53:37:63:FA:00:05 
20:02:00:11:0d:51:5c:01 0000000000000000

2. 次の情報を含む名前でゾーンを作成し ます。

 デバイスの PWWN 
 ターゲ ッ ト  WWN に関する固有の情報

 起動元の LUN

3. 次のよ う に、 ゾーンセ ッ ト 設定にゾーンを追加し ます。

cfgadd config, "BFA_5000533763fa0005_BLUN"

4. ゾーンセ ッ ト を保存するには、 次のコ マン ド を発行し ます。

cfgsave

5. ア ク テ ィ ブに実行されるよ う に、 ゾーンセ ッ ト 設定を有効に し ます。

cfgenable config
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図 3-26 は、 Brocade スイ ッ チで設定されたゾーンの例を示し ています。

図 3-26. Brocade スイッチでのゾーンの設定

FA-BLD が動作可能であることの検証
FA-BLD が動作可能である こ と を検証するには、 Fast!UTIL またはシステムを使用し ます。

図 3-27 は、 Fast!UTIL にブー ト  LUN が表示されている状態です。

図 3-27. Fast!UTIL での FA-BLD の検証
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図 3-28 は、 LUN のイ ンス ト ール準備が完了し ているシステム、 または LUN から  OS 
が起動されているシステムの使用を示し ます。

図 3-28. システムからの FA-BLD の検証

アダプター側の制限事項
既知のフ ァ ブ リ ッ ク割り当てのワールド ワイ ド ポー ト 名 （FA-PWNN） と  FA-BLD 制限

事項には次が含まれます。

 Fast!UTIL から完全に有効化する こ とができない。

 Fast!UTIL、QConvergeConsole GUI、 または QConvergeConsole CLI からの 
Restore Defaults （デフ ォル ト の復元） を使用する こ とができない。 使用する

と、 これらの機能が無効にな り ます。
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ファブリック割り当てのブート LUN の使用
本項では、 次のユーテ ィ リ テ ィ でフ ァ ブ リ ッ ク割り当てのブー ト  LUN を使用する方法

について説明し ます。

 QConvergeConsole GUI でのフ ァ ブ リ ッ ク割り当てのブー ト  LUN の使用

 イ ン タ ラ ク テ ィ ブ QConvergeConsole CLI でのフ ァ ブ リ ッ ク割り当てのブー ト  
LUN の使用

 非イ ン タ ラ ク テ ィ ブ QConvergeConsole CLI でのフ ァ ブ リ ッ ク割り当てのブー

ト  LUN の使用

 QConvergeConsole Plug-in でのフ ァ ブ リ ッ ク割り当てのブー ト  LUN の使用

QConvergeConsole GUI でのファブリック割り当てのブート 
LUN の使用

QConvergeConsole GUI を使用し てフ ァ ブ リ ッ ク割り当て LUN を使用する方法の詳

細については、 『QConvergeConsole Help』 の 「Fabric-Assigned Boot LUN」 （フ ァ

ブ リ ッ ク割り当てブー ト  LUN） を参照し て く だ さい。

インタラクティブ QConvergeConsole CLI でのファブリック割り
当てのブート LUN の使用

インタラクティブ QConvergeConsole CLI でファブリック割り当てのブート LUN 
を使用するには、次の手順を実行します。

1. メ イ ン メ ニューから、 アダプ タータ イプ （Fibre Channel Adapter） を選択し ます。

2. Fibre Channel Adapter Configuration （設定） メ ニューで、 Boot Devices 
Configuration （起動デバイスの設定） を選択し ます。

3. Boot Device Settings （起動デバイス設定） メ ニューで、 Configure Boot 
Device(s) （起動デバイスの設定） を選択し、 ENTER キーを押し ます。

4. Enable Fabric Assigned Boot LUN （フ ァ ブ リ ッ ク割り当てブー ト  LUN を有

効にする） を選択し、 ENTER を押し ます。

5. Enable Fabric Assign Boot LUN （フ ァ ブ リ ッ ク割り当てのブー ト  LUN の有

効化） メ ニューで、 1 を入力し てこの機能を有効にし ます。
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非インタラクティブ QConvergeConsole CLI でのファブリック割
り当てのブート LUN の使用

非イ ン タ ラ ク テ ィ ブ QConvergeConsole CLI では、 次のコ マン ド を実行する こ とによ

り、 特定のアダプ ターのターゲ ッ ト を フ ァ ブ リ ッ ク割り当てのブー ト  LUN と し て設定

し ます。

# qaucli -pr fc -e  <hba instance>|<hba wwpn> enable|disable 
FabricAssignBootLUN|fb 

このコ マン ドの内訳は次のとお り です。

QConvergeConsole Plug-in でのファブリック割り当てのブート 
LUN の使用

QConvergeConsole VMware vSphere Web Client Plug-in でのフ ァ ブ リ ッ ク割り当

てのブー ト  LUN の使用に関する情報は、 『User’s Guide—QConvergeConsole 
Plug-ins for VMware vSphere (part number SN0054677-00)』 （ユーザーズガイ ド  - 
VMware vSphere 向け QConvergeConsole Plug-ins （部品番号 SN0054677-00））

の 「フ ァ イバーチャネルポー ト 起動パラ メ ータの設定」 を参照し て く だ さい。

QConvergeConsole VMware vCenter Server Plug-in で 2600 Series Adapter
起動デバイスを設定するには、次の手順を実行します。

1. QConvergeConsole VMware vCenter Server Plug-in で 
QConvergeConsole タ ブを ク リ ッ ク し ます。

2. 左側のツ リーペイ ンで、 2600 Series Adapter ポー ト を選択し ます。

3. Boot （起動） タ ブを ク リ ッ ク し ます。

hba instance =  アダプ ター番号 （-g コ マン ド を使用し て検索）

hba wwpn =  アダプ ターのワールド ワイ ド ポー ト 名

FabricAssignBootLUN
または fb

= フ ァ ブ リ ッ ク割り当てのブー ト  LUN 設定の有効化

を設定
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4. Boot Device Selection （起動デバイスの選択） ページで、 Enable Fabric 
Assigned Boot LUN （フ ァ ブ リ ッ ク割り当てのブー ト  LUN を有効にする）

チ ェ ッ クボ ッ ク スを選択し ます。 図 3-29 はその一例です。

図 3-29. QConvergeConsole VMware vCenter Server Plug-in でのファブリック
割り当てのブート LUN

詳細については、 『QConvergeConsole Help』 の ト ピ ッ ク 「起動デバイスの選

択」 を参照し て く だ さい。

5. Save （保存） を ク リ ッ ク し ます。 現在の 2600 Series Adapter に対し て前に保

存し た設定はすべて上書き されます。

診断の実行 — ファイバーチャネル Ping とトレース
ルート

本項では、 フ ァ イバーチャネル ping と ト レースルー ト 診断の実行方法について次の情

報を提供し ます。

 ping の実行および ト ポロジマ ッ プを使用し たルーテ ィ ングの ト レースの表示

 フ ァ イバーチャネル CT Ping テス ト の実行

 フ ァ イバーチャネル ト レースルー ト
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ping の実行およびトポロジマップを使用したルーティングのトレー
スの表示

QConvergeConsole GUI ト ポロジマ ッ プは共通 ト ラ ンスポー ト （CT） 層を利用し て、

アダプ ターのイニシエータポー ト が ping または ト レースルー ト を実行できるよ う にし

ます。 これらは、 単体または複数のスイ ッ チの、 およびターゲ ッ ト への複数ポー ト を経
由し て環境内全体を移動し ます。 

表 3-8 は、 Ping テス ト 、 CT Ping テス ト 、 および CT FTR テス ト の相違点の比較です。

フ ァ イバーチャネル Ping および ト レースルー ト でサポー ト されている構成は次のとお

り です。

 QLogic 2600 Series Adapter および 8200 Series アダプ ター

 Based フ ァ ブ リ ッ ク  OS® （FOS） v6.0.0a 搭載の Brocade スイ ッ チ

ファイバーチャネル CT Ping テストの実行
フ ァ イバーチャネル CT Ping テス ト は、 本項の説明に従っ て、 QConvergeConsole 
GUI、 QConvergeConsole CLI、 または QConvergeConsole VMware Plug-in から

実行する こ とができます。

表 3-8. Ping テスト、CT Ping テスト、および CT FTR テスト

Ping テスト CT Ping テスト CT FTR テスト

SCSI レ イヤー ping CT または フ ァ イバーチャネル 
Ping

CT または フ ァ イバーチャネル ト

レースルー ト

SCSI 照会コマン ド を使用 外部リ ン ク経由のエコーを使用 物理 ト ポロジのスキャ ンが必要

任意の SCSI デバイスで動作可能 CT または外部リ ン ク をサポー ト し

ているすべてのフ ァ イバーチャネル
デバイスで動作可能

CT または外部リ ン ク をサポー ト し

ているポー ト 経由で接続されたすべ
てのデバイスで動作可能

メモ

スイ ッ チ と フ ァ イバチャネルエン ド デバイスは、 フ ァ イバーチャネルの Ping と  
Trace Route 機能をサポー ト し ている必要があ り ます。 サポー ト される フ ァ イ

バーチャネルのソ フ ト ウ ェ アバージ ョ ンについては、 99 ページの表 3-10 を参照

し て く だ さい。
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QConvergeConsole GUI からのファイバーチャネル CT Ping の実行

ファイバーチャネル CT Ping テストを QConvergeConsole GUI から実行するには、

次の手順を実行します。

1. QConvergeConsole GUI の左側ペイ ンで Host （ホス ト ） タ ブを ク リ ッ ク し ます。

2. Host （ホス ト ） ページで、 アダプ ター ノ ー ド を展開し てからポー ト を選択し ます。

3. 右側のコ ンテンツペイ ンで、 Diagnostics （診断） タ ブを ク リ ッ ク し ます。

4. Diagnostics （診断） ページで、 General Diagnostics （一般診断） タ ブを ク

リ ッ ク し ます。

5. General Diagnostics （一般診断） ページ （図 3-30 参照） で、 Test 
Configuration （テス ト 設定） オプシ ョ ンを選択し、 次に CT Ping Test
（CT Ping テス ト ） を ク リ ッ ク し てテス ト を開始し ます。

図 3-30. ファイバーチャネル CT Ping テストの実行
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診断 CT Ping テス ト の警告メ ッ セージが表示されます （図 3-31）。 

図 3-31. CT Ping テスト警告

6. ポー ト にア ク テ ィ ブな I/O がないこ と を確認し てから、 Yes （はい） を ク リ ッ ク

し てテス ト を続行、 または No （いいえ） を ク リ ッ ク し てキャ ンセルし ます。

QConvergeConsole CLI からのファイバーチャネル CT Ping の実行

ファイバーチャネル CT Ping テストを QConvergeConsole CLI から実行するには、

次の手順を実行します。

1. QConvergeConsole CLI FC Diagnostics （FC 診断） メ ニューで 7: CT Ping 
Test （7 ： CT Ping テス ト ） を選択し ます。

2. HBA Model （HBA モデル） リ ス ト から  Ping するポー ト を選択し ます。

3. CT Ping Test （CT Ping テス ト ） メ ニューから  4: Start Diagnostic Test
（4 ： 診断テス ト を開始） を選択し ます。

以下は、 CT Ping テス ト の出力例です。

----------------------------------------------

Diagnostics Test Configuration

----------------------------------------------

Diagnostic Mode : CT Ping

Number of tests (1-10000) : 10

Number of Pass : 1

Test Increment (1-10000) : 1

Abort On Error : Ignore

Test Continuous : OFF

---------------------------------------------------
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ID Data Link Sync Signal Invalid Diagnostic
Port/Loop Miscompare Failure Loss Loss CRC Status
--------- ---------- ------- -------- --------- --------- ----------

01-0B-01 0 0 0 0 0 Success

QConvergeConsole VMware プラグインからのファイバーチャネル CT Ping の実行

QConvergeConsole VMware vCenter Server Plug-in または QConvergeConsole 
VMware vSphere Web Client Plug-in からのフ ァ イバーチャネル CT Ping の実行の詳

細については、 『User’s Guide—QConvergeConsole Plug-ins for VMware vSphere 
(part number SN0054677-00)』 （ユーザーズガイ ド  - VMware vSphere 向け 
QConvergeConsole Plug-ins （部品番号 SN0054677-00）） で 「Diagnostic 
Tests—Fibre Channel Port」 （診断テス ト  — フ ァ イバーチャネルポー ト ） の項を参照

し て く だ さい。

ファイバーチャネルトレースルート

ファイバーチャネルトレースルートを QConvergeConsole GUI から実行するには、

次の手順を実行します。

1. 左側のシステムツ リーペイ ンで Host （ホス ト ） タ ブを ク リ ッ ク し ます。

2. 右側のコ ンテンツペイ ンで Topology （ ト ポロジ） タ ブを ク リ ッ ク し ます。

3. Topology （ ト ポロジ） の横で Physical （物理） オプシ ョ ンを選択し ます。

4. ト ポロジマ ッ プで、 該当するアダプ ターを右ク リ ッ ク し ます。

5. FC Trace Route （FC ト レースルー ト ） オプシ ョ ンを選択し ます。

6. Target Selection （ターゲ ッ ト の選択） ダイアログボ ッ クスで、 ト レースルー ト を

実行する ターゲ ッ ト を選択し ます。

7. Trace （ ト レース） を ク リ ッ ク し ます。

メモ

デフ ォル ト 設定は、 テス ト のパスご とにこれを 10 回繰り返し ます （出力は前述と

同様）。
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図 3-32 はその一例です。

図 3-32. QConvergeConsole GUI からのファイバーチャネルトレースルートの実行

QConvergeConsole GUI からのフ ァ イバーチャネル ト レースルー ト の出力には、 赤い

ホス ト 起源のペイ ロー ドのシンボルが表示されます。 通過し たルー ト も赤色でハイ ラ イ
ト 表示されます。 ペイ ロー ド は、 ターゲ ッ ト に到達するまでの経路を移動する際に、 各
スイ ッ チ上の適切なポー ト を通過し ます。

次のアイテムからの成功メ ッ セージ出力と し て結果が表示されます。

 QConvergeConsole GUI
 QConvergeConsole CLI
 Diagnostics （診断） エ リ ア

QConvergeConsole VMware vCenter Server Plug-in または QConvergeConsole 
VMware vSphere Web Client Plug-in でのフ ァ イバーチャネル ト レースルー ト の使用

に関する詳細については、 『User’s Guide—QConvergeConsole Plug-ins for 
VMware vSphere (part number SN0054677-00)』 （ユーザーズガイ ド  - VMware 
vSphere 向け QConvergeConsole Plug-ins （部品番号 SN0054677-00）） で

「Diagnostic Tests—Fibre Channel Port」 （診断テス ト  — フ ァ イバーチャネルポー ト ）

を参照し て く だ さい。

メモ

CT FTR テス ト も実行可能です。
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CS_CTL QoS の設定

本項では、 Class-Specific Control （CS_CTL） サービス品質 （QoS） について、 次の

情報を提供し ます。

 CS_CTL QoS 機能

 イニシエータポー ト と ターゲ ッ ト ポー ト に対する CS_CTL QoS モー ドの有効化

 各ポー ト の CS_CTL モー ド セ ッ ト ア ッ プの検証と確認

 QConvergeConsole GUI でのアダプ ターのポー ト からの仮想ポー ト の作成

 QConvergeConsole GUI での仮想ポー ト の QoS 優先順位レベルの設定

CS_CTL QoS 機能
以下に挙げた特徴は、 CS_CTL QoS の特徴の一部です。

 QLogic Gen5 フ ァ イバーチャネル SAN のための ト ラ フ ィ ッ ク優先順位分類。 パ

ケ ッ ト レベルでの QoS を、 FC-FS-2 仕様で規定されている CS_CTL フ ィ ール

ド を利用する こ とによ って実現。 QoS によ り、 FC フ レームヘ ッ ダ内の CS_CTL 
フ ィ ールドの値に応じ て、 ホス ト と ターゲ ッ ト 間のフ レームに優先順位をつける
こ とが可能。

 QoS の範囲を フ ァ ブ リ ッ クからホス ト まで拡張。

 QLogic フ ァ イバーチャネルのユーザーが、 サービスレベル契約を損な う こ と な

く 、 サーバーの仮想化を迅速に拡張する こ とが可能。

 物理サーバー導入と仮想サーバー導入の両方に役立つ。

 サポー ト されている設定 ：

 QLogic 2600 Series Adapter

 CS_CTL ベースの QoS はエン ド ツーエン ド （ターゲ ッ ト が CS_CTL 対応

である こ とが必須）

メモ

エン ド ツーエン ド  CS_CTL QoS についての情報は、 89 ページの 「エン ド ツーエ

ン ド  CS_CTL QoS の設定」 を参照し て く だ さい。
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イニシエータポートとターゲットポートに対する CS_CTL QoS 
モードの有効化

図 3-33 は、 イニシエータ と ターゲ ッ ト ポー ト に対し て CS_CTL QoS モー ド を有効に

する方法を示し ています。

図 3-33. CS_CTL QoS モードの有効化

各ポートの CS_CTL モードセットアップの検証と確認
図 3-34 は、 各ポー ト での CS_CTL モー ド セ ッ ト ア ッ プの検証方法を示し ています。

図 3-34. 各ポートの CS_CTL モードセットアップ

QConvergeConsole GUI でのアダプターのポートからの仮想ポー
トの作成

QConvergeConsole GUI で仮想ポートを作成するには、次の手順を実行します。

1. 左側の QConvergeConsole GUI コ ンテンツペイ ンで、 Host （ホス ト ） タ ブを選

択し ます。

2. Host （ホス ト ） ページで、 アダプ ター ノ ー ド を展開し てポー ト を選択し ます。

3. 右側のコ ンテンツペイ ンで、 Virtual （仮想） タ ブを選択し ます。

4. Create New Virtual Port （新規仮想ポー ト の作成） 下の Virtual （仮想） ページ

で、 Number of vPort to create （作成する vPort の数） を指定し て Update
（ア ッ プデー ト ） を ク リ ッ ク し ます。

5. Create （作成） を ク リ ッ ク し ます。
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図 3-35 は、 QConvergeConsole GUI でアダプ ターのポー ト から仮想ポー ト を

作成する方法を示し ています。

図 3-35. 仮想ポートの作成
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QConvergeConsole GUI での仮想ポートの QoS 優先順位レベル
の設定

図 3-36 は、 QConvergeConsole GUI での仮想ポー ト への QoS 優先順位レベルの設

定方法を示し ています。

図 3-36. QoS 優先順位レベルの設定

エンドツーエンド CS_CTL QoS の設定

メモ

デフ ォル ト で、 物理ポー ト の QoS は High （高）、 仮想ポー ト の QoS は Low
（低） に設定されています。

メモ

エン ド ツーエン ド ではない CS_CTL QoS の詳細については、 86 ページの

「CS_CTL QoS の設定」 を参照し て く だ さい。
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QLogic の Class Specific Control （CS_CTL） QoS の実装は、 エン ド ツーエン ドのソ

リ ューシ ョ ンであ り、 イニシエータ （2600 Series Adapter）、 スイ ッ チ、 およびター

ゲ ッ ト （ス ト レージ） が含まれます。 2600 Series Adapter は、 優先順位値 （高、 中、

低） を フ ァ イバーチャネルフ レームの CS_CTL フ ィ ールド にス タ ンプ し ます。 3 つす

べてのエンテ ィ テ ィ （イニシエータ、 スイ ッ チ、 およびターゲ ッ ト ） はそれぞれのレベ
ルでこの優先順位値に従います。 

し たがっ て、 3 つすべてのエンテ ィ テ ィ で QoS がサポー ト されている場合 （さ らにス

イ ッ チ と ターゲ ッ ト で QoS が有効になっ ている こ と）、 FCP_CMND、 FCP_DATA、

FCP_XFER_RDY、 FCP_RSP、 および FCP_CONFIRM フ レームのすべてにデフ ォ

ル ト の優先順位値が設定されます。

次の項では、 エン ド ツーエン ド  CS_CTL QoS の設定方法と、 デフ ォル ト 優先順位レベ

ルの変更方法について説明し ます。

 スイ ッ チでの CS_CTL QoS の設定

 ス ト レージデバイスでの CS_CTL QoS の設定

 QoS 優先順位レベルの変更

スイッチでの CS_CTL QoS の設定

Brocade SW6510 スイッチ上で CS_STL QoS を有効に設定するには、次の手順を実

行します。

1. スイ ッ チから次のコ マン ド を発行し ます。

root> configurechassis

Configure...

2. 属性のリ ス ト が 1 つずつ表示されます。 デフ ォル ト を受け入れる、 または異なる

値を入力する と、 次の属性が表示されます。 

 ENTER を押し て、 cfgload attributes、 Custom attributes 
および system attributes のデフ ォル ト を承諾し ます。 

 fos attributes には y を入力し ます。 

 CSCTL QoS Mode には 1 を入力し ます。 

メモ
i

QoS はスイ ッ チ と ターゲ ッ ト の両方のデバイスでサポー ト されている必要があ り

ます。

本マニュアルの発行時点では、 CS_CTL QoS がテス ト されたのは Brocade 
SW6510 スイ ッ チ と フ ァ ブ リ ッ ク  OS （FOS） バージ ョ ン 7.3.0a の組み合わせ

のみです。
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例 ：

cfgload attributes (yes, y, no, n): [no]

Custom attributes (yes, y, no, n): [no]

system attributes (yes, y, no, n): [no]

fos attributes (yes, y, no, n): [no] y

CSCTL QoS Mode (0 = default; 1 = auto mode): (0..1) [0] 1

3. スイ ッ チを再起動し ます。

4. CS_CTL QoS が有効になっている こ と を確認するには、 次のコ マン ド を発行し

ます。

root> configshow -all | grep fos.csctlMode

このコ マン ド で次の応答が返されます。

fos.csctlMode:1

5. QoS をスイ ッ チ - ポー ト ベースで有効にするには、 次のコ マン ド を発行し ます。

portcfgqos --enable [slot/]port csctl_mode

ストレージデバイスでの CS_CTL QoS の設定
QoS の設定手順については、 お使いのデバイスのユーザーガイ ド を参照し て く だ さい。

QoS 優先順位レベルの変更
QoS 優先順位レベルは、2600 Series Adapter の vPort で設定されます。Windows と  
VMware のアダプ ター ド ラ イバは、 デフ ォル ト の vPort 優先順位レベルを割り当てま

す。 以降の項では、 Windows および VMware ESXi システムでデフ ォル ト の vPort 優
先順位レベルを変更する方法について説明し ます。

Windows での優先順位レベルの変更

Windows で vPort 優先順位レベルを変更するには、 先に vPort を割り当ててから、 優

先順位レベルを変更する必要があ り ます。 どち らの手順も、 以降の項に説明されている
とお り、 QConvergeConsole GUI またはイ ン タ ラ ク テ ィ ブ QConvergeConsole CLI 
のいずれかを使用し て行う こ とができます。

詳細に関し ては、 『QConvergeConsole Help』 と 『User’s Guide—QConvergeConsole 
CLI (part number SN0054667-00)』 （ユーザーズガイ ド  - QConvergeConsole CLI （部

品番号 SN0054667-00）） を参照し て く だ さ い。
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Vport の作成

QConvergeConsole GUI で vPort を作成を設定するには、次の手順を実行します。

1. QConvergeConsole GUI の左側のペイ ンで、 vPort を作成する 2600 Series 
Adapter を搭載し ているホス ト に接続し ます。

2. 左側のペイ ンで、 ホス ト のプ ラス記号 （+） を ク リ ッ ク し て展開し ます。 

3. vPort を作成する 2600 Series Adapter を見つけて展開し ます。

4. 右側のペイ ンで、 Virtual （仮想） タ ブを ク リ ッ ク し ます。

5. Number of vPort to create （作成する vPort の数） オプシ ョ ンに有効な値を入

力し、 Update （ア ッ プデー ト ） を ク リ ッ ク し ます。

6. Create （作成） を ク リ ッ ク し て vPort を作成し ます。

図 3-37 はその一例です。 

図 3-37. QConvergeConsole GUI での vPort の作成

インタラクティブ QConvergeConsole CLI で vPort を作成を設定するには、次の手

順を実行します。

1. Main Menu （メ イ ン メ ニュー） で、 Adapter Configuration （アダプ ターの設

定） を選択し ます。

2. Adapter Type Selection （アダプ タータ イプの選択） メ ニューで、 Virtual 
Ports (NPIV) （仮想ポー ト （NPIV）） を選択し ます。

3. Virtual Ports （仮想ポー ト ） メ ニューで、 Adapter Port （アダプ ターポー ト ）

を選択し ます。
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4. Adapter Port （アダプ ターポー ト ） メ ニューで、 Create vPorts （vPort の作

成） を選択し ます。

5. Create vPorts （vPort の作成） メ ニューで、 Generate （生成） を選択し ます。

6. Commit （コ ミ ッ ト ） を選択し て vPort を作成し ます。

vPort 優先順位レベルの変更

QConvergeConsole GUI を使用して vPort の優先順位レベルを変更するには、次の

手順を実行します。

1. QConvergeConsole GUI の左側のペイ ンで、 vPort のレベルを変更する 2600 
Series Adapter を搭載し ているホス ト に接続し ます。

2. 左側のペイ ンで、 ホス ト のプ ラス記号 （+） を ク リ ッ ク し て展開し ます。 

3. vPort のレベルを変更する 2600 Series Adapter を見つけて展開し ます。

4. 右側のペイ ンで、 QoS タ ブを ク リ ッ ク し ます。

5. QoS Type （QoS タ イプ） ボ ッ ク スで、 Priority （優先順位） を選択し ます。

6. 変更する vPort のチ ェ ッ クボ ッ クスが選択されている こ と を確認し ます。

7. 対応するスラ イダーを動かし て vPort の QoS 優先順位値を設定し ます。

8. 優先順位を変更する vPort ご とにステ ッ プ 6 と ステ ッ プ 7 を繰り返し ます。

9. Save （保存） を ク リ ッ ク し ます。

図 3-38 はその一例です。

図 3-38. QConvergeConsole GUI を使用した vPort の優先順位の変更
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インタラクティブ QConvergeConsole CLI を使用して vPort の優先順位レベルの変

更を設定するには、次の手順を実行します。

1. Main Menu （メ イ ン メ ニュー） で、 Adapter Configuration （アダプ ターの設

定） を選択し ます。

2. Adapter Type Selection （アダプ タータ イプの選択） メ ニューで、 QoS を選択

し ます。

3. QoS メ ニューで、 Adapter Port （アダプ ターポー ト ） を選択し ます。

4. Adapter Port （アダプ ターポー ト ） メ ニューで、 QoS Priority （QoS 優先順

位） を選択し ます。

5. QoS Priority （QoS 優先順位） メ ニューで、 Modify QoS Settings （QoS 設
定の変更） を選択し ます。

6. vPort の優先順位値を選択し ます。

7. Apply QoS （QoS の適用） を選択し ます。

VMware ESXi での優先順位レベルの変更

QConvergeConsole VMware vCenter Server Plug-in または 
QConvergeConsole VMware vSphere Web Client Plug-in のいずれかを使用して

優先順位レベルの変更を設定するには、次の手順を実行します。

1. 左側のツ リーペイ ンで、 ホス ト を選択し ます。

2. 左側のペイ ンで、 ホス ト のプ ラス記号 （+） を ク リ ッ ク し て展開し ます。 

3. 優先順位レベルを変更する 2600 Series Adapter を見つけて展開し ます。

4. 2600 Series Adapter のポー ト を選択し ます。

5. 右側のコ ンテンツペイ ンで、 QoS を ク リ ッ ク し ます。

6. 次の手順に従っ て vPort の優先順位を設定し ます。

vPort が QoS に リ ス ト されている場合 ：

a. vPort を選択し ます。

b. 対応するスラ イダーを動かし て vPort の QoS 優先順位値を設定し ます。

c. Save （保存） を ク リ ッ ク し ます。 
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図 3-39 はその一例です。 

図 3-39. QConvergeConsole プラグインを使用した vPort 優先順位の変更

vPort が QoS に リ ス ト されていない場合 ：

a. QoS 下で Add （追加） を ク リ ッ ク し ます。 

b. 対応するスラ イダーを動かし て QoS 優先順位値を設定し ます。

c. vPort WWPN を入力し ます。

d. Save （保存） を ク リ ッ ク し ます。 

7. Refresh （更新） を ク リ ッ ク し て、 新しい QoS 設定を確認し ます。

vPort 優先順位を削除するには、次の手順を実行します。

1. QoS 下で、 優先順位を削除する vPort を見つけます。

2. 以下の手順のう ちの 1 つを実行し ます。

 削除する vPort の Delete （削除） チ ェ ッ クボ ッ クスを選択し ます。

 ヘ ッ ダ内の Delete （削除） チ ェ ッ クボ ッ クスを選択し て、 すべての vPort 
を選択または選択解除し ます。

3. Save （保存） を ク リ ッ ク し ます。
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FDMI の設定
フ ァ ブ リ ッ クデバイス管理イ ン タ フ ェ ース （FDMI） は、 ホス ト アダプ ターなどのデバ

イスの一元管理を可能にし ます。 FDMI でサポー ト されている構成 ：

 QLogic 2500 および 2600 Series Adapter

 Brocade 16G スイ ッ チ と  フ ァ ブ リ ッ ク OS （FOS） v7.3 以降

本項では、 FDMI について次の情報を提供し ます。

 Brocade スイ ッ チ FOS CLI

 Brocade フ ァ ブ リ ッ クの機能

 FDMI 拡張機能サポー ト

メモ

結果はスイ ッ チの CLI から確認できます。 フ ァ イバーチャネルスイ ッ チで FDMI-2 
がサポー ト されていない場合は、 FDMI-1 サポー ト にフ ォールバッ ク し ます。
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Brocade スイッチ FOS CLI
図 3-40 は、 Brocade スイ ッ チの FOS CLI を示し ています。

図 3-40. Brocade スイッチの FOS CLI
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Brocade ファブリックの機能
表 3-9 には、 Brocade フ ァ イバーチャネルフ ァ ブ リ ッ ク機能のデフ ォル ト 設定を示し て

います。

。

表 3-9. Brocade ファイバーチャネルファブリックの機能 — デフォルト設定

機能 説明 管理ツール デフォルト設定

D_Port 診断ポー ト  
サポー ト

な し 診断テス ト 。 スイ ッ チから
実行されます。 アダプ ター
で設定する事柄はあり ませ
ん。

FA-PWWN フ ァ ブ リ ッ ク割り当ての
ポー ト ワールド ワイ ド名

QConvergeConsole GUI

QConvergeConsole CLI

QConvergeConsole VMware 
vCenter Server Plug-in

アダプ ターではデフ ォル ト
で無効になっています。
NVRAM で有効にする必要

があり ます。

F-BLD フ ァ ブ リ ッ クベースの
ブー ト  LUN 検出

QConvergeConsole GUI

QConvergeConsole CLI

QConvergeConsole VMware 
vCenter Server Plug-in

デフ ォル ト の設定はあり ま
せん。 アダプ ターでの設定
が必要です。

FC Ping フ ァ イバーチャネル 
N_Port またはエン ド デ

バイスに ping を実行

QConvergeConsole GUI

QConvergeConsole CLI

QConvergeConsole VMware 
vCenter Server Plug-in

診断テス ト です。 設定する
事柄はあり ません。

FC ト レースルー ト フ ァ ブ リ ッ ク設定サー
バーから  2 つの F_Port 
の間のパス情報を取得

QConvergeConsole GUI

QConvergeConsole CLI

QConvergeConsole VMware 
vCenter Server Plug-in

診断テス ト です。 設定する
事柄はあり ません。

QoS CS_CTL FC フ レームヘ ッ ダ内の 
CS_CTL フ ィ ールドの値

に応じ てフ レームに優先
順位を付ける

QConvergeConsole GUI

QConvergeConsole CLI

QConvergeConsole VMware 
vCenter Server Plug-in

物理ポー ト の QoS は、 デ

フ ォル ト で High （高） に

設定されています。

FDMI 
拡張機能

FDMI 属性 な し アダプ ターで設定する事柄
はあり ません。
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表 3-10 は、 フ ァ イバーチャネルフ ァ ブ リ ッ ク機能の Dell ソ フ ト ウ ェ アバージ ョ ンのリ

ス ト です。

FDMI 拡張機能サポート
FDMI は、 ホス ト アダプ ターなどのデバイスの管理を可能にし ます。 FDMI を使用し て

追加の属性を有効にする と、 フ ァ イバーチャネルフ ァ ブ リ ッ ク スイ ッ チなどの集中管理
エンテ ィ テ ィ を介し て QLogic アダプ ターに関する詳細な情報を入手できます。

Brocade スイ ッ チに登録されている追加の QLogic アダプ ター属性を検証するには、

Brocade フ ァ イバーチャネルスイ ッ チ上で fdmishow コ マン ド を実行し て、 要求し た

属性のすべてがスイ ッ チ内に表示される こ と を確認し ます。 詳細については、 Brocade 
スイ ッ チのマニュアルを参照し て く だ さい。

次の出力例は、 fdmishow コ マン ドの例です。

ポート属性：

"Device Name: QLogic Adapter"

"Node Name: 20:00:00:0e:1e:80:af:80"

"Port Name: 21:00:00:0e:1e:80:af:78"

"Port Type: 0x5"

"Port Symbolic Name: QLE8362 FW:v7.04.00 DVR:v9.1.12.20 Alpha 2"

"Class of Service: 0x00000008"

"Fabric Name: 10:00:00:05:33:8f:1a:49"

"FC4 Active Type: 0x000001000000000000000000000000000000000000000000000000000"

"Port State: 0x00000002"

"Discovered Ports: 0x00000000"
HBA 属性：

"OS Name and Version: Windows Server 2012 R2 Datacenter Evaluation for Intel6 4"

"Max CT Payload Length: 0x00000800"

"Symbolic Name: QLE8362 FW:v7.04.00 DVR:v9.1.12.20 Alpha 2"

表 3-10. ファイバーチャネルファブリック機能、ソフトウェアバージョン

コンポーネント Dell ソフトウェアバージョン

フ ァームウ ェ ア v7.04.00

Windows ド ラ イバ v9.1.12.21

ESXi ド ラ イバ ESXi 6.0 U2 ： v2.1.10.0

Linux ド ラ イバ v8.07.00.16

QConvergeConsole GUI v5.1.0.213

QConvergeConsole CLI v1.1.03-29
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"Number of Ports: 1"

"Fabric Name: 10:00:00:05:33:8f:1a:43"

"Bios Version: 3.26"

"Vendor Identifier: QLOGIC"

QLogic 前方誤り訂正の有効化
QConvergeConsole は、 前方誤り訂正 （FEC） 機能をサポー ト し ています。 これは、

信頼性を欠 く 、 またはノ イズの多い通信チャネルを介し たデータ伝達におけるエ ラーを
制御するために、 高速電気通信デバイス用に使用される訂正技法です。

FEC プロセス概要
以下は、 送信デバイス と受信デバイスの間で FEC プロセスがどのよ う に機能するかを

説明し ています。

1. 送信デバイス ：

a. 受信データ ス ト リームを取り込みます。

b. データ ス ト リームに情報に冗長な量のパリ テ ィ ビ ッ ト を挿入し ます。

c. データ ス ト リームを送信し ます。

2. 受信デバイス ：

a. データ ス ト リームを受け取り ます。

b. 欠落し たデータ、 または破損し たデータがないかチ ェ ッ ク し し ます。

 破損、 または欠落し たデータがない場合は、 受信デバイスは通常のプ

ロセスを続行し ます。

 情報に破損または欠落し た部分がある場合、 受信デバイスは元のデー

タ ス ト リームの正常な部分と情報のパリ テ ィ ビ ッ ト と組み合わせて、
元のデータ を再構成し ます。

メモ

スイ ッ チ と フ ァ イバーチャネルエン ド デバイスの両方が FEC 機能をサポー ト し て

いる必要があ り ます。 サポー ト される フ ァ イバーチャネルのソ フ ト ウ ェ アバー
ジ ョ ンについては、 99 ページの表 3-10 を参照し て く だ さい。

メモ
i

受信デバイスは、 データ フ レーム全体の再伝達を要求するかわり に、 データ ス ト
リームそのものを再作成または再構成する こ とができます。 このプロセスは、 複
数の CRC エ ラーが ト リ ガ され、 アプ リ ケーシ ョ ンのパフ ォーマンス問題を発生

させる状況を防ぎます。
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QLogic FEC の有効化
QLogic FEC 機能を有効にするには、 QLogic サポー ト にお問い合わせいただ く か、

QLogic 文書 『Application Note: Enabling Forward Error Correction』 （アプ リ ケー

シ ョ ン ノ ー ト ： 前方誤り訂正の有効化） （パーツ番号 83830-514-03） を参照し て く だ さ

い。 図 3-41 では、 QConvergeConsole CLI のイ ン タ ラ クテ ィ ブモー ドの Adapter 
Information （アダプ ター情報） メ ニューに、 ポー ト がオン ラ イン FEC ステータ ス と共

に表示されています。

図 3-41. QConvergeConsole CLI アダプター情報メニュー、FEC ステータス

拡張リンクサービスコマンドの実行
スイ ッ チ上での拡張リ ン クサービスに対する コ マン ド には、 次のコ マン ドがあ り ます。

 Link Cable Beacon 拡張リ ン クサービス コ マン ド

 Read Diagnostic Parameters 拡張リ ン クサービスコ マン ド

http: //support.qlogic.com/SupportCenter/Customer_Support_main


3- フ ァ イバーチャネル設定

拡張リ ン クサービスコマン ドの実行

102 CU0354604-04  L

Link Cable Beacon 拡張リンクサービスコマンド

LCB （Link Cable Beacon） 拡張リ ン クサービスコマン ドは、 リ ン クの対応するポー ト

にある特定の LED を点灯させる こ とによ って、 該当するケーブル終端を特定し ます。

LCB コ マン ドは、 次のコ マン ド を使用し て Brocade スイ ッ チ経由で送信する こ と もで

きます。 これらのコマン ドは、 LCB の有効化、 無効化、 または検証の例を示し ています。

SW6505:admin> portpeerbeacon --enable 12

SW6505:admin> portpeerbeacon --show -all

portPeerBeacon is enabled on port :12

SW6505:admin> portpeerbeacon --disable 12

Read Diagnostic Parameters 拡張リンクサービスコマンド
 

次の例は、 Brocade 16G スイ ッ チのポー ト  13 に対する Read Diagnostic 
Parameters 拡張リ ン クサービス （RDP ELS） コ マン ド の出力例です。

SW6505:admin> sfpshow 13 -link -force

Identifier:  3    SFP

Connector:   7    LC

Transceiver: 7004404000000000 4,8,16_Gbps M5 sw Short_dist

Encoding:    6    64B66B

Baud Rate:   140  (units 100 megabaud)

Length 9u:   0    (units km)

Length 9u:   0    (units 100 meters)

Length 50u (OM2):  3    (units 10 meters)

Length 50u (OM3):  0    (units 10 meters)

Length 62.5u:0    (units 10 meters)

Length Cu:   0    (units 1 meter)

Vendor Name: HP-F     BROCADE

メモ

この機能は、 QLE2690-DEL および QLE2692-DEL アダプ ターでのみサポー ト

されています。 LCB テス ト は、 FOS バージ ョ ン 7.4.x 以降のスイ ッ チからのみ実

行し て く だ さい。

メモ

この機能は、 QLE2690-DEL および QLE2692-DEL アダプ ターでのみサポー ト

されています。 RDP テス ト は、 FOS バージ ョ ン 7.4.x 以降のスイ ッ チからのみ

実行する必要があ り ます。
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Vendor OUI:  00:05:1e

Vendor PN:   QK724A

Vendor Rev:  A

Wavelength:  850  (units nm)

Options:     003a Loss_of_Sig,Tx_Fault,Tx_Disable

BR Max:      0

BR Min:      0

Serial No:   HAF314370000B7F

Date Code:   140909

DD Type:     0x68

Enh Options: 0xfa

Status/Ctrl: 0x30

Pwr On Time: 0.30 years (2666 hours)

E-Wrap Control: 0

O-Wrap Control: 0

Alarm flags[0,1] = 0x0, 0x0

Warn Flags[0,1] = 0x0, 0x0

                                           Alarm                  Warn

                                    low         high       low         high

Temperature: 60      Centigrade      -5         85         0           75

Current:     8.430   mAmps           2.500      12.000     2.000       11.500

Voltage:     3322.2  mVolts          3000.0     3600.0     3100.0      3500.0

RX Power:    -3.1    dBm (495.3uW)   31.6   uW  1258.9 uW  31.6   uW   794.3  uW

TX Power:    -3.2    dBm (481.6 uW)  125.9  uW  1258.9 uW  251.2  uW   794.3  uW

State transitions: 5

Port Speed Capabilities    4Gbps 8Gbps 16Gbps 

PEER Port Gbic Info

        Laser Type:     Short Wave Laser

        SFP Type:       Optical Port Type

        Connecter Type: Other

Following SFP Parameters are Valid

        Temperature: 35      Centigrade [Range -128 - +128 C]

        Current:     8.176   mAmps    [Range 0 - 131 mAmps]

        Voltage:     3463.2  mVolts   [Range 0 - 3600 mVolts]

        Rx Power:    460.4   uW      [Range 0 - 6550 uW]

        Tx Power:    504.7   uW      [Range 0 - 6550 uW]

Signal Loss (Upstream)  :  -16.7   dBm (21.2  uW)
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Signal Loss (Downstream):  -20.3   dBm (9.4   uW)

Port Speed Capabilities    4Gbps 8Gbps 16Gbps 

Last poll time: 03-24-2015 UTC Tue 18:03:14
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A トラブルシューティング

この付録には、 次を含むフ ァ イバーチャネルの診断、 およびフ ァ イバーチャネルの ト ラ
ブルシューテ ィ ングダイアグラムが記載されています。

 フ ァ イバーチャネルの診断

 109 ページの 「フ ァ イバーチャネルの ト ラ ブルシューテ ィ ングダイアグラム」

 110 ページの 「診断ポー ト （D_Port） での ト ラ ブルシューテ ィ ング」

ファイバーチャネルの診断
フ ァ イバーチャネルの診断を使用し た ト ラ ブルシ ューテ ィ ングには、 次の方法があ り ます。

 QConvergeConsole GUI を使用し たフ ァ イバーチャネルの診断

 イ ン タ ラ ク テ ィ ブ QConvergeConsole CLI を使用し たフ ァ イバーチャネルの

診断

 非イ ン タ ラ ク テ ィ ブ QConvergeConsole CLI を使用し たフ ァ イバーチャネルの

診断

QConvergeConsole GUI を使用したファイバーチャネルの診断
QConvergeConsole GUI は、 フ ァ イバーチャネルポー ト に対し て、 内部および外部

ループバッ ク、 読み取り  / 書き込みバッ フ ァ、 およびビーコ ンのオン / オフ診断テス ト

をサポー ト し ています。

ループバックまたは読み取り / 書き込みバッファのテストパラメータを設定するには、

次の手順を実行します。

1. QConvergeConsole のシステムツ リーで、 アダプ タポー ト を選択し ます。

2. 右側のコ ンテンツペイ ンで、 Diagnostics （診断） タ ブを ク リ ッ ク し、 General 
Diagnostics （一般診断） タ ブを ク リ ッ ク し ます。

3. Data Pattern （データパターン） リ ス ト から、 次の操作のいずれかを行います。

 データバイ ト 、 またはコ ンプ ラ イアンスジ ッ タパターンを選択し ます。

 Customized （カス タム化） を ク リ ッ ク し て独自の 8 バイ ト パターンを

指定し ます。 8 個の Customized （カス タム化） ボ ッ ク スに 16 進形式

（0 ～ FF） でデータ を入力し ます。
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 Random （ラ ンダム） を ク リ ッ ク し て 8 バイ ト データパターンを ラ ンダム

に生成し ます。

データサイズは、 テス ト が実行される と きに、 1 反復につき、 テス ト ご とに転送さ

れるバイ ト 数を設定し ます。

4. Data Size （データサイズ） リ ス ト で、 転送するバイ ト 数を ク リ ッ ク し ます。 

有効な値は 8、 16、 32、 64、 128、 256、 512、 1024 および 2048 です。 Linux 
オペレーテ ィ ングシステムに限り、 2048、 4096、 8192 から  65535 まで （2K バ
イ ト から  64K バイ ト ） のデータサイズ値を選択する こ とができます。

5. テス ト 頻度を設定するには、 以下の手順のいずれかを実行し て く だ さい。

 Number of Tests （テス ト 回数） ボ ッ ク スに、 実行するテス ト の回数を入

力、 または選択し ます。 テス ト は、 パスが完了する と停止し ます。 有効範囲
は、 ループバッ ク テス ト の場合は 1 ～ 65535、 読み書きバッ フ ァ テス ト の

場合は 1 ～ 10,000 です。

 Test Continuously （継続的にテス ト する） チ ェ ッ クボ ッ ク スを選択し ま

す。 テス ト をいつ停止するかはユーザーが決定し ます。

6. On Error （エ ラー発生時） ボ ッ クスで、 次のオプシ ョ ンのう ちひとつを ク リ ッ ク

し てエ ラーの処理方法を決定し ます。 こ こ での選択は、 ユーザーが Number of 
Tests （テス ト 回数） を入力し たか Test Continuously （連続的にテス ト する）

を選択し たかを問わず、 適用されます。

 Ignore on Error （エ ラー発生を無視） — エ ラーを無視し てテス ト シーケ

ンスを続行し ます。

 Stop on Error （エ ラー発生時に停止） — エ ラーが発生し たら テス ト シー

ケンスを停止し ます。

 Loop on Error （エ ラー発生時にループ） — 不具合が解決されるまで同じ

データパターン と テス ト を使用し ます。

7. Test Increment （テス ト 増分） ボ ッ ク スで、 テス ト を停止するまでに実行するパ

スの回数を入力、 または選択し ます。 

有効範囲は 1 ～ 10,000 で、 Number of Tests （テス ト 回数） ボ ッ クスの値 （ス

テ ッ プ 5 を参照） と同じ、 またはそれ以下にする必要があ り ます。 例えば、

Number of Tests （テス ト 回数） ボ ッ ク スに 100 が入力されてお り、 Test 
Increment （テス ト 増分） ボ ッ ク スに 15 が入力されている場合は、 100 テス ト

が 7 パスで実行されます。 最初の 6 パスでは、 パスご と に 15 テス ト が実行され

ます。 7 番目のパスでは、 10 テス ト が実行されます ： （6 x 15） + 10 = 100。

ループバックまたは読み取り / 書き込みバッファテストを行うするには、次の手順を行

います。

1. Loopback Test （ループバッ ク テス ト ） または Read/Write Buffer Test （読み

取り  / 書き込みバッ フ ァ テス ト ） ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

診断テス ト の警告が表示されます。 
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2. ア ク テ ィ ブな I/O がない場合は Yes （はい） を ク リ ッ ク し てテス ト を続行するか、

No （いいえ） を ク リ ッ ク し て診断テス ト をキャ ンセルし ます。

3. ループバッ ク テス ト を選択し た場合は、 ダイアログボ ッ ク スで Internal 
Loopback （内部ループバッ ク） または External Loopback （外部ループバッ

ク） を選択できます。 該当するテス ト を ク リ ッ ク し て OK を ク リ ッ ク し ます。

4. ステ ッ プ 2 で Yes （はい） を選択し た場合は、 生成されたデータパターン と共に

ダイアログボ ッ クスが表示されます。 テス ト を終了する場合は Stop （停止） を ク

リ ッ ク し ます。

ビーコンのオン / オフテストを実行するには、次の手順を実行します。

1. QConvergeConsole GUI のメ イ ンウ ィ ン ド ウで、 左側のシステムツ リーペイ ン

内のアダプ ターポー ト を ク リ ッ ク し ます。

2. 右側のコ ンテンツペイ ンで Port Info （ポー ト 情報） タ ブを ク リ ッ ク し ます。 

3. Port Info （ポー ト 情報） ページで、 Beacon On （ビーコ ンオン） を ク リ ッ ク し て

テス ト を実行し ます。 テス ト を終了させるには、 Beacon Off （ビーコ ンオフ） を

ク リ ッ ク し ます。

詳細については、 『QConvergeConsole Help』 で診断の実行に関する ト ピ ッ ク を参照

し て く だ さい。

インタラクティブ QConvergeConsole CLI を使用したファイバー
チャネルの診断

ループバックテスト、読み取り / 書き込みバッファテスト、またはビーコンテストを行

うには、次の手順を実行します。

1. Main Menu （メ イ ン メ ニュー） で、 4: Adapter Diagnostics （4 ： アダプ ター

診断） を選択し ます。

2. Fibre Channel Diagnostics （フ ァ イバーチャネルの診断） メ ニューで、 実行す

るテス ト のタ イプを選択し ます。

1: Loopback Test （1 ： ループバッ ク テス ト ） は、 ループバッ ク テス ト を実行し

ます。

2: Read Write Buffer Test （2 ： 読み取り  / 書き込みバッ フ ァ テス ト ） は、 読み

取り  / 書き込みバッ フ ァ テス ト を実行し ます。

3: Beacon Test （3 ： ビーコ ンテス ト ） は、 ビーコ ンテス ト を実行し ます。 

4: Transceiver Diagnostics Monitoring Interface (DMI) （4 ： ト ラ ンシーバ

診断監視イ ン タ フ ェース （DMI）） は、 ト ラ ンシーバ診断情報を表示し ます。

詳細に関し ては、 『User’s Guide—QConvergeConsole CLI (part number 
SN0054667-00)』 （ユーザーズガイ ド  - QConvergeConsole CLI （部品番号 
SN0054667-00）） にある フ ァ イバーチャネルのイ ン タ ラ ク テ ィ ブ コマン ド に関する項

を参照し て く だ さい。
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非インタラクティブ QConvergeConsole CLI を使用したファイ
バーチャネルの診断

詳細については、 『User’s Guide—QConvergeConsole CLI (part number 
SN0054667-00)』 （ユーザーズガイ ド  - QConvergeConsole CLI （部品番号 
SN0054667-00）） にある フ ァ イバーチャネルの非イ ン タ ラ ク テ ィ ブ コ マン ド に関する

項を参照し て く だ さい。
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ファイバーチャネルのトラブルシューティングダイア
グラム

図 A-1 および図 A-2 は、 2 部に分けられた ト ラ ブルシューテ ィ ングフ ローチャー ト を示

し ています。

図 A-1. ファイバーチャネルのトラブルシューティングダイアグラム（1 / 2）
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図 A-2. ファイバーチャネルのトラブルシューティングダイアグラム（2 / 2）

診断ポート（D_Port）でのトラブルシューティング
QLogic 2600 Series Adapter の D_Port （診断ポー ト ） 機能を使用する こ とによ り、

フ ァ イバーチャネルリ ン ク上で診断を実行し て、 欠陥モジュール （リ ン ク、 ケーブル、
または SFP） に起因する リ ン ク障害を識別し て隔離し ます。 

 D_Port 機能は、 Windows、 Linux、 および ESXi 上でサポー ト されています。 
 D_Port は動的モー ド でのみ実行可能です。 静的モー ドはサポー ト し ていません。

 D_Port には、 Brocade フ ァ イバーチャネル 16G スイ ッ チに リ ン ク されている

Fibre Channel Adapter、 対応 Brocade 16G フ ァ イバーチャネルスイ ッ チ

フ ァームウ ェ ア、 および Brocade フ ァ イバーチャネルスイ ッ チ機能ラ イセンス

（Fabric Vision™） が必要です。

スイ ッ チ側で D_Port が設定された時にポー ト が D_Port モー ド にな り、 テス ト が完了

し たら操作モー ド に戻る こ と をダイナ ミ ッ クに許可するよ う、 Brocade スイ ッ チ上の診

断 D_Port を設定し ます。 また、 アダプ ターポー ト での診断テス ト を開始および停止す

るよ う にスイ ッ チを設定し ます。 詳細に関し ては、 Brocade スイ ッ チのマニュアルを参

照し て く だ さい。
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スイ ッ チポー ト が D_Port と し て有効になっている場合、 QLogic 2600 Series 
Adapter はリ ン クの両端で基本的な診断テス ト を自動的に実行し ます。 その後、

Brocade スイ ッ チは次の追加テス ト を実行し ます。

 電気的なループバッ ク テス ト

 オプテ ィ カルなループバッ ク テス ト

QLogic は、 SAN/ フ ァ ブ リ ッ ク割り当てのブー ト  LUN からのマルチパス設定された

ブー ト で D_Port テス ト を実行する こ と を推奨し ます。 SAN/ フ ァ ブ リ ッ ク割り当ての

ブー ト  LUN からのシングルパスブー ト で D_Port テス ト を実行する と、 SAN 環境から

の実際のブー ト において OS 安定性の問題を引き起こす場合があ り ます。 

次の項では、 Brocade フ ァ イバーチャネル 16 スイ ッ チから  D_Port モー ド を設定し て

実行する方法と、 QConvergeConsole ユーテ ィ リ テ ィ から  D_Port モー ド を検証する

方法について説明されています。

 Brocade フ ァ イバーチャネル 16G スイ ッ チでの D_Port の設定

 Brocade フ ァ イバーチャネル 16G スイ ッ チからの D_Port 結果のチ ェ ッ ク

 QConvergeConsole GUI での D_Port モー ドの検証

 イ ン タ ラ ク テ ィ ブ QConvergeConsole CLI での D_Port モー ドの検証

 非イ ン タ ラ ク テ ィ ブ QConvergeConsole CLI での D_Port モー ド の検証

 QConvergeConsole プ ラグイ ンによる D_Port モー ドの検証

Brocade ファイバーチャネル 16G スイッチでの D_Port の設定

D_Port 診断モードを有効にするには、次の手順を実行します。

Brocade フ ァ イバーチャネル 16G スイ ッ チで、 次のコ マン ド を発行し ます。

# portdisable <port#>

# portcfgdport ––enable <port#>

# portenable <port#>

D_Port テス ト が自動的に開始されます。

メモ

QLogic ブ ラ ン ドのすべての 16GFC SFP+ ト ラ ンシーバは D_Port テス ト を実行

できます。 QLogic ブ ラ ン ド以外の対応 ト ラ ンシーバを所有し ている場合は、 その

ト ラ ンシーバが D_Port に必要なオプテ ィ カルラ ッ プ （OWrap） と エレ ク ト リ カ

ルラ ッ プ （EWrap） の機能をサポー ト する こ と を確認し て く だ さい。 
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D_Port 診断モードを無効にするには、次の手順を実行します。

Brocade フ ァ イバーチャネル 16G スイ ッ チで、 次のコ マン ド を発行し ます。

# portdisable <port_num>

# portcfgdport ––disable <port_num>

# portenable <port_num>

D_Port テス ト が停止し ます。

Brocade ファイバーチャネル 16G スイッチからの D_Port 結果の
チェック

Brocade ファイバーチャネル 16G スイッチから D_Port テスト結果を表示するには、

次の手順を実行します。

1. ポー ト 番号を取得するには、 switchshow コ マン ド を発行し ます。

# switchshow

次の出力例では、 ポー ト  17 を識別し ます。

17 17 011100 id N16 Online FC  D-Port Loopback->Port 17

2. 次のとお り に portdporttest コ マン ド を発行し ます。

# portdporttest --show <port_num>

例 ：

# portdporttest --show 17

このコ マン ドの出力例を以下に示し ます。

portdporttest --show 17

D-Port Information:

===================

Port:                           17

Remote WWPN:                    21:00:00:0e:1e:11:4a:31

Mode:                           Automatic

No. of test frames:             1 Million

Test frame size:                1024 Bytes

FEC (enabled/option/active):    Yes/No/No

CR (enabled/option/active):     Yes/No/No

Start time:                     Thu Aug 14 01:45:37 2014

End time:                       Thu Aug 14 01:47:40 2014

Status:                         PASSED

==============================================================================

Test                    Start time      Result          EST(HH:MM:SS)   Comments
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==============================================================================

Electrical loopback     01:46:08        PASSED          -------- ----------

Optical loopback        01:46:54        PASSED          -------- ----------

Link traffic test       --------        SKIPPED         -------- ----------

==============================================================================

Roundtrip link latency:         157 nano-seconds

Estimated cable distance:       3 meters

Buffers required:               1 (for 2112 byte frames at 16Gbps speed)

QConvergeConsole GUI での D_Port モードの検証

QConvergeConsole GUI で D_Port モードを検証するには、次の手順を実行します。

1. QConvergeConsole の左側ペイ ンで Host （ホス ト ） タ ブを ク リ ッ ク し ます。

2. Host （ホス ト ） ページで 2600 Series Adapter を展開し、 ポー ト ノ ー ド を表示し

ます。

ポー ト が D_Port モー ド になっている場合、 そのポー ト ノ ー ド は Loop Down, 
Diagnostic Mode （ループダウン、 診断モー ド ） を指定し ます。 図 A-3 は一例

を示し ています。 

図 A-3. QConvergeConsole GUI での D_Port モード
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インタラクティブ QConvergeConsole CLI での D_Port モードの
検証

インタラクティブ QConvergeConsole CLI で D_Port モードを検証するには、次の

手順を実行します。

1. メ イ ン メ ニューから  Adapter Information （アダプ ター情報） オプシ ョ ンを選択

し、 アダプ タータ イプ （Fibre Channel Adapter （フ ァ イバーチャネルアダプ

ター）） を選択し ます。 

2. FC Adapter Information （FC アダプ ター情報） メ ニューで、 2 （FC Port 
Information） （2 （FC ポー ト 情報）） を選択し ます。

Adapter Information （アダプ ター情報） メ ニューには、 対象ポー ト が Loop 
Down, Diagnostic Mo （ループダウン、 診断 Mo） ステータ スを伴っ て表示され

ます。 図 A-4 はその一例です。

図 A-4. インタラクティブ QConvergeConsole CLI での D_Port モード

非インタラクティブ QConvergeConsole CLI での D_Port モード
の検証

D_Port モー ド を非イ ン タ ラ ク テ ィ ブ QConvergeConsole CLI で検証するには、 次の

コ マン ド を発行し ます。

quacli -pr fc -g
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すべての 2600 Series Adapter がリ ス ト されます。 対象ポー ト には Loop 
Down, Diagnostic Mo （ループダウン、 診断 Mo） ステータ スが表示されます。

図 A-5 はその一例です。

図 A-5. 非インタラクティブ QConvergeConsole CLI での D_Port モード

詳細に関し ては、 『User’s Guide—QConvergeConsole CLI (part number 
SN0054667-00)』 （ユーザーズガイ ド  - QConvergeConsole CLI （部品番号 
SN0054667-00）） にある フ ァ イバーチャネルの非イ ン タ ラ ク テ ィ ブ コ マン ド に関する

項を参照し て く だ さい。

QConvergeConsole プラグインによる D_Port モードの検証
QConvergeConsole VMware vCenter Server Plug-in と  QConvergeConsole 
VMware vSphere Web Client Plug-in を使用し た D_Port モー ドの検証についての情

報は、 『User’s Guide—QConvergeConsole Plug-ins for VMware vSphere (part 
number SN0054677-00)』 の 「フ ァ イバーチャネルアダプ ターの管理」 の項を参照し

て く だ さい。
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B 仕様

本付録には、 QxE26xx-DEL, QLE269x-DEL, および QLE269xL-DEL Adapters の仕

様が記載されています。 

物理的特長
表 B-1 は、 QxE26xx-DEL, QLE269x-DEL, および QLE269xL-DEL Adapters の物理

的特長のリ ス ト です。

表 B-1. 物理的特長

アダプター タイプ 取り付けられて
いるブラケット 長さ 幅

QLE2660-DEL ロープロ フ ァ イル PCIe カー ド フルハイ ト 6.6 イ ンチ 2.54 イ ンチ

QLE2662-DEL ロープロ フ ァ イル PCIe カー ド フルハイ ト 6.6 イ ンチ 2.54 イ ンチ

QME2662-DEL Dell PowerEdge
メザニンアダプ ター

— Dell メザニン カー ド フ ォーム

フ ァ ク タに適合

QLE2690-DEL ロープロ フ ァ イル PCIe カー ド フルハイ ト 6.6 イ ンチ 2.731 イ ンチ

QLE2690L-DEL ロープロ フ ァ イル PCIe カー ド ロープロ フ ァ イル 6.6 イ ンチ 2.731 イ ンチ

QLE2692-DEL ロープロ フ ァ イル PCIe カー ド フルハイ ト 6.6 イ ンチ 2.731 イ ンチ

QLE2692L-DEL ロープロ フ ァ イル PCIe カー ド ロープロ フ ァ イル 6.6 イ ンチ 2.731 イ ンチ
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電力要件
表 B-2 は、 QxE26xx-DEL, QLE269x-DEL, および QLE269xL-DEL Adapters の電力

要件のリ ス ト です。

標準仕様
QxE26xx-DEL, QLE269x-DEL, および QLE269xL-DEL Adapters の標準仕様は次の

と り です。

 PCI Express 基本仕様、 rev. 3.0
 PCI Express カー ド電気機械仕様、 rev. 2.0
 PCI バス電源管理イ ン タ フ ェ ース仕様、 rev. 1.2
 SCSI-3 フ ァ イバーチャネルプロ ト コル （SCSI-FCP）

 フ ァ イバーチャネルテープ （FC-TAPE） プロ フ ァ イル

 SCSI フ ァ イバーチャネルプロ ト コル -2 （FCP-2）

 第 2 世代 FC 汎用サービス （FC-GS-2）

 第 3 世代 FC 汎用サービス （FC-GS-3）

インタフェース仕様
表 B-3 は、 QxE26xx-DEL, QLE269x-DEL, および QLE269xL-DEL Adapters のイ ン

タ フ ェース仕様のリ ス ト です。

表 B-2. 電力要件

アダプター 公称電力 最大電力

QLE2660-DEL 13W 15W

QLE2662-DEL 14W 16W

QME2662-DEL 12W 14W

QLE2690-DEL 8.6W 10.65W

QLE2690L-DEL 8.6W 10.65W 

QLE2692-DEL 9.3W 11.5W

QLE2692L-DEL 9.3W 11.5W

表 B-3. インタフェース仕様

ポートタイプ  メディア

16Gb SFP+ SFP+ 用 SFF-8431 仕様、 リ ビジ ョ ン 3.2
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環境面の仕様
表 B-4 は、 QxE26xx-DEL, QLE269x-DEL, および QLE269xL-DEL Adapters の環境

面の仕様のリ ス ト です。

表 B-4. 環境面の仕様

寸法 値

温度

動作可能 ： QME2662-DEL

その他全モデル

0 ～ 65°C (32 ～ 149°F)

0 ～ 55°C （32 ～ 131°F）

保管時 ： 全モデル -20 ～ 70°C （-4 ～ 158°F）

湿度

相対湿度 （結露し ないこ と） 10 ～ 90%

保管時  5 ～ 95%
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C QConvergeConsole GUI

この付録は、 QConvergeConsole GUI に関する次の情報を提供し ます。

 QConvergeConsole GUI の概要

 120 ページの 「QConvergeConsole マニュアルのダウンロー ド 」

 121 ページの 「管理エージ ェ ン ト のダウンロー ド と イ ンス ト ール」

 122 ページの 「QConvergeConsole GUI のイ ンス ト ール」

 125 ページの 「QConvergeConsole ヘルプシステムの内容」

QConvergeConsole GUI の概要
QConvergeConsole GUI はウ ェ ブベースのク ラ イアン ト サーバー GUI 管理ツールで

あ り、 ネ ッ ト ワーク全体 （LAN および SAN） での QLogic アダプ ターの一元管理と設

定を提供し ます。

QConvergeConsole GUI は、 サーバー側では Apache Tomcat™ アプ リ ケーシ ョ ン

サーバーと し て動作し ます。 アプ リ ケーシ ョ ンサーバーで QConvergeConsole GUI が
起動し た後、 そのサーバーでローカルに、 または別のコ ンピ ュータから ブ ラウザ経由で 
QConvergeConsole GUI に リ モー ト に接続する こ とができます。 ブ ラウザウ ィ ン ド ウ

は、 ネ ッ ト ワーク上で QLogic アダプ ターおよび接続されているス ト レージをホス ト す

るサーバーに接続するためのク ラ イアン ト にな り ます。

QConvergeConsole GUI メ イ ンウ ィ ン ド ウを使用し て、 QLogic アダプ ターをホス ト

するサーバーに接続し ます。 各ホス ト サーバーには、 以下の QLogic アダプ ターの組み

合わせを含むこ とができます。

 4Gb および 8Gb フ ァ イバーチャネルアダプ ター （QLx24xx および QLx25xx）

 PCIe 対応 8Gb フ ァ イバーチャネルメザニン カー ド （QME2572）

メモ

QConvergeConsole GUI のイ ンス ト ールについての情報は、 『Installation 
Guide—QConvergeConsole GUI (part number SN0051105-00)』 （イ ンス ト ー

ルガイ ド  - QConvergeConsole GUI （部品番号 SN0051105-00）） を参照し て下

さい。 QConvergeConsole GUI ユーテ ィ リ テ ィ の手順に関するすべての情報は、

『QConvergeConsole Help』 で説明されています。
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 16Gb フ ァ イバーチャネルアダプ ター （QLE266x-DEL、 QLE269x-DEL、

QLE269xL-DEL）

 16Gb 対応フ ァ イバーチャネルメザニン カー ド （QME2662-DEL）

 10Gb 統合ネ ッ ト ワーク アダプ ター （QLE81xx、 QLE82xx）

 10Gb 統合ネ ッ ト ワーク メザニン カー ド （QME8242-k）

 10GbE ブレー ド ネ ッ ト ワーク ド ーターカー ド （QMD8262-k）

 10GbE モ ノ リ シ ッ クサーバース タ ン ド ア ッ プ カー ド （QLE8262）

 10GbE ブレー ド メザニン カー ド （QME8262-k）

 32Gb フ ァ イバーチャネルアダプ ター （QLE274x-DEL、 QLE274xL-DEL）

以下に注意し て く だ さい。

 QConvergeConsole GUI は、 Windows Server 2016、 Windows Server 
2012、 Red Hat® Linux® Advanced Server および Enterprise Server、 Novell® 
SUSE® Linux Enterprise Server （SLES®）、 Oracle Linux—Unbreakable 
Enterprise Kernel （UEK） と動作し ます。 複数のオペレーテ ィ ングシステムのサ

ポー ト によ り、 異種環境のコ ン ト ロールが可能です。 

 QConvergeConsole GUI は、 Google Chrome™、 Mozilla® Firefox®、

Microsoft® Internet Explorer®、 Opera®、 Apple® Safari® の各ウ ェ ブブ ラウザで

動作し ます。 ブ ラウザバージ ョ ンの詳細については、
 http://driverdownloads.qlogic.com からダウンロー ド できる

『QConvergeConsole Readme』 フ ァ イルを参照し て く だ さい。

QConvergeConsole マニュアルのダウンロード
『Installation Guide—QConvergeConsole GUI (part number SN0051105-00)』 をダ

ウンロー ド するには、 www.qlogic.com にアクセス し、 Downloads （ダウンロー ド）

を ク リ ッ ク し ます。

メモ

検索ツールやイ ンデ ッ クスツールなどの補助的なヘルプ機能によ っては、 すべて
のウ ェ ブブ ラウザで必ずし も正し く 動作し ない場合があ り ます。

http://driverdownloads.qlogic.com
http://www.qlogic.com
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管理エージェントのダウンロードとインストール
ローカルまたはリ モー ト ホス ト 上のアダプ ターを管理するには、 ホス ト のアダプ ターが
使用する管理エージ ェ ン ト （エージ ェ ン ト と も呼ばれます） がホス ト にすでにイ ンス
ト ールされている必要があ り ます。 フ ァ イバーチャネルのエージ ェ ン ト は、 qlremote 
です。 

リ モー ト ホス ト に接続するには、 ホス ト のアダプ ターのいずれかが使用する管理エー
ジ ェ ン ト のう ち、 少な く と も  1 つがホス ト にイ ンス ト ールされ、 実行中である必要があ

り ます。 エージ ェ ン ト がイ ンス ト ールされて実行中のプロ ト コルのみが、 ホス ト のシス
テムツ リー ノ ー ド下に表示されます。

管理エージ ェ ン ト は QConvergeConsole GUI イ ンス ト ーラによ って自動的にイ ンス

ト ールされないため、 別途ダウンロー ド し てイ ンス ト ールする必要があ り ます。 エー
ジ ェ ン ト は、 QLogic のウ ェ ブサイ ト のダウンロー ド ページから、 またはビル ト イ ン

エージ ェ ン ト イ ンス ト ーラ を使用し てダウンロー ド する こ とができます。

QLogic ウェブサイトからのエージェントのインストール

QLogic ウェブサイトからエージェントを取得してインストールするには、次の手順を

実行します（Windows および Linux の全バージョン）。

1. QLogic のダウンロー ド ページにアクセス し ます。

http: //driverdownloads.qlogic.com 

2. ホス ト サーバー上のアダプ ターご とに次をダウンロー ド し ます。

 SuperInstaller 
 『Readme』 および 『リ リース ノ ー ト 』

3. SuperInstaller を実行し てエージ ェ ン ト を イ ンス ト ールし ます。 SuperInstaller 
の実行についての詳細は、 『Readme』 および 『リ リース ノ ー ト 』 を参照し て く だ

さい。

ビルトインエージェントインストーラを使用したエージェントのイン
ストール

QConvergeConsole GUI 内の QCC エージェントインストーラにアクセスするには、

次の手順を実行します。

1. 歯車形アイ コ ン 、 Help （ヘルプ） とポイ ン ト し、 Download Agent 
Installers （エージ ェ ン ト イ ンス ト ーラのダウンロー ド） を ク リ ッ ク し ます。 

QCC エージ ェ ン ト イ ンス ト ーラユーテ ィ リ テ ィ が別のウ ィ ン ド ウで開き、 ユー

テ ィ リ テ ィ が検知し たプ ラ ッ ト フ ォームへのリ ン クがリ ス ト されます。

2. ダウンロー ド する各エージ ェ ン ト イ ンス ト ーラに対し て リ ン ク を ク リ ッ ク し ます。 

3. File Download （フ ァ イルのダウンロー ド） ダイアログボ ッ クスで、 Save （保

存） を ク リ ッ ク し ます。

http://driverdownloads.qlogic.com
http: //driverdownloads.qlogic.com
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QConvergeConsole GUI のインストール
お使いの OS 用のイ ンス ト ール手順を参照し て く だ さい。

 Windows 環境での QConvergeConsole のイ ンス ト ール

 Linux 環境での QConvergeConsole のイ ンス ト ール 

 サイ レン ト モー ド での QConvergeConsole のイ ンス ト ール 

Windows 環境での QConvergeConsole のインストール
Windows 用 QConvergeConsole イ ンス ト ーラは、 QConvergeConsole および関連

フ ァ イルを イ ンス ト ールする自己解凍ユーテ ィ リ テ ィ です。

Windows 環境で QConvergeConsole をインストールするには、次の手順を実行し

ます。
1. イ ンス ト ールフ ァ イルをダウンロー ド し たデ ィ レ ク ト リ を探し、

QConvergeConsole_Installer_Windows_<version>.exe フ ァ イルをダブ

ルク リ ッ ク し ます。

2. Open File （フ ァ イルを開 く ） セキュ リ テ ィ ダイアログボ ッ クスが表示されたら、

Run （実行） を ク リ ッ ク し ます。

InstallAnywhere ユーテ ィ リ テ ィ が QConvergeConsole のイ ンス ト ール準備を

行います。 

3. Tomcat Port Number Setup （Tomcat ポー ト 番号セ ッ ト ア ッ プ） ダイアログ

ボ ッ クスで、 1025 ～ 65536 の範囲の有効なポー ト 番号を入力する、 またはデ

フ ォル ト ポー ト 番号の 8080 を使用し ます。 その後、 Next （次へ） を ク リ ッ ク し

て続行し ます。 

4. ローカルホス ト 限定イ ンス ト ールを行う場合は、 次のダイアログボ ッ ク スで Yes
（はい） を選択し ます。 ローカルホス ト 限定イ ンス ト ールを行わない場合は、 No
（いいえ） を選択し ます。

メモ

詳しいイ ンス ト ール手順については、 『Installation Guide—QConvergeConsole 
GUI (part number SN0051105-00)』 （イ ンス ト ールガイ ド  - 
QConvergeConsole GUI （部品番号 SN0051105-00）） を参照し て く だ さい。

メモ

手順を開始する前に、 重要な最新製品情報について QConvergeConsole の 『リ

リース ノ ー ト 』 および 『Readme』 文書をお読み く だ さい。
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5. Pre-Installation Summary （プ リ イ ンス ト ールサマ リ） ダイアログボ ッ クスで情

報が正しいこ と を確認し てから、 Install （イ ンス ト ール） を ク リ ッ ク し て続行し

ます。

イ ンス ト ーラにイ ンス ト ールの進行状況が表示されます。 

SSL 機能を有効にするかど うかの確認を行う メ ッ セージボ ッ ク スが表示されます。

SSL 機能を有効にする と、 データはサーバーに対する送受信の前にセキュアレ イ

ヤー内で暗号化されます。

6. SSL 機能を有効にするには、 Yes （はい） を ク リ ッ ク し ます。 または、 SSL を無

効にするには、 No （いいえ） を ク リ ッ ク し ます。 

7. Install Complete （イ ンス ト ール完了） ダイアログボ ッ クスで、 Done （完了） を

ク リ ッ ク し てイ ンス ト ーラ を終了し ます。

お使いのサーバーに QConvergeConsole がイ ンス ト ールされま し た。

Linux 環境での QConvergeConsole のインストール
Linux 環境での QConvergeConsole のイ ンス ト ールには GUI または CLI のどち らかの

方法を使用するオプシ ョ ンがあ り ます。 CLI から イ ンス ト ールするには、 124 ページの

「サイ レン ト モー ド での QConvergeConsole のイ ンス ト ール」 を参照し て く だ さい。

Windows ホス ト で仮想ネ ッ ト ワーク コ ンピ ューテ ィ ング （VNC®） プログラムを実行す

る こ とによ って、 Linux ホス ト で QConvergeConsole をグラ フ ィ カルにイ ンス ト ール

できます。 VNC プログラムである TightVNC Viewer は、 Linux ホス ト における 
QConvergeConsole のイ ンス ト ールを リ モー ト で制御できます。

Linux 環境で QConvergeConsole をインストールするには、次の手順を実行します。

1. イ ンス ト ーラ フ ァ イルが含まれているデ ィ レ ク ト リ を開きます。 次のいずれかの
フ ァ イルです。

 QConvergeConsole_Installer_Linux_i386_<version>.bin
 QConvergeConsole_Installer_Linux_x64_<version>.bin

2. ター ミ ナルウ ィ ン ド ウで、 プロンプ ト から  ls -lt コ マン ド を発行し て、 イ ンス

ト ーラ フ ァ イルに実行パー ミ ッ シ ョ ンがある こ と を確認し ます。

3. QConvergeConsole を イ ンス ト ールするには、 QConvergeConsole イ ンス ト ー

ラの .bin フ ァ イルをダブルク リ ッ ク し ます。

メモ

ローカルホス ト 限定オプシ ョ ンは QConvergeConsole をローカルにイ ンス

ト ールする こ とから、 QCC はローカルで実行する必要があ り ます （リ モー

ト 接続は不可）。 このオプシ ョ ンを無効化するには、 QConvergeConsole 
をアン イ ンス ト ールし てから再度イ ンス ト ールし て、 この手順で No （いい

え） を選択する必要があ り ます。
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メ ッ セージボ ッ クスに .bin フ ァ イルの内容を実行する、 または表示するかを尋

ねるプロンプ ト が表示されます。

4. Run in Terminal （ター ミ ナルで実行） を ク リ ッ ク し ます。

イ ンス ト ーラがフ ァ イルを抽出し て、 QConvergeConsole をデ ィ レ ク ト リ ：

/opt/QLogic_Corporation/QConvergeConsole にイ ンス ト ールし ます。

InstallAnywhere ウ ィ ン ド ウが QConvergeConsole のイ ンス ト ール準備を行い

ます。

5. イ ンス ト ールの Introduction （概要） ダイアログボ ッ ク スで Next （次へ） を ク

リ ッ ク し ます。

6. Tomcat Port Number Setup （Tomcat ポー ト 番号セ ッ ト ア ッ プ） ダイアログ

ボ ッ クスで、 1025 ～ 65536 の範囲の有効なポー ト 番号を入力する、 またはデ

フ ォル ト ポー ト 番号の 8080 を使用し ます。 その後、 Next （次へ） を ク リ ッ ク し

て続行し ます。

7. ローカルホス ト 限定イ ンス ト ールを行う場合は、 次のダイアログボ ッ ク スで Yes
（はい） を選択し ます。 ローカルホス ト 限定イ ンス ト ールを行わない場合は、 No
（いいえ） を選択し ます。

8. Pre-Installation Summary （プレ イ ンス ト ールサマ リ） ダイアログボ ッ クスで情

報を確認し てから、 Install （イ ンス ト ール） を ク リ ッ ク し ます。

イ ンス ト ール中に、 イ ンス ト ーラはステータ スを通知し ます。

9. Install Complete （イ ンス ト ール完了） ダイアログボ ッ クスで、 Done （完了） を

ク リ ッ ク し てイ ンス ト ーラ を終了し ます。

お使いのサーバーに QConvergeConsole がイ ンス ト ールされま し た。

サイレントモードでの QConvergeConsole のインストール
コ マン ド プロンプ ト からサイ レン ト モー ド で QConvergeConsole を イ ンス ト ールでき

ます。

サイ レン ト モー ド でイ ンス ト ーラ を実行するには、 次のコ マン ド を発行し ます。

<installer_file_name> -i silent -DUSER_INPUT_PORT_NUMBER=<A_NUMBER>

メモ

ローカルホス ト 限定オプシ ョ ンは QConvergeConsole をローカルにイ ンス

ト ールする こ とから、 QCC はローカルで実行する必要があ り ます （リ モー

ト 接続は不可）。 このオプシ ョ ンを無効化するには、 QConvergeConsole 
をアン イ ンス ト ールし てから再度イ ンス ト ールし て、 この手順で No （いい

え） を選択する必要があ り ます。
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QConvergeConsole ヘルプシステムの内容
GUI ユーテ ィ リ テ ィ の実行中に 『QConvergeConsole Help』 システムにア クセスするに

は、 歯車アイ コ ン 、 Help （ヘルプ） とポイ ン ト し て、 Browse Contents （内容を参

照） を ク リ ッ ク し ます。 ヘルプシステムには次の内容を説明する ト ピ ッ クがあ り ます。

 「QConvergeConsole Overview」 （QConvergeConsole の概要） にはアプ リ

ケーシ ョ ンの説明とサポー ト されているアダプ ターのリ ス ト を記載し ています。

 「Getting Started」 （はじめに） には、 QConvergeConsole とヘルプシステムの

使用を開始する方法が説明されています。 また、 自動電子メ ール通知の設定、 選
択し たホス ト のアダプ ターのセキュ リ テ ィ 設定の方法についても説明し ます。

 「Managing Host Connections」 （ホス ト 接続の管理） には、 ホス ト への接続、

ホス ト グループの作成と使用、 ホス ト 情報の表示、 1 つまたは複数のホス ト サー

バーの接続解除などの方法が説明されています。

 「Displaying Host Information」 （ホス ト 情報の表示） には、 ホス ト の一般情報

を表示する方法が説明されています。

 「Displaying Adapter Information」 （アダプ ター情報の表示） には、 アダプ

ターの一般情報を表示する方法が説明されています。

 「Displaying Device Information」 （デバイス情報の表示） には、 デバイス

（デ ィ スク またはテープ） に関する情報を表示する方法が説明されています。

 「Using Reports」 （レポー ト の使用） には、 さ まざまなレポー ト タ イプ、 および 
QConvergeConsole のレポー ト 機能を使用し てレポー ト を生成、 表示、 保存す

る方法が説明されています。

 「Managing Fibre Channel and FCoE Adapters」 （フ ァ イバーチャネルと  
FCoE アダプ ターの管理） には、 フ ァ イバーチャネルアダプ ター

（2400/2500/2600 シ リーズ） または統合ネ ッ ト ワーク アダプ ター （8100/8200 
シ リーズ） で次の操作を行う 方法が説明されています。

 選択し たアダプ ターでのアダプ ター固有情報の表示および編集。

 アダプ ターの構成と設定の表示および編集。

 アダプ ターのフ ラ ッ シュ メ モ リ またはフ ァ イバーチャネル / FCoE ド ラ イバ

のア ッ プデー ト 。

 「Managing Fibre Channel and FCoE Ports」 （フ ァ イバーチャネルと  FCoE 
ポー ト の管理） には、 フ ァ イバーチャネルアダプ ターまたは統合ネ ッ ト ワーク ア
ダプ ターのポー ト で次の操作を行う 方法が説明されています。

 選択し たポー ト のパラ メ ータ と統計の表示および変更。

 詳細設定ユーテ ィ リ テ ィ の使用、 仮想ポー ト の管理、 診断の実行。 

 「Managing iSCSI Ports」 （iSCSI ポー ト の管理） には、 8200 シ リーズ統合

ネ ッ ト ワークアダプ ターの iSCSI ポー ト 管理ページに表示されるパラ メ ータが説

明されています。
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 「Managing Gigabit Ethernet Adapters」 （ギガビ ッ ト イーサネ ッ ト アダプ

ターの管理） " with only "Managing Gigabit Ethernet Adapters" being bold. に

は、 NetXtreme ギガビ ッ ト アダプ ターの属性を表示し、 QLE84xx および 
FastLinQ イーサネ ッ ト アダプ ターを設定する方法について説明し ています。

 「Managing Ethernet (NIC) Ports」 （イーサネ ッ ト （NIC） ポー ト の管理） に

は、 シ リーズのイ ンテ リ ジ ェ ン ト イーサネ ッ ト アダプ ター、 および 8100/8200 シ
リーズの統合ネ ッ ト ワークアダプ ターの NIC ポー ト 管理ページに表示されるパラ

メ ータ と設定オプシ ョ ンが説明されています。

 「Using the Wizards」 （ウ ィ ザー ドの使用） では、 QConvergeConsole のウ ィ

ザー ド を使用し てフ ラ ッ シュ、 ド ラ イバ、 NIC パラ メ ータ、 フ ァ イバーチャネル / 
FCoE パラ メ ータ、 パラ メ ータ フ ァ イル、 パスワー ド、 およびエージ ェ ン ト を

ア ッ プデー ト する方法について説明し ます。

 「Troubleshooting」 （ ト ラ ブルシューテ ィ ング） には、 アダプ ターの取り付けお

よび使用時に発生し た問題の解決に使用できるツールが説明されています。 また、

認定を受けたサービスプロバイダによ って指示された際に、 QConvergeConsole 
GUI およびエージ ェ ン ト アク テ ィ ビテ ィ を ト レースする手順も説明されています。

 「Technical Support」 （テ クニカルサポー ト ） には、 テ クニカルサポー ト の利用

方法が説明されてお り、 ソ フ ト ウ ェ アおよびマニュアルのダウンロー ド手順、 問
い合わせ先情報が記載されています。
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D 規制情報

この付録は、 本ガイ ド対象の Fibre Channel Adapter に対する保証、 規制、 および準拠

情報を提供し ます。

保証
Dell 保証の詳細については、 システムのマニュアルを参照し て く だ さい。

規制および準拠情報

レーザーの安全管理、FDA による通知
本製品は、 DHHS Rules 21CFR Chapter I、 Subchapter J に準拠し ています。 本製品

は、 レーザー製品の安全ラベルに記載されている IEC60825-1 に従っ て設計および製造

されています。

認証機関による認可
次の項には、 放射妨害波、 放射性イ ミ ュニテ ィ 、 および製品安全の各規格に準拠するた
め、 モデル HD8310405 および CU0310421 に対し て実施された EMI/EMC テス ト 仕

様の要約が記載されています。

ク ラス 1 
レーザー製品

警告 - 開放時にク ラス 1 レーザー光線

光学機器で直視し ないで く だ さい

Appareil laser 
de classe 1

Attention—Radiation laser de classe 1
Ne pas regarder directement avec des instruments optiques

Produkt der 
Laser Klasse 1

Vorsicht—Laserstrahlung der Klasse 1 bei geöffneter Abde-
ckung 
Direktes Ansehen mit optischen Instrumenten vermeiden

Luokan 1 
Laserlaite

Varoitus—Luokan 1 lasersäteilyä, kun laite on auki
Älä katso suoraan laitteeseen käyttämällä optisia instrumenttej

クラス I レーザー製品
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EMI および EMC 要件

FCC 規格、CFR タイトル 47、第 15 部、B 項：クラス A
FCC 互換性情報ステー ト メ ン ト ： 本デバイスは、 FCC 規則第 15 部に準拠し ています。

操作は、 次の 2 点、 (1) このデバイスが有害な障害を引き起こ し てはなら ない、 (2) この

デバイスが、 望ま し く ない動作を引き起こす障害も含め、 受信するすべての障害を受け
付けなければならない、 とい う  こ と を条件と し ています。

カナダ連邦産業省、ICES-003：2004： Class A
当ク ラス A デジ タル機器は Canadian ICES-003 に準拠し ています。

Cet appareil numérique de la classe A est conformé à la norme NMB-003 du 
Canada.

CE マーク 2004/108/EC EMC 改善指令準拠

EN55022 ： 2010/CISPR 22 ： 2009+A1 ： 2010 ： Class A 
EN55024 ： 2010
EN61000-3-2 ： 2006 A1+A2 ： 2009
EN61000-3-3 ： 2008

EN61000-4-2 ： ESD
EN61000-4-3 ： 放射無線周波電磁界

EN61000-4-4 ： 電気的フ ァース ト ト ラ ンジ ェ ン ト  / バース ト

EN61000-4-5 ： 雷サージの電力線 ・ 信号線および通信線への進入

EN61000-4-6 ： 無線周波電磁界によ っ て誘導される伝導性妨害

EN61000-4-8 ： 電力周波数磁場

EN61000-4-11 ： 電圧低下、 一時的遮断および電圧変動

VCCI： 20011-04；クラス A

AS/NZS；CISPR 22：2009+A1：2010 Class A
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韓国の認定

KC-RRA KN22 KN24 （2011） ク ラス A

製品名 / モデル—2600 Series Adapter 
認定所有者—QLogic Corporation
製造日 — 製品上に記載されている日付コー ド を参照

メ ーカー / 生産国 — QLogic Corporation / ア メ リ カ合衆国

韓国語フ ォーマ ッ ト  — ク ラス A

製品安全規格準拠

UL、cUL 製品安全性

UL60950-1 (2nd Edition), 2007
CSA C22.2 60950-1-07 (2nd Edition) 2007

リ ス ト された ITE または同等の ITE のみと使用し て く だ さい。

21 CFR 1040.10 および 1040.11 に準拠し ます。

21 CFR 1040.10 および 1040.11 に準拠し ます。

UL 認証サーバーまたは同等。

ア クセサリ カー ド等を取り付ける場合は、 コ ンピ ュータおよび接続されているモニ タ、
プ リ ン タ、 および外部コ ンポーネン ト 等の電源を切って く だ さい。

2006/95/EC 低電圧指令

TUV EN60950-1 ： 2006+A11+A1+A12 2nd Edition 

TUV IEC 60950-1 ： 2005 2nd Edition Am 1 ： 2009 CB 

A ク ラス装置

（業務用情報 / 通信装置）

この装置は業務用と し て EMC 登録を受けているため、

販売者も し く は購入者、 またはその両者は、 この点に注
意する必要があり ます。 不正な販売または購入が行われ
た場合は、 この装置を家庭用に変更する必要があり ます。
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